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　アルファトーナメント準じゆん決けつ勝しようで軍ぐん司じに敗はい北ぼくした黒くろ兎うさが、おしまいでオメガコンプレックス社長に告げた望のぞみ。

　それは、美み優ゆによって改かい変へんされた過去の記き憶おくを、軍司に思い出させること。

　いまの軍司では、栄え楠くすには勝てない。

　だから、すべてを思い出す必ひつ要ようがあると、黒兎は言った。




「世界をこんなふうに改変したのは……俺だったんだ……」




　過去を取り戻した軍司に、オメガコンプレックス社長のアバターである黒い猫はうやうやしく頭こうべを垂れた。




「おかえりなさい。代役アバターを務めながら、戻られることをお待ちしていましたよ、現オメガコンプレックス最高経営責任者ＣＥＯ──覇は鳥とり社しや長ちよう」




　そう……社長のアバターというのは、偽りの姿。

　この黒猫こそが、アルファトーナメントに挑んだＡＰアルタプレイヤーたちの求めてきた世界を改変する力。アルタリアリティそのものだったのだ。






　　　　STAGE:1

　　　　「メモリー」









　三年前。

　まだ鎌かま倉くらの地にオメガコンプレックスのウォーターフロントはなく、ＡＰアルタプレイヤーも誕たん生じようしていなかった頃──





　　　　　◆◇◆






「ねえ、まだ終わんないの？　早く対戦しようよ」

「乗るな、乗るな！」

　いま覇は鳥とり軍ぐん司じは『ワイルドハンター』の上級クエストに挑んでいるところだというのに、黒くろ兎うさが後ろから抱きつくように乗りかかってきた。

　相手にしているのは、『ワイルドハンター』で最さい強きようクラスのモンスター、黒こく龍りゆうモアボルケスだ。













　その姿は、翼と長い尾を持った巨きよ大だいな黒い龍りゆう。

　防ぼう御ぎよ力りよくの高さは反則レベル。

　攻こう撃げき力は、それ以上の鬼き畜ちくレベルという、このモンスターをデザインした人間に文句を言ってやりたいほどの超スペック。

　一瞬の油断が死を招く、たとえ最さい強きように近い装備のハンターでも気の抜けない相手である。

　しかも、いまはネット通信での協きよう力りよくプレイ中だ。

　こちらの連れん携けいミスで、この討とう伐ばつを失敗させるわけにはいかない。

　背中に乗っかかる黒くろ兎うさを首の筋力のみで支えて、軍ぐん司じはプレイに専せん念ねんする。

「また、そいつと遊んでるの～？」

　黒兎がＰＤＳの画面を後ろからのぞきこんで不ふ満まんそうに呟つぶやいている。

　軍司と協力プレイをしているキャラクターネーム〝エンジェル〟は、『ワイハン』の通信による協力プレイで知り合った仲間だった。

　軍司は近接戦を得意とするファイター。

　一方、エンジェルは遠距離戦とサポートを得意とするガンナーというバランスの良い組み合わせ。

　その上、とても息が合うので、よく二人でメッセージのやりとりをして協力プレイしている。

　いまでは相手の動きを見れば、どんなふうに連携すれば良いのか以心伝心でわかるほど。ネット上の付き合いのみなので、相手の顔は知らないが、もう親友といえる仲だった。

　そして、モアボルケス戦においては、そんなエンジェルのような気心の知れた仲間との高度な連携プレイが必ひつ須すである。

　ガンナーによる遠距離からの攻撃では、モアボルケスにはダメージをほとんど与えることはできない。

　あの固い防御を抜けるのは、十分に強化されたファイターによる近接攻撃のみ。

　ただ、迂う闊かつに近づけば、モアボルケスからの攻撃を喰くらうことになる。

　軍司はタイミングを見み計はからって、一気にモアボルケスへと肉薄した。

　巨大な龍が鎌かま首くびをあげて、大きく口を開く。

　あれはブレス攻撃をする直前の動きモーシヨン。

　当たれば即死という、恐ろしい攻撃だ。

　ところが、軍司はその動きを見てから、ＰＤＳのボタンを押し込み、力を溜ためた大おお技わざの攻撃準備に入る。

　この状じよう況きようでは身動きできず、当然、攻撃をかわすことも出来ない。

　ところが、軍司にブレスは浴びせかけられることはなく、それどころかモアボルケスは甲高い悲鳴をあげて大きくのけぞった。

　エンジェルのガンナーが牽けん制せいの狙そ撃げきを命中させたのだ。

　遠えん距きよ離り攻こう撃げきではモアボルケスにダメージを与えられないが、特定のタイミングで急所を狙そ撃げきすることでブレス攻撃をキャンセルさせられるのだ。

　当然、そのタイミングはとてもシビアで、その瞬しゆん間かんを見極めることは困難なこと。

　だが、軍ぐん司じと共に戦うエンジェルは、この牽けん制せいの狙撃を得意としていた。

　動きを見ているというより、ほとんど勘で撃っているらしい。

　エンジェルの神業並の狙撃によって、モアボルケスの攻こう撃げきを封じられた上、大きな隙すきを生み出した。

　それを見逃す軍司ではない。これまで何度もやってきたコンビネーションだ。

　頭をのけぞらせ無む防ぼう備びな首をさらしたモアボルケスの喉のど元もとに、軍司は渾こん身しんの一いち撃げきを叩たたき込む。

　これがトドメの一撃となり、巨きよ大だいな龍りゆうは山が崩くずれるように、重々しく地面に倒たおれた。




「ふーっ、いまのは完かん璧ぺきなタイミングだったな」




　これまでどれだけのモンスターを狩ってきたかわからないが、いまみたいにコンビネーションがあうんの呼吸で決まると達成感は倍増する。

「ほらっ、もうおしまい。次は私の番だよ！」

　いくら黒くろ兎うさが小柄とはいえ、そろそろ首で支えているのは限界になった。

　やや名残惜しかったが、黒兎に根負けして、軍司はエンジェルに一言挨あい拶さつをして『ワイルドハンター』からログオフをした。

「じゃあ、お兄ちゃん。『ダンピールセイヴァー』をやろっ！」

「やだよ、どうせまたおまえはボーパルバニーを使うんだろ。あのキャラ、ぴょんぴょん跳ねてばかりだから苦手なんだよ」

「いいじゃ～ん。私の持ちキャラなんだもん」

　黒兎は軍司の頭に乗りかかったまま、甘えるように身体からだを前後に揺らす。

　そのほんのささやかな胸の膨らみが、軍司の後頭部に触れているが、あまり気にはならない。

　ひとつ年下の黒兎は、軍司にとって妹のようなもの。

　戸籍上のつながりはないが、黒兎の養父である覇は鳥とり総そう造ぞうの家で一緒に暮らしている。

　覇鳥総造は、両親を早くに失った幼い軍司を引き取ってくれた、遠い遠い親しん戚せきだ。

　顔も知らない親戚の子供の世話を引き受けた理由には、経済的なゆとりがあったことが大きいだろう。

　なにしろ、覇鳥総造は日本国内だけでなく、海外にも商品展開しているハイテク企業オメガコンプレックスの社長。いま軍司たちが遊んでいるＰＤＳだって、オメガコンプレックスが開発、販売している携帯ゲーム機だった。

　そんな父代わりとなった総造は、軍司に不自由のない暮らしをさせてくれたが、愛情らしきものは与えてはくれなかった。

　しかし、それは軍ぐん司じだからというわけではなく、実の娘である黒くろ兎うさにしても同じことだ。

　総そう造ぞうは多忙であり、家に帰ってくるのはひと月に数えるほど。

　だから、鎌かま倉くらの海が一望できる真っ白な家は、軍司たち三人だけのものと言える。




　……そう、この家には、軍司と黒兎。

　そして、もうひとり。

　美み優ゆが暮らしている。




「だったら、美優と遊んでもらえよ」

「いやよ、美優なんかひとりで音ゲーでもやってればいいの」

「なんだ、まだ喧けん嘩かしているのか」

　いつもはべったりの二人だが、いつも一緒にいれば喧嘩することも多い。

　もっとも、そのほとんどは黒兎が原因だ。

　さっきはあんなことを言ったが、実は二人が喧嘩をしていることは美優から聞いていた。

　宿題を手伝うとか、手伝わないとか、そんなくだらないことがきっかけらしい。

　どうせまた黒兎が悪いのだろう。

　美優は軍司と同じ年だが、頭が良く、優しく、そして落ち着いた性格から、三人の姉のような存そん在ざいであった。

　そんな美優も軍司と同じく、覇は鳥とり総造に引き取られた遠い親しん戚せきの子供。

　以前、どのような血縁関係にあるのかを教えてもらったことがあるが、あまりに複ふく雑ざつでとても覚えられなかった。世間的には、赤の他人といって良いレベルだ。

「美優なんて、しばらく口を利いてあげないんだから」

「また、そういう意い地じ悪わるなことを……」

　黒兎は外では大人しく、臆おく病びようでさえあるくせに、軍司と美優に対しては内弁慶なところがある。

　それはきっと、いつも家を留守にしている父親に甘えられない反動からなのだろう。

　だから、年上の軍司や美優に無理を言って困らせたりするのである。

　いい加減、軍司はそんな黒兎を適当にあしらうことに慣れていたが、美優は喧嘩をするたびにいちいち思い悩んでいる。

　黒兎にとっては喧嘩など、コミュニケーションの一環なのだから、気にすることはないのに、ひとりで抱え込んでしまう真面目まじめな性格のせいだろう。

　ただ、今回に限っては、珍しく美優から相談を受けていた。

　軍司から、黒兎に仲直りの品を渡して欲しいとお願いされていたのだ。

　いつもならば二人の喧嘩を仲ちゆう裁さいしたりはせず、自然と仲直りするのを待っている軍司だったが、美優が頼ってくれたのが嬉うれしくて、今回は協きよう力りよくすることにした。

　黒兎だって仲直りをするきっかけを求めているのは、軍司にもわかっている。

　だから今日もこんなふうに必ひつ要よう以上に、軍ぐん司じに甘えてくるのだ。

「黒くろ兎うさ、ちょっとこれ見てくれるか？」

　軍司は『ワイルドハンター』を終えたＰＤＳの画面を黒兎に見せると、さっそく黒兎が食いついてきた。

「なにこれ、見たことないアプリだけど。どうしたの、どうしたの？」

「父さんのメモリーカードからコピーしたんだ」

「前のクロックアップするアプリとは違うの？」

「あれはもう消したよ。まさかＰＤＳが持てなくなるほど熱くなるなんて……あのせいで火傷やけどしかけたからな」

　これは軍司と黒兎だけの秘密。

　総そう造ぞうが仕事で使っているメモリーカードから、軍司はこっそりと未発表の試作アプリを自分のＰＤＳにインストールしていたのだ。

　市販されているものではないため使い方がわからないものも多いが、中にはＰＤＳの性能をアップさせたり、市販ソフトのデータを自由に書き換えられるようなものもある。

「変なアプリを入れて、ＰＤＳを壊したって知らないんだから」

　といいながらも、黒兎は興きよう味み津しん々しんだ。

　データを書き換えるなんてことは、いわゆるチート。不正行為だ。

　こんなものを使えば、ゲームの面白さが激減してしまうので軍司は実際に使うことはないが、ただ悪いことだからこそ、ついつい興味を引かれてしまうという気持ちもある。

　特に、黒兎は気が小さいくせに、こういうことが好きだった。

　悪戯いたずらを仕掛けるときの子供のように、目をキラキラさせている。

「今度のアプリは大丈夫だよ。ＰＤＳの通信機能を強化させるだけみたいだから」

「なんだ、それだけなの？」

「いや、このアプリ、地味だけどすごいぞ。いままで家の中くらいしか届かなかったのに、これだと鎌かま倉くら全部をフォローできるみたいだ。たぶん、携帯電話のアンテナとかを利用しているんじゃないのかな」

「ふ～ん」

　地味という言葉に、さらに黒兎の興味は失われていく。

　だが、軍司のネタはこれだけではなかった。

「で、このアプリが近くの電波を拾ったんだけど、そのＩＤがちょっと気になるんだよ」

　ＰＤＳには個別のＩＤが固定で設定されている。

　ユーザー名の設定を変えても、このＩＤは変わることはない。

「気になるＩＤって？」

「ほら、これだよ」

　軍司は新しい通信アプリが受信している、近くで起動しているＰＤＳのＩＤ一覧を見せた。

「えっ、この番号って……」

　たくさん並ぶＩＤの最初には、「ＡＡＡ００００１」から「03」までが連番で並んでいる。

「なっ？　俺たちより早いＩＤのＰＤＳが近くにいるみたいなんだよ」

　軍ぐん司じたちのＰＤＳは、総そう造ぞうから先行生産分を特別にプレゼントされたものである。

　黒くろ兎うさのＩＤは「ＡＡＡ００００４」で、軍司は「05」。これは、この世に何十万台もあるＰＤＳの中でも、四番目と五番目にＩＤを登録されたことを意味している。

　だからといって性能に差があるわけではないが、軍司たちはそんな若い番号を持つＰＤＳに優ゆう越えつ感かんを持っていた。

　ところが、軍司たちの家の近所に、ＩＤを見る限りでは世界で最初に生産されたＰＤＳがある。しかも、総造の話では「01」から「03」までは実験用として廃は棄きされたはずなのだ。

「気になるだろ？」

「気になる！　気になる！」

「じゃあ、ちょっとこのＩＤのＰＤＳを捜しに行こう」

「えっ、そんなことできるの？」

「このアプリ、通信機能の強化だけでなく、相手のＰＤＳの位置を教えてくれる機能もあるんだよ。しかも、かなり精せい度どが高いみたいなんだ」





　　　　　◆◇◆






　ちょっとした冒険に、黒兎の機き嫌げんは上々。

　これで美み優ゆと仲直りをさせるきっかけも掴つかめそうだ……と思っていたら、軍司たちがたどり着いたのは、意外なところだった。

　住宅街から少し離れた、山の中。

　といっても、軍司たちの家から徒歩で二十分もかからない距離。

　そこに、フェンスに囲まれたコンクリートの建物がぽつんとある。

　どこにも看かん板ばんなどはない。

　まだ建けん設せつ途と中ちゆうのようにも見えるが、壁の汚れ具合からして、建てられてから何年も経たっているのは間違いない。なにかの理由で放置された建物なのだろうか。

　それだけならば、ちょっと気になる程度だが……あそこから例のＩＤの電波が来ているとなると、ただ外から見るだけではすまないほど好奇心がくすぐられる。

「お兄ちゃん、ここでいいんだよね？」

「ああ、けど、こんなに近くまで来たのに、まだ電波が弱いな。もしかして、距離じゃなくて、電波の届きにくいところ……地下とかにあるのかな」

「人が住んでいるようには見えないけど」

「でも、誰かが出入りはしているみたいだな」

　フェンスの入口の道には、車が出入りしたタイヤの跡が残されている。

　しかも、それほど古いものではない。

「ねえねえ、これウチの鍵かぎと一緒だよ」

　それは最新式のカードキーで、読み取り部の形状は軍ぐん司じたちの家の玄関と同じものだった。

「ホントだ……こんな廃はい墟きよみたいな建物になんで？」

「ウチの鍵で開かないかな？」

　黒くろ兎うさはふざけ半分で、パスケースに入っているカードを読み取り部に当てた。

　すると、カシャンと小さな音がして入口の鍵が開いた。

「あれ……開いちゃった」

　黒兎はキョトンとした顔をしている。

「そんな馬ば鹿かな。読み取り部は同じでも、カードまで同じはずが……」

　となると考えられるのは──

「もしかして、ここってパパの持ち物なのかな？」

「そうだな。倉庫かなにかに使っているのかも」

　それならば軍司の自宅のカードキーで開いたこともうなずける。

「ちょっと入ってみようよ」

　そう言いながら、すでに黒兎はフェンスの扉を開いて、中に入っていた。

「いや……まずいんじゃないか」

「え～っ、いいじゃん。ちゃんと鍵を開けて入っているんだから、悪いことじゃないでしょう？」

　黒兎は口を尖とがらせて反はん論ろんする。

　この建物が父親である総そう造ぞうの持ち物だとすれば、不ふ法ほう侵しん入にゆうにはならないという理屈らしいが……それはいかがなものか。

　ただ、ここに来たのはＰＤＳのＩＤのこともあるが、黒兎の機き嫌げんを取ることが目的。

　だったら、もう少し黒兎の冒険に付き合うべきかも。

「しょうがないな……ちょっとだけだぞ」

　軍司も、黒兎に続いて敷しき地ちに入る。

　ほったらかしにされたような建物からして、ここに大切なものが置いてあるとは思えない。バレても怒られるようなことはないだろう。

「でも、パパの倉庫だとしたら、あのＩＤのＰＤＳがあってもおかしくないね。捨てたＰＤＳが、たまたま電波を出しているだけなんじゃない？」

「いや……どうかな。だって、いまこのＰＤＳでゲームがプレイされているみたいなんだ」

　この通信アプリは、相手の位置だけでなく、どんなゲームをプレイしているかまでわかるようになっている。ユーザーのプライバシーを無む視しした仕し様ようは、このアプリがまだ試し作さく品ひんだからこそだろう。

「どんなゲームをやってるの？」

「『ドラゴンズクエイクⅡ』だな」

「なにそれ」

「昔、すごい流は行やったＲＰＧだよ。確か、ＰＤＳでも復ふつ刻こく版ばんがダウンロードできるようになっていたはず」

　実際にプレイしたことはないが、空前の大ヒットを記録したＲＰＧなので、軍ぐん司じもどんなゲームなのかは知識として知っている。

「復刻版では協きよう力りよくプレイの機能が追加されたらしいけど、ここにある三台のＰＤＳはみんな『ドラクエⅡ』をプレイしているみたいだ」

「じゃあ、ここに人がいるってこと？」

「電源をつけて放置しているだけかもしれないけど──」

　軍司が「人がいるかもしれないから、すぐに出よう」と言い出す前に、黒くろ兎うさはなんの躊ちゆう躇ちよもなく建物の入口の鍵かぎにカードキーを当てていた。

「おいっ、なにやってるんだよ！」

「ん、開くかなと思って……あっ、やっぱり開いた」

「いまの話、聞いていたのかよ！」

「ここに人がいるのなら、パパってことでしょう？　ウチの鍵でないと開かないところなんだし」

「それは……」

　言われてみればその通りだ。

　自宅と共用のカードキーを、家族以外の誰かが持っているはずはない。

「こんな近くに来ているなら教えてくれたらいいのに」

　黒兎も軍司も、総そう造ぞうとはもう二週間以上も会っていない。

　父親に会える期待から声を弾ませ、我が家同然の気安さで建物に入ろうとする黒兎を、軍司には止めることはできなかった。

「しまったな……渡すタイミングがなかった」

　そんな黒兎の背中を見ながら、軍司はポケットの中に手を入れる。

　そして、美み優ゆから仲直りの品として預かっていたものを取り出した。

　あまり手先は器用ではないくせに、美優が一いつ生しよう懸けん命めいに作った、兄妹きようだい三人でお揃そろいの猫のぬいぐるみ。

　ちょっと見ただけでは、猫というより歪ゆがんだキノコのようにも見える。しかも、首らしきところの縫い目は、すでに緩ゆるみかかっていて、ちょっと引っ張れば中の綿が出てきそう。

　軍司はそんな不細工な猫をしげしげと見つめ呟つぶやいた。

「まあ、ＰＤＳのストラップにはちょうど良さそうだけどな」





　　　　　◆◇◆






「思ったより、中はきれいだね」

「けど、殺さつ風ぷう景けいだな。まだ工事している途中なのかな」

　黒くろ兎うさを追って建物に入ると、外の壁と同じく、内部の壁もコンクリートむきだしのままだった。

　空気はひんやりとして、病院のような消しよう毒どく薬やくの臭においがする。

　どこか落ち着かない気がして、軍ぐん司じは早く出たい気持ちでいっぱいだった。

　しかし、黒兎のほうは物もの怖おじすることなく、ずんずんと奥へ進んでいく。

「ほらほら、あっちからなにか聞こえるよ」

　軍司が中に入るのを躊躇ためらっているのを見て、黒兎はわざと大胆に振る舞っているふうでもある。ここに父親がいるかもしれないとあって、いつもの内弁慶な性格が出てしまったようだ。

　黒兎を一人で行かせるわけにはいかないので、渋々ながらついていくと、突き当たりに扉を見つけた。奥からは、無数の羽音のような機き械かい音が聞こえてくる。

「このすぐ向こうにＰＤＳがあるみたいだけど……」

　軍司は通信ソフトを確認する。

　だいぶ電波が強くなってきた感じがする。ここが発信源で間違いないはず。

　ただ、これだけ近づいても、まだ受信が最大には達していなかった。

　もしかすると、この部屋が電波を遮断するような構こう造ぞうになっているのかも。それなのに電波を受信できたのは、内緒でインストールした未発表の通信ソフトのおかげだろう。

「パパ、いるの？」

　さすがに黒兎も気後れしたのか、囁ささやくように声をかけながら扉を開いた。

　軍司もそんな黒兎の頭の上から、中をのぞき込んだ。

「なんだ……ここは……？」

　扉の奥は大きな部屋を、分厚いガラスの壁で二つに区切ったような造りになっていた。

　軍司たちのいる手前の部屋には、大きなスチールデスクに六台のモニターが並び、中央には天井にも届きそうなほどの真っ黒い六角柱の機械がそびえている。

　側面には「αアルフア」と金色のロゴがあり、下部には緑と赤の小さなＬＥＤが並んで点滅している。内部からは絶え間なくハードディスクのシーク音が聞こえてくることからして、おそらく研究用などに使われるスーパーコンピューターだろう。

　冷房が強く効いていて、部屋はやけに寒い。

　そして、ガラスの向こう側は、テニスコートくらいあるやけに広い部屋だった。

　壁や天井は白に統一されており、ダイニングテーブルや、ソファー、冷れい蔵ぞう庫こなど、生活に必ひつ要ようなものは揃そろっている。

　ただ、部屋の広さに比べて生活用品は少なく、しかもあまりに整せい然ぜんとしすぎていて、とても人が暮らすための場所には見えない。

　そのとき、黒くろ兎うさが軍ぐん司じの腕にすがりついてきた。

「あの人たち、誰？」

　真っ白な部屋に溶け込んでいたせいで軍司は気づかなかったが、ガラスの向こう側には、白い服を着た三人の若い男女がいたのだ。

　服と同じ白い大型ソファーに三人並んで腰を下ろし、静かにＰＤＳをプレイしている。

　おそらく、あの三台が軍司が探していたものだ。

　覇は鳥とり総そう造ぞうから軍司たちに特別にプレゼントされたものよりも、さらに若いナンバーのＰＤＳ──なぜ、覇鳥総造はあれらのＰＤＳを廃は棄きしたなどと言ったのだろう。

　軍司は、総造に嘘うそをつかれたことに少しだけ傷ついていた。

　もしかして、彼らはオメガコンプレックスの関係者だろうか。けれど、社員にしては若すぎる。

　高校生くらいの男と、中学生くらいの男子。そして、小学生らしき女の子。

　全員、青白い顔をして、あまり健康そうではない。特に真ん中の中学生くらいの男子は、病気なのではと思うほど、不自然に痩やせていた。

「ここは病院だったのか？」

　三人の様子を見て軍司は思ったが、病院にしてはおかしなところが多すぎる。

　それにそんなことを考えている暇ひまはなくなった。

　ガラスの向こうにいる女の子が、軍司たちのことに気づいたのだ。

　驚いたような顔をして、隣にいる年長の男にこちらを指さして何かを告げている。

　あちらの声は、軍司たちにはまったく聞こえない。きっと二つの部屋を隔てているのは、防音ガラスなのだろう。

　やがて最さい年ねん長ちようの高校生くらいの男は怪け訝げんそうな顔をしてソファーから立ち上がると、こっちにやってきた。

「お兄ちゃん……どうしよう？」

　黒兎は見知らぬ相手を前にして、勢い込んで建物に入ったときの元気はすっかり消えている。

　だが、それも仕方ないだろう。

　こちらを見ている男の目はやけに鋭く、軍司もその視線に射すくめられるような気持ちだった。間にガラスがあるおかげで、なんとか落ち着いていられるくらいだ。

　男はガラスの脇にあるスイッチのようなものを押した。

　あれでガラスが開くのかと思い、ビクッとしたが、そうではなかった。

『おまえ小さいな。誰だ？』

　急に男の声が聞こえてきた。

　どうやら、いまのはマイクのスイッチだったらしい。部屋のスピーカーから部屋の中の声が聞こえてきたのだ。

「鍵かぎがあったから入ってみただけなんです……あっ、俺は覇鳥軍司です」

　小さいと言われたことにちょっとムッとしたが、軍ぐん司じはとりあえず名前を出して、鍵かぎを壊して入り込んだのではないことを説明──というか、言い訳をする。

『俺は六ろく波は羅ら栄え楠くす……もしかして、おまえは社長の子供か？』

「ええ、そうです」

　総そう造ぞうの実の子供ではないというひっかかりはあったが、そこまでは説明はしなかった。

　それより、覇は鳥とりの名を聞いて社長と出てきたということは、この栄楠と名乗った男はやはりオメガコンプレックスの関係者なのだろうか。

　そんな栄楠は、無言のままやけに興きよう味み深ぶかそうな顔でこちらを見つめていた。

　しばしの沈ちん黙もくの中、スピーカーからは向こうの部屋の音が聞こえてきていた。




　サー、サー、ポッ、ポッ……




　さざ波と、雨だれの音がランダムに混ざったような音。それは、ただのノイズか、それとも環境音楽か判断のつかないものだった。

　ガラスの向こうではいまも栄楠が鋭い目つきでにらんでいるというのに、なぜか軍司はその音に気を取られていた。

「これって、誰かの声……？」

　軍司はぽつりと漏らした。

　どこの国の言葉にも──それどころか、人の声にさえ聞こえない音だというのに、軍司には誰かに語りかけられているように思えた。

『おまえ、量子の声がわかるのか？』

　ガラスの向こうで栄楠は驚いた顔をしている。

「量子……なんですか、それは」

『社長は、この音のことをそう呼んでいる。元々は超容量のハードディスクの開発過程で検知された量子レベルのノイズだが、そこに社長は意味があると言っている。俺たちはそんな量子の声を聞き取るため、ここにいるんだ』

　栄楠は早口で一気に語った。

　まるでいま軍司は大発見をしたのだといわんばかりに、興こう奮ふんしているようだ。

「意味がわからないんですけど……」

『この音は、俺たちとは違う世界からの呼びかけだ。それは別次元からかもしれないし、もしかしたら神様と呼ばれているものかもしれない。ただ、この声は、頭の中が堅くなっている大人にはわからないんだ──と、社長は言っていた』

　話が急に胡う散さん臭くさいものになってきた。

　本当にいまのは、あの総造の言葉なのだろうか？

　軍司の印象では、総造がそんなオカルトや宗教じみたことに興味があるとは思えなかった。

　といっても、自分が総そう造ぞうのなにを知っているのかと問われれば、なにも答えられないのではあるが。

「ねえ、お兄ちゃん……何を話しているの」

　黒くろ兎うさは不安そうに軍ぐん司じの腕にすがりつき、少しだけ引っ張っている。ここから出たがっているのだろう。

　ただ、いまもスピーカーから聞こえてくる「量子の声」には、軍司をここに縛り付けるなにかがあった。

「それで、この声はなんて言っているんですか？」

『俺たちにはまだわからない。弟の九く喜きはだいぶ近くまで行っているようだが……もう少し時間が必ひつ要ようなのかもな』

　栄え楠くすはちらりと後ろのソファーに座る、痩やせた年下の男子を見た。

　ＰＤＳを膝ひざの上に置いて、ぼんやりと虚こ空くうを見つめている。その顔には感情らしきものは見られず、放心しているかのよう。とても普通の状態には見えなかった。

「……どのくらいここにいるんですか？」

『暁あき奈なが生まれたときからだから、十年以上かな。よく覚えてないよ』

「えっ、そんな小さいときからここに通っているんですか？」

『通っている？　なにを言ってるんだ。ずっとここにいるんだよ』

「それはどういう──」

　軍司は言葉を途中で飲み込んだ。

　あえて尋ねなくても、栄楠の言っていることの意味がわかったから。

　理解というより、感じ取れたのだ。

　なにかおかしい。

　この部屋の違和感。

　三人の姿。

　まるでここは実験室のよう。

　栄楠の言った「ずっといる」というのは、そのまま言葉通りに……彼らは、ずっとここに暮らしていたのだろう。

　たぶん一度も外に出ることもなく。

　最初の言葉に感じた違和感。

　栄楠は、軍司を見て「小さい」と言っていた。

　それは、栄楠たちはずっとここにいて、自分たち以外の子供を見たことがなかったから口に出た言葉なのでは？

「どうしてそんな……」

『俺たちは勇ゆう者しやだからな。世界が正しくあるよう、ここで望のぞんでいる』

　栄楠は自分のＰＤＳをこちらに向けて微笑ほほえんだ。

　画面では『ドラゴンズクエイクⅡ』の勇者たち、三人が並んでフィールド上で規則正しく足踏みをしている。

『それより、俺たちは十年かかったのに、すぐに声がわかるなんて、おまえすごいな』

「わかるっていっても……」

　軍ぐん司じ自身、戸惑っていた。

　なぜ自分には、あのノイズのような音が誰かの声に聞こえてくるのかわからない。

　しかも、それはだんだんとはっきりとわかるようになっている。

　あの声は──「見つけた」と言っている。「揃そろった」と言っている。

　でも、いったいなにが？




『この声の意味がわかれば、世界を正しく改変アツプデートでき──』




　栄え楠くすの言葉が、突然、ぷっつりと途切れた。

　だが、ガラスの向こうでは栄楠は口をパクパクと動かし続けている。

　これは向こうとこちらをつないでいたスピーカーが切れたのだ。

「ここでなにをしている？」

　代わりに背後から聞こえてきたのは、軍司もよく知っている声だった。

「父さん……」

　振り向くと、部屋の扉の前に背広姿の覇は鳥とり総そう造ぞうが立っており、壁の操作パネルらしきものに手を当てていた。スピーカーを切ったのは、総造なのだろう。

　その表情は険しく、ここまで駆けてきたのか肩で息をしている。

　いつも物静かな総造にしては、珍しいことだった。

「ごめんなさい、パパ……」

　普ふ段だんと違う総造に、黒くろ兎うさは少し怯おびえたような顔をしている。

　軍司はそんな彼女をかばうために総造の前に出て、ここに来た理由を説明する。

「俺のＰＤＳが気になる電波を拾って、それを追っていたら、ここまで来ちゃっただけなんだ」

「ＰＤＳだと。ここはＰＤＳ程度の電波ならば遮しや蔽へいできるはず……いや、そんなことはどうでもいい。いまさっき、栄楠から何を聞いた!?」

「この音が、量子の声だってことを……」

「なんだと!?」

　総造は愕がく然ぜんとした顔で、軍司の両肩をつかんだ。

　そして、軍司の目の奥をのぞき込むようにして厳しい声で問い詰めてくる。

「それがなんなのかをおまえは聞いたのか!?」

「世界を改かい変へんさせる……とか？」

　最後の栄楠の言葉を口にした途と端たん、総造はまるで事じ実じつを受け入れたくないといったように、軍司の身体からだを乱らん暴ぼうに突き飛ばした。

「ううっ……どうしたんだよ、父さん」

　背中を強くガラスにぶつけて、軍ぐん司じはうめき声を漏らす。

　黒くろ兎うさはそんな軍司を心配して寄り添うが、父親の様子のおかしさに怯おびえ、言葉を失っているようだった。

「台だい無なしだ！　これまでのこと、すべてが台無しじゃないか!!」

「台無しって、なにが？」

「まさか、モルモットに本番用の白紙を穢けがされるとは！」

　総そう造ぞうは頭をかきむしりながら、わめき散らす。

　そんな総造から出た、モルモットという言葉を聞いて、軍司は思わずガラスの向こう側──白い病室のような部屋に閉じ込められた栄え楠くすたちを見た。

「モルモット……実験……まさか、それって」

「おまえたちは、これからの本番のために用意したのに！」

　怒りにまかせて、総造はデスクのモニターを腕でなぎ払った。

「用意……なにそれ、パパ？」

　黒兎は軍司の腕をギュッと強くつかんだまま、震えた声で総造に問いかける。

「栄楠たちで実験を済ませてから、何も知らないおまえたちに量子の声を読よみ解とかせる予定だったんだ。未知の言葉を読み解くには、先せん入にゆう観かんを持たない、無む垢くで、忠ちゆう実じつな子供たちが必ひつ要ようだったのに！　だから、用意したのに！　おまえたちを介して、この私が世界を改かい変へんするはずだったのに！」

　デスクの足を激しく蹴けり飛ばしながら、総造は叫び続ける。

　それは軍司たちに説明してくれているというより、怒りのあまり、一時も黙だまっていられないといった様子だった。

　黒兎はいまにも泣き出しそう。

　ガラスの向こうでは、栄楠たちが総造の狂きよう態たいに驚いた顔をしている。

　軍司もこれまで見たことのない総造の姿に驚き、足も震えたが、それでも気を強くもち、顔をそむけることなく彼と向き合った。

　モルモット、実験──それに「おまえたちを用意した」という言葉。

　どれもがあまりに衝撃的で、とてもこのまま聞き流せるようなものではない。

「この人たちみたいなことを、俺たちにもするつもりだったの？」

「そうだっ！　十年かけて、栄楠たちが突破口を開いてくれた。あとはおまえたちの頭をいじって、その感かん覚かくを共有させれば、数年で声が聞き取れるようになるはずだったんだ」

「頭をいじるだって!?」

「その目だ！　その拒絶反応が駄だ目めなんだ。その感情が、量子の声を聞き取ることを妨げる。なにも知らないままに、すべてを進めなければいけなかった。知らないまま、教えないまま、無垢なままにすべてを完了させるつもりだったのに！」

「俺たちを引き取ってくれたのは、そんなことをさせるため……？」

　覇は鳥とり総そう造ぞうは決して優しくはなかった。父親代わりとしては足りないところもあった。

　それでも軍ぐん司じはあの白い家と新しい家族を与えてくれたことに感かん謝しやして、これまでずっと父のように慕っていた。

　それがあっという間に音を立てて崩くずれ去った。

「当たり前だ！　黒くろ兎うさひとりでは心こころ許もとないからな。メイン、サブ、バックアップ、最低でも三人は必ひつ要ようだ！」

　十年ここに閉じ込められ、わけのわからない音を聞かされ続けたという栄え楠くすたち。

　なにも知らないままに頭をいじられて、この音を聞く道具にさせられようとしていた自分たち。

　いったい総造はなにをしようと……いや、なにを求めようとしたら、こんなひどいことができるというのか。

「なんだよっ！　この音がなんだって言うんだよ!?」

　そんな軍司の叫びに、総造は意外な反応を示した。

「……ちょっと待て。おまえ、さっきも『この音』と言っていたな」

「それがどうしたんだよ！」

　くだらないことを言う総造に、軍司は怒鳴った。

「とっくにスピーカーは切っている。なのに、なぜおまえは『この音』という？」

「この音は、この音だろ……あんたの言ってる『量子の声』はさっきから聞こえてるじゃないか」

　その軍司の言葉を聞いた途と端たん、いままで取り乱していた総造の表情に、いつものような冷静さが戻った。

　ただ、目だけは異様に輝き、軍司がこれまで向けられたことのない種類の視線でこちらを見ている。

　そんな総造に軍司がひるんだとき、黒兎が腕を弱々しく引っ張った。

「……何を言っているの、お兄ちゃん？」

「軍司……おまえにはなにか聞こえているのか？」

　黒兎の戸惑いの目。そして、総造の歓喜と好奇がない交ぜになった目にさらされ、軍司は焦あせった。

「みんなのほうこそ、なにを言ってるんだよ。ずっと聞こえているじゃないか。『世界を改かい変へんさせろ』って──!?」

　だが途中で、おかしいのは自分のほうだと軍司は気づいた。

　栄楠の声は聞こえなくなったのに、なぜ量子の声だけは聞こえ続けているのか。

　いや、それ以上に、なぜあのノイズのような音が伝えようとしているモノの意味がわかるのか。

「それは量子の──いや、アルタリアリティの声だ。因いん果がを書き換える、可か能のう性せいの束。軍司、おまえにはその声が聞こえるのか！」

　総そう造ぞうは歓喜の声を上げた。




　聞こえる。

　間違いなく聞こえる。




「教えてくれ！　世界を改かい変へんさせるにはどうすればいいと言っている!?」

　軍ぐん司じの前に膝ひざをつき、総造は懇願してきた。

　さっきから総造が軍司を見る目……それがいかなるものか、ようやくわかった。

　それは崇拝の目。

　これまで軍司が向けられたことがあるはずない。

　身み寄よりのない軍司を引き取り、庇ひ護ごしてくれた男が、跪ひざまずいてこちらの言葉を待ち望のぞんでいる。

　足下ですがりつく総造を見下ろしながら、軍司は感じていた。

　まるで世界が逆転してしまったかのようだ。

　いや、実際に軍司の中で、すべてが変わってしまっていた。

　ならば、世界のほうも改変しよう。

「声はこう言っているよ──」




「──いまのきみの気持ちをぶつけてくれ」




　後半のそれは軍司の言葉ではなかった。

　軍司の言葉を途中からごく自然に引き継いだモノ。

　それは、部屋の中央にそびえるスーパーコンピューターの前に、いつの間にか現れていた。

　両手で抱きかかえられるくらいの大きさの黒い猫のような姿。美み優ゆから預かった、黒くろ兎うさのためのストラップと良く似ている。

　それが軍司の代わりに喋しやべったのだ。

　こんなぬいぐるみのようなものが喋ったことに、不思議と軍司は驚かなかった。

　見た目や姿には、なんの意味もない。

　なぜなら、これこそが総造の言っていたアルタリアリティ。

　世界すら改変できるモノなのだ。

　その事じ実じつに比べれば、姿すがた形かたちなど些さ細さいなこと。

「そうすれば、世界は改変されるのか？」

　軍司の問いかけに、アルタリアリティは大きな頭をぐらりと揺らして答えた。

「私にできることは過去の道筋を変えて、可か能のう性せいとして存そん在ざいした現在へと世界を改変することだけ……それを可能とするかどうかは、きみの想おもいの強さ次し第だいだよ」

　その言葉を聞いて、軍ぐん司じは足下にいる総そう造ぞうを見つめた。

「な……なんだ、その顔は……なにをするつもりだ！」

　軍司を見上げる総造の顔に、恐怖の色が浮かぶ。

　黒くろ兎うさでさえ金縛りにあったように立ち尽くすのみ。

　そのとき、軍司は自分がどんな表情をしていたのかわからない。

　ただ、アルタリアリティに言われるまでもなく、自分の内から湧わき上がる気持ちを抑えることなどできなかった。

　口に出さず、ただ強く想おもう。

「それを待っていたよ」

　アルタリアリティの三日月のように開いた口が、大きく笑ったように見えたかと思うと、そんな軍司の想いは受け入れられ──




　世界は改かい変へんされた。









　　　　　◆◇◆






　アルタリアリティによって改変された世界では、日本の大企業のひとつでしかなかったオメガコンプレックスの規模は数千倍も巨きよ大だい化していた。

　その経済力と権けん力りよくは、地球上のどんな国家をもしのぐほどの超国家的な複ふく合ごう企き業ぎよう体たい。改変前ならばあり得ない組織であったが、アルタリアリティはその存そん在ざいを当たり前のものと感じるよう、人の認識さえも変えてしまったのだ。

　そして、そんなオメガコンプレックスのトップは覇は鳥とり軍司。

　代わりに、覇鳥総造はこの世界から完全に消滅してしまった。

　それらすべての変化は、軍司がアルタリアリティにぶつけた想いの結果だ。

　こうして、オメガコンプレックスとアルタリアリティを得た軍司に、もはや不ふ可か能のうはなくなっていた。

　ただ、軍司は与えられたこの力を独占したいとは思わなかった。

　アルタリアリティと、改変以前の世界を知るものは、軍司以外に五人いる。

　美み優ゆと黒兎、そして六ろく波は羅ら兄弟きようだいの三人。

　彼らの記き憶おくが世界と一緒に改変されなかったのは、覇鳥総造の計画に組み込まれた五人を、軍司は仲間と感じたからかもしれない。




　このときから、軍ぐん司じにとって仲間は重じゆう要ような意味を持つものとなった。




　軍司は不ふ満まんだった。

　世界には叶かなわぬ想おもいが多すぎる。

　大多数によって平たく等しく、ならされた世界を良しとしている。

　それでは退たい屈くつすぎる。弱すぎる。

　強い想いを持つ者こそが、この世界を意い志しの力で改かい変へんしていくべきなのだ。

　そんな考えから、軍司はＰＤＳを介してＡＰアルタプレイヤーを世に広めた。

　強い想いを持つ者が、強くなれる世界。

　ＡＰたちこそが、これからの世界を形作るのに相応ふさわしい者たち。

　軍司の仲間。

　そして、世界を改変するに相応しい想いを募つのるため、軍司が用意した舞ぶ台たい──それこそが、ＡＰの頂点を決めるアルファトーナメントだったのだ。






　　　　STAGE:2

　　　　「リターン」









　ウォーターフロントにあるオメガコンプレックス本ほん社しや区く画かく。

　外面をすべて黒みを帯びたガラスに覆おおわれた、六角柱のビル。

　高さに比べて、かなり細身の建物で、それはまるでウォーターフロントをこの地につなぎ止める巨きよ大だいな杭くいのようにも見える。

　近きん代だい的てきな建けん造ぞう物ぶつの多いウォーターフロントでも異い彩さいを放つこの建物こそが、世界の経済、産業の中心たるオメガコンプレックス本社ビルであった。

　その最上階。

　ここは記き憶おくを失う前、軍司が使用していたオメガコンプレックスの社長室──といっても、当時、中学生だった軍司に会社の経営などできるはずもなく、あくまでお飾り的な存そん在ざいとしてここにいただけだ。

　ただし、この社長室には、オメガコンプレックス最大の秘密が置かれている。

　部屋の中央。強固な防弾ガラスケースに美術品のように収められているのは、すべてが始まったあの研究室にあった、黒い六角柱の大型コンピューター「アルファ」。

　これこそが、アルタリアリティを生み出すきっかけとなった量子の声を検知するための装置だ。

　そのため、この最上階のフロアに自由に出入りできるのは社長のみとなっている。

　アルファトーナメントの準じゆん決けつ勝しようが終了したあと、軍ぐん司じは社長にこの部屋での面談を求め、入室を許可されたのだった。




　アルタリアリティが顕けん現げんした姿であるあの黒い猫は、社長のデスクの上に座っていた。

　軍司の記き憶おくが戻ったとはいえ、まだ世界の人々は、この猫の姿をしたモノをオメガコンプレックスの社長のアバターと思っている。

　いや、世界はそのように改かい変へんされているのだから、事じ実じつ、このアルタリアリティが社長なのだ。

　久しぶりにやってきた社長室であったが、軍司にはなんの感慨もわかなかった。

　こんな部屋にはなんの未練もない。

　わざわざここに来た理由は、ひとつだけ。




「いますぐ美み優ゆを生き返らせてくれ！」




　ここならば、人の目を気にする必ひつ要ようは無い。

　軍司は躊ちゆう躇ちよすることなく、以前、オメガコンプレックスの社長だったときのように、アルタリアリティに世界の改変を命じた。

「……それはできないね」

　社長は大きな頭をゆらりと揺らして、うつむき加減に答えた。

「なぜだっ!?」

「これまで私は何人かの望のぞみを叶かなえてきた。中でも、特に印いん象しよう深ぶかいのは六ろく波は羅ら兄弟きようだいだ。きみは彼らの望みを憶おぼえているかい？」

　社長は、軍司が記憶を取り戻したときに見せた慇いん懃ぎんな態度はもうやめていた。

「……ああ、もちろんだ」

　猫のようなふざけた姿でありながら、なぜか威圧感があり、軍司は話をそらされたにもかかわらず、思わず素す直なおに返事をしてしまう。

　六波羅兄弟は、軍司が世界を改変させて誕たん生じようさせた最初のＡＰアルタプレイヤーである。

　十年以上に及ぶ覇は鳥とり総そう造ぞうの実験の過程で、彼らはあのような研究室に閉じ込められても平気でいられるように洗脳されていた。

　そんな栄え楠くすたちが十年もあの部屋で想おもい続けていたことは、いずれ自分らが『ドラゴンズクエイクⅡ』の勇ゆう者しやの血をひく三兄弟のように、世界を救う者になるということ。総造によって、そのように信じ込まされていたのだ。

　そのせいだろう。六ろく波は羅ら兄弟きようだいが想おもいを力とするＡＰアルタプレイヤーとなったとき、その能力は群を抜いており、アルファトーナメントで楽々と「最さい強きよう」の称号を勝ち取ったのだ。

　二年前、軍ぐん司じは優勝した六波羅兄弟に、賞品としてアルタリアリティに望のぞむ権利を与えた。三人それぞれ、どんな望みでも叶かなえられる──それなのに、三人は同じことをアルタリアリティに望んだのだ。

「六波羅兄弟は『勇ゆう者しや』になりたいと言った」

　それが総そう造ぞうによる洗脳のせいなのか、それとも彼らの自由意い志しだったのかはかわらない。

　当時、オメガコンプレックスの社長としてアルタリアリティのかたわらにいて、軍司は三人の望みを不思議に思ったものだった。

「そして、世界は改かい変へんされて、六波羅兄弟は世界に『勇者』として認められるようになった……けどね、その望みを受けた私にはわかっていた。あの子たちは最初から勇者だ。そんな彼らが本当に望んでいたものは、勇者が戦うべき相手だったんだよ」

「だから、栄え楠くすたちは紛争地帯で勇者活動をしているんじゃないか？」

　どのような場所、どのような相手と戦っても、すべては勇者の活動として合法化される唯一無二の存そん在ざい。それが栄楠たちが「勇者」である所以ゆえんだが、そんな無む茶ちやなことを世界に認めさせたのはアルタリアリティの力にほかならない。

「あんな活動に意味がないことくらい、栄楠たちはよくわかっているよ。いくらテロリストに武ぶ装そう解除をさせても、世界はなにも変わりはしない」

「では、おまえはどうやって栄楠たちの望みを叶えた？」

「実はね……まだあの望みを叶えている途中なんだよ。勇者である栄楠たちは、世界をひとつにまとめるのに必ひつ要ような敵──魔ま王おうという存在を求めている。ゲームではよくあるよね。強大な共通の敵に、世界が一致団結するシチュエーション」

　アルタリアリティのふざけているとしか思えない言葉に、軍司は苛いら立だった。

「魔王なんて、そんな馬ば鹿かみたいなもの──」

「いや、この世界にはちゃんといるじゃないか。育ての親を消し去り、アルタリアリティという恐るべき力を手に入れ、世界を裏で自在に操ってきた者が」

　社長の言葉ひとつひとつが、軍司の胸をえぐる。

　反はん論ろんは出来ない。

　ただ、軍司は受け入れ、社長の語ろうとしている結論を待つのみだ。




「きみこそが、魔王に相応ふさわしい」




　魔王という、陳腐にも聞こえる言葉が、いまの軍司には強い衝撃となって胸に響いた。

　これまでの一年間。

　美み優ゆによって与えられた仮初めのものだったが、軍司は普通の人生を経験してきた。

　おかげで、記き憶おくを取り戻したいま、過去の自分がどんな存在だったのかを、第三者の視点で見ることが出来るようになっていた。

　アルタリアリティを使って、自分がしてきたこと。

　父と呼んでいた総そう造ぞうを消し去り、世界を望のぞむがままに改かい変へんした。

　さらには、自分と同じような力を持つ仲間を増やし、世界を変えようとする……それは、まさしく魔ま王おうに相応ふさわしい所業ではなかったろうか？

「そうか、俺が魔王か……」

「美み優ゆはね、きみがいずれ暴走して、魔王となることに気づいていたよ。だから、私に望んで、きみに普通の生活を与えたんだ」

「俺を魔王なんかにさせないこと……それが美優の本当の望みだったのか」

「彼女のおかげで遠回りさせられたけど、でも、代わりに最高の舞ぶ台たいが用意できた。六ろく波は羅ら栄え楠くすは、アルファトーナメントできみを倒たおすことを切望している」

「だったら、俺はもうおまえなんか必ひつ要ようとはしない。魔王になんてならない。だから……だから、美優を生き返らせてやってくれ！」

　過去はもう取り戻した。

　ならば、オメガコンプレックスの社長という地位も、世界を改変するアルタリアリティの力もいらない。

　あとは美優さえいてくれれば、彼女さえそばにいてくれるのなら、いまのままの自分で十分だった。

「なにもわかってないな。だから、美優は生き返らせないんだよ」

　いつも飄ひよう々ひようとしている社長の声が、珍しく不ふ機き嫌げんな低いものになった。

「どういうことだ。俺が魔王になってしまうから、おまえは俺の望みを拒絶しているんじゃないのか？」

「違う、違う。むしろ逆だよ。きみが魔王になるのは大歓迎だ」

「なんだって？」

　軍ぐん司じには、社長がなにを望んでいるのかわからない。

　そんな苛いら立だちを煽あおるように、社長は再びマイペースのゆっくりとした口調で語る。

「私が美優を甦よみがえらせないのは、そんなことをしたら、きみが満足してしまうからだ。そんなことになったら、栄楠たちと戦う理由もなくなってしまうだろう？」

「それだと、魔王を倒したいという栄楠の望みを叶かなえられなくなるっていうのか。だったら、おまえが魔王でもなんでもゼロから生み出せばいい。俺にそんな役をやらせるな！」

「それも間違っている。覇は鳥とり総造の実験室で、きみと栄楠が揃そろったときから、二人のバトルを見ることは私のとても大切な望みなんだ」

「おまえに望みなんかあったのか」

　それは皮肉でもあったが、同時に正直な疑問でもあった。

　世界を自由に改変できるアルタリアリティが、なぜ軍司と栄楠のバトルを望むのか？

「きみたちのバトルは、人類をステップアップさせるために欠かせないものだ」

「……ステップアップ？」

「人類はもっと進しん歩ぽするポテンシャルを持っている。いま地球が抱えているすべての問題が、些さ細さいなことと思えるほどに──そして、いずれは私のような存そん在ざいに並ぶことだろう」

「なぜそんなことを。おまえになんの得がある？」

　そんな甘い言葉を鵜う呑のみにするほど、軍ぐん司じも馬ば鹿かではない。

「それは存在の維い持じに関かかわることだ。きみにはちょっと難しいかもしれないが、人類も『人間原理』という概念にはたどり着いているよね。この宇宙はそれを観測する知的存在がいなければ、無に等しいという考え方だ」

　軍司は「人間原理」という言葉は知らないが、アルタリアリティの言っていることはなんとなくわかった。

　宇宙からすべての生命がいなくなったとしよう。

　そうなれば、当たり前のことだが、誰もここに宇宙があると感じ取れない──すなわち、宇宙が無いのと同じということだろう。

　それは「誰もいない森で木が倒たおれたら音はするのか」という哲学的な問いかけにも似ているが……軍司としては、そんなことを聞かれても「考えるだけ無駄」と答えるだろう。

「いま、きみは考えるだけ無駄と思っているね。でも、これはとても大切なことなんだ。もしも、この宇宙から知的存在がいなくなれば……きみたちや、私が存在したことも無に帰してしまう。それは真の意味での死と言えるものだ」

「そんな先のことを気にしてどうするんだ。馬鹿馬鹿しい！」

「私は先のことしか考えていない。過去を振り返るにしては、あまりに長く存在し続けてきたからね」

「……おまえは、どのくらい生きてきたんだ？」

　これは純じゆん粋すいな好奇心からの質問だった。

「きみたちの生命の概念とは少し異なるけど、私は太陽どころか、宇宙の寿命さえ超越して存在し続けている」

「宇宙の寿命？」

「この宇宙は何度も生まれては、消滅を繰くり返しているんだよ。私はそのすべてを見てきた。何度も、何度も……ね」

「永遠の命……ってことか？」

　宇宙の寿命でさえ考えの及ばないスケールだというのに、アルタリアリティはその衰すい退たいを繰り返し見てきたという。それは軍司のイメージする永遠さえ超えていた。

「いいや、私だって、絶対の無限ではない。だからこそ、私以外の知的存在を増やしたいんだ。たとえ私が消えても、導いた知的存在が宇宙を認知している限り、私の宇宙も消えたりはしない」

「つまり、おまえは、どこかの誰でもいいから、ずっと宇宙にいてもらいたいってことなのか？」

「ああ、そうだよ。私は宇宙を感じてくれる者がいて欲しい。私のことを知らなくてもいい。ただ、かつて私のいた宇宙を……世界を感じてくれる者がいるのなら、それで満足なんだ」

「それでおまえになんの得があるんだ」

「ずっと、ずっと遠い先の世界に、夜空を見上げてくれる誰かが一人もいなかったら、とても寂しいじゃないか」

「寂しい……？」

　それは思わぬ言葉。アルタリアリティが自分にも共感できるような感情を持っているとは、意外だった。

「だから、何度、宇宙が生まれ変わろうとも、そこに世界を感じてくれる誰かがいてほしい。それだけが宇宙を存続させる理由だ」

　宇宙の存続──それは究極とも言える目的。

「けれど、それと俺たちのバトルがどう関係するんだ」

「勇ゆう者しやと魔ま王おう、きみたちのどちらが勝つかによって世界は変わる」

「どう変わるって言うんだ？」

「まあ、それは勝ってからのお楽しみ──」

「いい加減にしろよ、アルタリアリティ！」

　ずっと我慢をしていたが、そろそろ限界だった。

　軍ぐん司じは刀かたなを右手に顕けん現げんさせて、その切っ先をアルタリアリティに突きつける。

「私を殺せるのかい？」

「おまえは、ただのアバターだ……倒たおしても意味がないことくらいわかっている」

　社長に向けていた刀をゆっくりと動かし、軍司は部屋に鎮座する大型コンピューター「アルファ」のほうに向けた。

「けれど、あれはどうなんだ？」

　量子の声を聞き取った軍司にはわかる。

　アルタリアリティはこの世界の存そん在ざいではない。

　彼を感知できる者がいて、初めてここに顕現している。どんなに恐ろしい姿をした幽霊だって、霊感のあるものがいなければ意味はない。それと同じようなもの。

「アルファが私の本体というわけではないけど、あれはきみたちとコミュニケーションを取るための窓のようなものだから、壊されると困るなぁ」

「だったら、美み優ゆを生き返らせろ！」

「それで取引のつもりかい。そもそも、私が消えたら美優を生き返らせることもできなくなるよ。きみの行動は、まるで矛盾している」

「脅おどしだと思うのか!?」

　その瞬しゆん間かん、軍司はアルファを守る防弾ガラスを刀で突き砕いた。

　ヴァイオレットリングによる超加速を威い力りよくに変えた一いち撃げきだ。

　しかし、社長はデスクに腰をかけたまま、ゆらゆらと首を動かすだけ。

「意外ともろいガラスだねぇ」

「このコンピューターは、ガラスよりもろそうだぞ？」

　保護するものを失い、むき出しとなったアルファに、軍ぐん司じは軽く切っ先を突き立てる。黒いスチールのケースが、ギリッと軋きしむ音を立てた。

　それから、ほんのわずかな沈ちん黙もくのあと。

　不意に社長は長い腕を持ち上げ、ひらひらとさせた。

「……ああ、もうそういうのはいいよ。時間の無駄。どうせ、きみにはそんなことできないってわかってるんだから」

　その社長の態度は駆け引きといったものではなく、本当にもうこのやりとりに飽きたといった様子だった。

　軍司はそんな社長に何も言えなかった。

　なぜなら、それが完全に図星だったからだ。

「私や栄え楠くすが見立てたように、きみは間違いなく魔ま王おうなんだ。だから、自分の想おもいのためなら手しゆ段だんを選ばない……逆を言えば、もしも想いを叶かなえる手段がひとつしかなかったら、そのひとつを選ぶことしかできない」

「そのひとつというのが、アルファトーナメントに優勝することか」

「そうだよ。なにがあろうとも、栄楠はきみとのバトルをあきらめない。そして、そんな栄楠を倒たおさなければ、きみは美み優ゆを甦よみがえらせることはできない」

　六ろく波は羅ら兄弟きようだいがアルタリアリティに望のぞんだことが、魔王──すなわち軍司とのバトルならば、もはやそれは誰にも止められないことだろう。

「俺が勝てばいいんだな……」

「そうだよ、やっとわかってくれたかい。きみにはそれしかないんだよ。アルファトーナメントに優勝したら、私は以前のようにきみの望みをなんだって叶えてあげるよ。約束だ」

「……だったら、そのあとでおまえを消し去ってやる」

　悔しさを噛かみ殺して、軍司は社長に告げる。

「いいとも、好きにすればいい。勇ゆう者しやを倒して、正しよう真しん正しよう銘めいの魔王になってからも、まだきみがそうしたいと思うのならね」

「俺が、栄楠に勝てるわけないと思っているのか？」

「いやいや、勝しよう負ぶの行方は私にもわからない。魔王だからって、勇者に倒される側と決まっているわけじゃない。それはゲームの中だけのこと」

「おまえにもわからないことがあるのか」

　精一杯の皮肉を込めた軍司の言葉に、アルタリアリティはじっとこちらを見つめながらやけに真しん摯しな声で応こたえた。

「もちろんだ。だから、魔王と勇者のどちらが勝つか、決勝戦を宇宙の誰よりも楽しみにしているよ」
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　アルファトーナメント第六回戦、準じゆん決けつ勝しよう。

　栄え楠くすチームとレオナールチームの決勝進出を賭かけたバトル開かい催さい日びを迎え、軍ぐん司じのマンションには、四人のチームメイトたちが集まっていた。

「チケットなら、手に入れられたのに。本当にテレビ観戦でよかったの？」

　大型液晶テレビの画面をじっと見ている軍司に、美み甘かも流る音ねが尋ねてきた。

　この流音は、トーナメントの主催であるオメガコンプレックスの重役だ。彼女ならば、世界的にプレミアのついている準決勝戦のプラチナチケットだって手に入れることもできただろう。

　けれど、軍司はそれを望のぞまなかった。

「ええ、テレビのほうが落ち着いて見られますから」

「まあ、そうね。あそこに行けば、大騒ぎになるのは目に見えているし……」

　観客でぎっしりのスタンド席の中継を見て、流音は納得したようにソファーに身をゆだねた。かなり弾力のあるクッションに流音の身体からだが深々と埋まると、自然とその両脇に座っていた、妹の美甘天あ衣いと斗と波なみ冬ふゆ鹿かは斜めになって引き寄せられる。

「ここならゆっくりと観戦できるわ」

　天衣と冬鹿、二人の美少女に挟まれ、流音はご満悦といった表情。

　天衣もニコニコしながら大好きな姉に寄り添っているが、冬鹿のほうは両手を膝ひざの上に乗せたまま緊きん張ちようした面持ちだ。

　軍司とのバトルがきっかけで、妹好きであることを隠そうともしなくなった流音であったが、最近は冬鹿のことも同じように可愛かわいがるようになった。黒くろ兎うさとのバトルのとき、冬鹿に代だい理りとして戦ってくれるよう頼られたことがよほど嬉うれしかったらしい。

　冬鹿の家は、鎌かま倉くらの名家である美甘家に代々仕えているという話であった。

　そのため、冬鹿も流音に対しては、まるで主従関係があるように節度をもって付き従っていたが……流音としては、そんな彼女のことをずっと妹のように思っていたのだろう。

　ただ、そんな流音の態度の変化に、冬鹿はなかなか慣れないでいるらしい。

　一方、冬鹿とは対照的に、思いっきりリラックスしているのは、前回のバトルからずっとこの部屋に居い候そうろうしている黒兎である。

　大きなふかふかのクッションの上にうつぶせに寝そべり、テレビを見ている。

　それまではオメガコンプレックス本ほん社しや区く画かくにある社長の私宅に住んでいたそうだから、あそこを出ることは軍司も賛成だったが……記き憶おくを取り戻したとしても、世間的には黒兎は月つき浦うら兎と穂ほのままだ。

　兄妹きようだいではなく、幼なじみ。

　しかも、アルタリアリティによって別の記憶を与えられた血のつながらない関係とはいえ、一年以上暮らしてきた両親がいる。

　ところが、軍ぐん司じの知らない間に、黒くろ兎うさは地元の両親たちを説得しており、なんと、トーナメントが終了するまでここに住み着くことの許可をもらったらしい。

　いったいどんな交渉術を駆く使ししたのかと不思議に思ったが、黒兎は「お兄ちゃんは、ウチの両親にも気に入られているから」と、意味ありげな笑みを浮かべるのみであった。

　後日、兎と穂ほの両親から「娘をよろしく頼む」という電話をもらったのだが……あれはいったい、どのような意味があったのか？

　あまり追究すると深みにはまりそうなので、軍司は曖あい昧まいなままにしておいた。

「黒兎、お客さんが来ているんだから、もうちょいマシな格好をしろよ」

　寝そべる黒兎の姿は、Ｔシャツにホットパンツという寝間着と変わりないもの。しかも、そのＴシャツは軍司のタンスから勝手に持ち出したものだ。

　ただでさえ小柄な黒兎なので、ダボダボで襟えり首くびが大きく開いている。

「……まったくだ。いくら兄妹きようだいとは言え、もう少し慎みを持つべきだ」

　冬ふゆ鹿かも咳せき払ばらいをしながら、黒兎をたしなめる。

「え～、別にいいじゃん。前はいつもこんな感じだったし……」

　確かに、いまの黒兎の生活態度は、アルタリアリティと出会う前、三人で兄妹のように暮らしてきたとき、そのままであった。

　そのため、軍司もあまり違和感なく受け入れていたが、やはり他の人から見ればこれはおかしいだろう。













　軍ぐん司じは三人のお客の中で、一番バランスの取れた良識を持っている天あ衣いのほうを、ちらりとうかがい見た。

　すると、こちらの意図に気づいたのか、天衣は困ったような苦笑いを返してくる。

　あの表情──別に気を悪くするほどではないが、ちょっとＮＧといったところか。

　軍司は小さくうなずくと、腰掛けている一人用のソファーから手を伸ばして、黒くろ兎うさの足の裏をつついた。

「おい、黒兎。せめて座って見ろよ」

「ん～、わかった」

　黒兎は起き上がると、四よつん這ばいになって、もそもそと軍司の膝ひざの上によじ登ってきた。

「お、おい……」

「よっこいしょっと」

　そして、そのまま平然と軍司の膝の上に収まった。

　こうしていても重さはほとんど感じない。クッションを二つ、三つ抱えているくらいの感かん覚かくで、なんでこんなに軽いのだろうと驚くほどだ。

　全身を預けるようによっかかってきているので、後ろの髪の毛がすぐ鼻の前にあり、さらさらとくすぐって少しこそばゆい。

　まあ、これも座っていると言えるだろうが、天衣の判定はどうだろうか？

　再び、ちらりと様子をうかがってみるが──

「えっ……？」

　なぜか天衣はぷくっとふくれっ面をしていて、さっきより不ふ機き嫌げんそうだった。

　お客の前で寝そべっているよりは、まだマシだと思うのだが……軍司が不思議に思っていると、黒兎がさらに余計なことを言い出した。

「そうそう、念のため言っておくと、私とお兄ちゃんは兄妹きようだいなのはホントだけど、血のつながりはないからね」

「そ、そうなのか？　それは軍司から聞いていなかったぞ!?」

　冬ふゆ鹿かが驚いた顔をして、身を乗り出す。

「それは、話すとややこしいから……」

　軍司としては、黒兎との関係を隠していたつもりはない。

　ただ、そのことを話すには、必然的に覇は鳥とり総そう造ぞうのことも説明しなければならない。軍司としては、できれば避けたい話題だった。

「軍司さん、それってどういう──」

　だが、冬鹿だけでなく、天衣までも黒兎の発言に食いついてくる。

「いや……だから……」

　軍司が困っていると、そこに流る音ねが助け船を出してくれた。

「ほらほら、二人とも。準じゆん決けつ勝しようのバトルが始まるわよ」

　流る音ねは身を乗り出していた天あ衣いと冬ふゆ鹿かを両手で抱えるようにして、ソファーに引き戻す。

　こうなってしまうと、二人はもう逆らうことはできない。流音に肩を抱かれたまま、大人しくなった。

　軍ぐん司じはホッとしながら、自分もテレビのほうに集中した。

　画面には、栄え楠くすの姿が大写しになっている。準じゆん決けつ勝しようを前にしても、いつものようになんの気負いも感じられない、ほぼ無む表ひよう情じような顔つきだ。

　やがてカメラは対戦相手のレオナールチームを映し出した。

　人気投票第二位枠で出場したチームリーダーのレオナールは、レースゲームのＡＰアルタプレイヤーであると同時に、プロのレーサーでもあった。

　冬鹿のサイドワインダーのように、スキルによってレースマシンを顕けん現げんさせ、自分が乗車してバトルをする。最さい高こう速そく度ど、時速四百㎞にも達するモンスターマシンだ。

　そして、そんなマシンもさることながら、レオナール自身のレーサーならではの動体視力も侮れないものだった。

　超高速のマシンを手足のように操りながら、相手と交差する瞬く合間に勝しよう負ぶを決する。

　それがレオナールの戦いかた。

　今回のバトルフィールドは特区の陸上競技場。そのフラットな地面は、レオナールにとって大いに有利に働くだろう。

　ただ……残酷ではあるが、スタンドを埋め尽くす観客の中で、彼が勝利すると思っている者は数少ないだろう。

　あそこにいる観客のほとんどは「最さい強きよう」と「勇ゆう者しや」の二つの称号を持ちながら、これまでほとんど公の場でバトルすることのなかった六ろく波は羅ら栄楠が、どのような勝ち方をするのか──それを目に焼き付けるため集まっているのだ。

　そして、いよいよバトルのカウントダウンが開始された。




『三・二・一……アルファトーナメント第六回戦。バトルスタート!!』
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　──超高速バトルを身上とするレオナールらしく、勝負は一瞬でついた。




　顕現させたモンスターマシンの最高加速による体当たり攻こう撃げき。

　両りよう者しやが衝突する直前、レオナールのマシンに同どう乗じようするチームメイトのＡＰは、巨きよ大だいな槍やりの武ぶ装そうを顕現させる。

　それはランスと呼ばれる、馬上で使用するための長ちよう大だいな槍。長さは、マシンの全長にも匹ひつ敵てきするほどだ。

　助手席から構えられたランスは、ボンネットを越えて前方へと突き出された。

　これは地上最速の鉄の馬によって繰くり出される、ランスチャージ。

　レオナールチームにとって、このコンボ技こそが最大威い力りよくを誇ほこるとっておきの攻こう撃げきだった。

　そして、勝敗の分け目は、とてもシンプルなもの。

　モンスターマシンと一心同体となったランスのチャージを、栄え楠くすは平然と身体からだで受け止めてしまった。

　レオナールチーム最大の攻撃も、栄楠には通じなかった。




　勝敗を決するには、それだけで十分だった。
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　栄楠チームの勝利が決まってからも、軍ぐん司じたちはずっと無言のままだった。

　やがて、じっとテレビを見つめていた冬ふゆ鹿かが、ぽつりと呟つぶやいた。

「六ろく波は羅ら栄楠は、不死身なのか……」

　レオナールチーム最大の攻撃も、栄楠にダメージを与えた様子はなかった。

　逆に栄楠との正面衝突でクラッシュしたのは、レオナールのマシンのほう。

　動きをとめてしまった彼らに、もはや勝ち目はなかった。

　栄楠が剣を「そうび」することもなく、暁あき奈なの《セブンリースペル》の爆ばく炎えんによってレオナールチームはマシンごと焼かれてしまったのだ。

「……私は、栄楠が高層ビルから落ちたのを、すぐそばで見たことがある。それでもあいつは平気な顔をしていた」

　軍司の膝ひざの上で、黒くろ兎うさがさっきまでとは打って変わった沈んだ口調で語った。

　以前、クロックアップによる超加速を試すため、黒兎が栄楠に挑んだことは、軍司も話に聞いていた。

「栄楠とバトルをしたことのあるＡＰアルタプレイヤーは少ないから、それは貴重な意見ね」

　流る音ねは口元に手を当てて、黒兎の言葉をじっと吟味している。

　軍司たちのために、様々なルートを駆く使しして情報収集をしてくれる流音であったが、いまだ栄楠の強さの秘密を突き止めるにはいたっていなかった。

「もしかして、急速にＨＰヒツトポイントが回復するスキルなのでしょうか？」

　ＡＰやバトルに詳しい天あ衣いが意見を述べると、冬鹿は身を乗り出して言った。

「ならば、回復するよりも早くラッシュ攻撃を仕掛ければいいのでは。フル装備のサイドワインダーならば、スピードでも攻撃の手数でも、栄楠に負けはしません」

　確かに「最さい強きよう」の栄楠も、スピードに関しては並のＡＰと変わりない。

　これまでの数少ないバトルの記録では、相手の攻撃を受けきってから、満を持しての反撃で勝利している。それは余裕の表れかもしれないが、見方を変えれば、相手よりスピードが劣るため、いつも後手になっているということ。

「冬ふゆ鹿かの言うとおり、スピードだけなら栄え楠くすに勝てる。けれど、私のクロックアップをしたラッシュ攻こう撃げきでも、あいつにはあまり効果はなかった。栄楠の強さの秘密は、ＨＰヒツトポイントの自然回復じゃないと思うな」

「ああ、俺も同じ意見だ。栄楠の強さはラッシュで押し切れるというものじゃない」

　黒くろ兎うさの意見に軍ぐん司じも同意だった。

　ラッシュ攻撃ならば、美み優ゆが《フィジカルフィーバー・フィート・ハンドレッド》で百万連コンボを仕掛けたのを、この目で見ている。だが、そんな規格外れの攻撃にも、栄楠はほとんど動じることはなかったのだ。

「破は壊かい力でも、手数でもない……なにか別の突破口を見つけないと駄だ目めということね」

　これまでの意見をまとめた流る音ねの言葉に、再び、みんな沈ちん黙もくしてしまった。

　部屋を覆おおい尽くす重苦しい空気……それは、軍司に栄楠の強さを改めて思い知らしめるものだった。

　勇ゆう敢かんで雄お々おしい冬鹿も。

　理性的で冷静な流音も。

　不敵で明るい黒兎も。

　いつも前向きで、なによりバトルが大好きな天あ衣いでさえ、栄楠の強さを前にして言葉を失い、うつむき、暗い表情をしている。

　世間では、ほとんどの人が栄楠チームの勝利を疑うことなく、今回のレオナールチームのバトルのように、栄楠がどのような勝ち方をするかを期待していることだろう。

　そんな中で、軍司の脳裏に浮かんだのは、なぜかあの忌々しいアルタリアリティ──社長の言葉だった。

　社長は、どちらが勝つか楽しみにしていると言っていた。

　あれは皮肉などではない。

　アルタリアリティの性格を、軍司はよく知っている。

　裏表がなく、お祭り好き。軍司の代わりに、オメガコンプレックスの社長として振る舞っていたときのふざけた態度──あれはアルタリアリティの素の姿であった。

　そんな社長が「楽しみにしている」と言ったら、本当に楽しみにしているのだ。

　これが勝敗のわかりきったバトルならば、あんなことは言わないだろう。

「つまり、俺にも勝ち目はあるということだ……」

　自分でも口に出したつもりはなかったほどの、とても小さな声での呟つぶやきだったが、この静せい寂じやくを打ち砕くには十分であったらしい。

　四人が一斉に顔を上げて、こちらを見た。

　仲間たちの視線を感じながらも、軍司はじっと自分の拳こぶしを見つめていた。

　そして、あの感触を思い出す。

　そのことは、あまりに辛つらい記き憶おくであったため、これまでなるべく思い出さないようにしていた。

　美み優ゆが栄え楠くすによって目の前で無残に殺されたとき。

　軍ぐん司じは二つ目のスキルに覚かく醒せいして、ヴァイオレットリングによって加速させた拳こぶしで、栄楠を殴りつけた。

　あのとき、栄楠は地面に膝ひざをついた。

　軍司の拳を受けて、揺らぎ、あまつさえ跪ひざまずいたのだ。

　あのとき、まだ軍司は栄楠のことをよく知らなかった。

　だが、「最さい強きよう」の称号の意味を身に染みて知ったいまならば、それが普通は考えられないことであるとわかる。

　いまだからこそ、その意味の重じゆう要ようさがわかる。

　そうだ！　軍司の拳は、あの栄楠に通じた。

　なにかが……自分の中にあるなにかが、あの瞬しゆん間かん、栄楠を超えたのだ。

　顔を上げると、仲間たちが軍司の言葉を待っていた。

「…………！」

　軍司はごくりと息を呑のむ。

　この仲間たちと、迷いの中でバトルに挑むのか。

　それとも、顔を上げて栄楠と対たい峙じできるか。

　次の一言が、大きな分かれ道となる気がした。

「俺の拳はやつに届く……」

　プレッシャーのせいでカラカラに渇いた喉のどから、軍司は言葉を絞り出した。

「だから、勝てる……とは言わない。けれど、それに手が届かないわけでもない」

　いま垣かい間ま見みえたのは、ほんの小さな光。

　けれど、目指す先さえ見えていれば、前に進むことは出来る。

　その先になにがあるかはわからない。

　それでもいま軍司は迷うわけにいかない。ようやく見つけたわずかな光明に、仲間たちを導かねば。




「みんなの力を貸してくれ！」




　盛り立てる言葉も、勇ましい演説も、軍司の口からは出てこない。

　伝えたいのは、それだけだったから。

　望のぞむこともそれだけだったから。

　あの栄楠に「拳が届く」──なんの根拠もない軍司の言葉に、四人の仲間は大きくうなずいて応こたえてくれた。

「当たり前だ、覇は鳥とり軍司」

「ずっと一緒だよ。お兄ちゃん」

　同時に返事をしたのは、冬ふゆ鹿かと黒くろ兎うさだった。

「いいわよ。最後まで付き合うわ」

「もちろんです、軍ぐん司じさん」

　流る音ねと天あ衣いも迷いのない返事をしてくれる。

「ありがとう、みんな!!」

　そんな頼りになる仲間たちに、軍司は感激していたが──

　なにか空気がおかしい。

　いまの流れなら、栄え楠くすチームにも臆おくすることなく戦えるという雰囲気になるはずなのに、みんなはまだなにかを待っているような態度だ。

　いったいなにを？

　なにか足りないところがあったのだろうか。

「えーと……本当にありがとう、みんな」

　困り果てて、もう一度言い直してみたりするが、やはり空気は何も変わらない。

　いや、それどころか四人はチラチラと顔を見合わせて、なにか互いに牽けん制せいをしているようにも見える。

「ど、どうかしたのか？」

　このピリピリした空気に耐えきれなくなった軍司は、もう格好をつけるのはやめて素す直なおに尋ねた。

「『どうした』ではないだろう！」

「そうだよ、お兄ちゃん！」

　またも、真っ先に応こたえたのは、冬鹿と黒兎であった。

　二人とも露ろ骨こつに不ふ満まんそうな顔でこちらをにらんでいる。

「まさか、まだ決まっていないというんじゃないでしょうね？」

　ゆっくりと腕組みをしながら、流音が問いかける。

「決める……なにを？」

「あきれた。決める以前の問題じゃないの」

　ため息をつく流音の隣で、天衣は少し言いよどみながら、怖々と尋ねてきた。

「……軍司さん、私たちが知りたいのは、誰と一緒に決勝戦に挑むつもりなのかです」




「あっ…………」




　思わず軍司から漏れた間抜けな声に、四人の表情が険しくなった。

「『あっ……』じゃない！　まさか貴様、決めるどころか、考えてもいなかったのか!?」

　中でも一番怖い顔をしているのは冬鹿だった。

　ソファーから勢いよく立ち上がり、軍司に詰め寄ってきた。

「いやっ、もちろん考えている。考えてはいたんだ！」

「ほう……だったら、その考えを聞かせてもらおうか？」

　冬ふゆ鹿かに冷ややかな目で見下ろされ、軍ぐん司じはソファーに釘くぎ付づけになった。

　黒くろ兎うさはそんな軍司の膝ひざの上に座ったまま、むすっとした顔で首だけをこちらに向けている。

「冬鹿は、チームで唯一の飛行能力の持ち主。フィールドに影響されない、《サイドワインダー》は重じゆう要ようだ！」

「よくわかってるじゃないか」

「そして、黒兎はチームで唯一の純じゆん粋すいなアタッカー。その攻こう撃げき力とタフさは、前衛には欠かせない！」

「だよね～！」

　軍司の言葉に、黒兎は嬉うれしそうに頭をすり寄せる。

「理事長の《ザ・メイアー》の応おう用よう性せいは世界レベル。それに、その知識と経験はチームに安心感を与えてくれる」

「年の功とは言わないでね」

　流る音ねもまんざらではない顔だ。

「天あ衣いの回復スキルは──」

「ちょっと待ってください、軍司さん。それはいいですから、いったい誰を決勝戦のチームメイトに選ぶんですか!?」

　珍しく天衣が軍司の言葉を遮さえぎって、真剣な表情で言った。

「だから、それは……」

「それは……？」

「俺には、みんなの中から二人だけなんて、とても選べない！」

「そんな駄だ目め男みたいな答えがあるかぁ!!」

　冬鹿の手しゆ刀とうによる突っ込みが、軍司のおでこに炸さく裂れつした。

　その威い力りよくに軍司は大きくのけぞり、ソファーごと仰あお向むけに倒たおれてしまう。

「イテテ…………」

「そんなこと言って、お兄ちゃん。ホントは、私のことはもう選んでくれてるんでしょう？」

　一緒に倒れた黒兎は、軍司の上に乗っかったまま、顔を胸に寄せて甘い声で問いかける。

「こっ、こらっ！　ぬけがけをするな。それに、いくら妹でも近すぎる!!」

「だ～か～ら～、妹だけど、血はつながってないって言ってるでしょう」

「なおさら悪い！」

　冬鹿が黒兎の両足を引っ張って、強引に引きはがそうとした。

「やきもちはみっともないよ。むっつりサムライ！」

「誰がむっつりだ！」

　黒兎は意地でも離れまいと、軍司の身体からだにしがみついている。

　冬ふゆ鹿かに逆さに引っ張られると、ダボダボのＴシャツがめくれてきて、かなりきわどいことになっていた。

「危ない！　見える、見える！」

　軍ぐん司じが、丸出しになった黒くろ兎うさのおなかとへそから目が離せないままでいると──




　ガスッ！　ガスッ！




　二度、鈍い音がした。

「る、流る音ね様……！」

　見上げると冬鹿が頭を押さえて涙目になっていた。

　その後ろには、流音が拳こぶしを握にぎって怖い顔をして立っている。

「いい加減にしなさい、冬鹿」

「はっ、はい、すみません。私としたことが……」

「いった[image: ][image: ][image: ]！」

　しがみついていた黒兎も軍司から手を離して、頭を押さえている。こちらもげんこつをくらったのか……しかし、いったい誰に？

　流音は、冬鹿の後ろにいる。

　となると──

　軍司はいつの間にか近くに立っていた天あ衣いに気づく。

　いや、まさか。あの優しい天衣に限って。

　軍司がちらりと見ると、天衣は真っ赤になって取り乱した。

「あっ、その……違うんです！」

　そんな軍司と天衣の間に、冬鹿を叱しかりつけた流音が割って入ってきた。

「覇は鳥とり軍司、あなたもあなたです。『誰かなんて選べない』なんて、恋愛ゲームの駄だ目めなハーレムエンドみたいな態度が許されるわけないでしょう！」

「理事長、恋愛ゲームなんてするんですか？」

「あれもシミュレーションゲームですから、私の守しゆ備び範はん囲い……って、そんなことはどうでもいいのです！」

「は、はい……」

「決勝戦まで、まだ日はありますが、そうだとしても早めにチームメンバーを決めて、コンビネーションなど作さく戦せんを練らねばならないことはわかっているはず」

　流音の言葉はすべてが正論で、軍司は一言も言い返せなかった。

　ただ、軍司だってふざけているわけでも、怠けていたわけでもなく、真面目まじめに誰をチームに選ぶか悩んでいた。

　さっきの言葉通り、軍司の仲間はみんなそれぞれに優れたスキルの持ち主。

　軍司にはないものを埋めてくれる。

　だが、ＡＰアルタプレイヤーのスキルは数すう値ち化できるようなものではない。いったい誰を選ぶのが最善なのか、明めい確かくな指針などあるわけなく、情けない話だが本気で決められないでいたのだ。

「まあ、あなたが悩むのもわかります。あなた一人で考えていても、なかなか決められないでしょう」

「すみません」

「……だったら、提案があるのだけど。私たちでバトルをして、勝ち残った者がメンバーというのはどうかしら？」

「うわっ、それいいね！」

　流る音ねの提案を受けて、黒くろ兎うさはぴょんと勢いよく立ち上がった。

「けど、流音に勝ち目あるの？」

「小こ兎うさぎちゃん、鉄てつ骨こつで閉じ込めて、コンクリート漬けにしてあげましょうか」

　いきなり火花を散らす二人であったが、残りの二人は黒兎とは違う。

「流音様、そんな乱らん暴ぼうな……」

「お姉様、本気なのですか？」

　冬ふゆ鹿かと天あ衣いは戸惑った顔で、流音と軍ぐん司じを交互に見た。

「……理事長が、本気でそんなこと言うわけないだろ」

　軍司はそんな二人に応こたえるようにゆっくりと立ち上がると、テンションの上がっている黒兎の頭にポンと手を置く。

「おまえも本気にするなよ」

「え～っ、どういうこと？　みんなでバトルロイヤルしたほうがわかりやすくていいと思うけどぉ」

「理事長は、俺を焦あせらせようと、あんなことを言っただけだよ」

　そう言って流音の顔をうかがい見ると、思った通り、口の端を上げて小さく笑っていた。

「見抜かれてた？　さっきまで情けない顔をしていたくせに、こういうときには可愛かわいげがないのね」

　流音は、いつまでも迷っている軍司に発はつ破ぱをかけようとしたのだろう。

「でも、俺一人でいくら考えても答えは出ないというのには同意します」

「じゃあ、どうするというの？」

　流音は逃げ場を塞ふさぐように、間を置かずに問いかける。

　他の三人も口には出さないものの、同じことを思っているだろう。

　四人の仲間に見つめられながら、軍司はダラダラと汗を垂らすのみ。

　それを見かねてか、流音は両手を腰に当てて、まるで教師が生徒に罰ばつ当とう番ばんを命じるように告げた。




「そうだ、覇は鳥とり軍司。あなた、みんなとデートしなさい」






　　　　STAGE:3

　　　　「デートタイム」









　美み甘かも天あ衣いは悩んでいた。




　昨日、軍ぐん司じと姉の流る音ねがデートをしていたという。

　いったい、どんな感じだったのか？

　天衣はしつこいくらいに何度も流音に尋ねたのに、なぜかひとつも教えてくれない。姉があんな意い地じ悪わるをするなんて初めてのことだった。

「もしかして、私には話せないことが……いいえ、いいえっ、そんなお姉様に限って……」

　ぷるぷると首を振る。

　けれど、どうして流音は、いきなりデートなんて言い出したのか。

　しかも、四人の仲間、それぞれ一人ずつとだなんて。

「そりゃあ……二人きりじゃなかったらデートにならないと思うけど」

　自分で口にして、改めて「二人きり」という意味に天衣は赤面した。

　そう言えば、最近、軍司と二人きりになる機会は少ない。

　会うとなれば、たいていトーナメントに関係したことで、チームのみんなと一緒となってしまう。もちろん、トーナメントは大事だし、いま自分が参戦できていることすら夢のようなことだ。毎日がこの上なく充実している。

　ただ、それでもどこかほんのちょっとだけ物足りなく感じるときもある。

　二人きりと言えば、以前、流音と冬ふゆ鹿かを相手に、軍司と二人だけのチームでバトルをしたことを思い出す。

　最終局面で、軍司が肩を抱きかかえて、支えてくれたときのこと。

　これからの決勝戦のことを考えるより、そのことを思い出すほうがドキドキするのは、どうしてだろうか？

　天衣は胸を押さえながら、鎌かま倉くら駅前で軍司を待ち続ける。

　といっても、天衣がこの待ち合わせ場所に到着したのは、約束の時間の三十分以上も前のこと。ここに来てから十五分しかたっていないので、軍司が来るのはまだまだ先のことのはず。

　それまでに、心の準備をしておかないと──

「あれっ、もう来てたの？」

「はわっ!?」

　いきなり後ろから声をかけられて、天衣は飛び上がるほど驚いてしまった。

「ずいぶん待ってた？　でも、約束の時間はまだだったよね？」

「い、いえ、その準備が……」

「準備？」

「な、なんでもありません。大丈夫ですから」

　なんとか自分を落ち着かせた天あ衣いは、今日の軍ぐん司じが私服姿であることに気づく。

　濃いグレーのロングＴシャツに、やや明るいブラウンの細身のパンツというシンプルなスタイル。これはちょっと新鮮だった。

　もちろん、天衣のほうも制服ではなく、昨日の晩、迷いに迷って選んだ私服姿だった。

　明るいブルーの春物ワンピース。スカートは長めだけど軽い素材で、歩くと裾すそがふわっと動くところが天衣のお気に入りだった。靴は勇気を出してかかとが高め。

　おかげで、いつもよりも軍司の顔が近く感じられた。

　心情的にも、私服で一緒にいるだけで、なんだか二人の距離が近づいた気がする。

　天衣はそれが嬉うれしくもあり、照れくさくもあった。

「天衣、なんか顔が赤いぞ？」

「だ、大丈夫ですから!!」

　これではとても普ふ段だんのように軍司と話なんてできない……なんてことは、昨晩の妄想という名のシミュレーションによって予想していた。

　そして、ちゃんと天衣はそのときのための秘ひ策さくも用意してきていたのだった。













「ならいいんだけど……天あ衣いはどこか行きたいところある？」

　このデートの話は急に決まったことなので、予定はなにも決まっていない。

　いまが秘ひ策さくを実行するチャンスだった。

「でしたら、これをやりましょう！」

　軍ぐん司じの前に差し出したのは、おなじみのＰＤＳ。画面には『ワイルドハンター』のタイトルが表示されている。

「えっ、『ワイハン』やるの？」

「軍司さんも『ワイハン』を遊んでいたんですよね？」

　軍司の《マテリアライズ》は『ワイハン』由来のスキルなのだから、それは聞くまでもない。しかも、『ワイハン』のＡＰアルタプレイヤーになるくらいなのだから、かなりこのゲームをやりこんでいるはずだった。

『ワイルドハンター』の協きよう力りよくプレイをしていれば、二人きりで間が持たなくなることなんてない。なんて素晴らしいコミュニケーションツールだろうか。

　これこそ、天衣が今度のデートを成功させるために考えた秘策だった。

「まあ……前はかなりやっていたけど」

　ところが、天衣の期待に反して、軍司の反応はなんだかイマイチだった。

「お好きじゃなかったですか？」

「いや、好きだったけど、前のキャラのデータをなくしちゃってさ……」

「だったら、クエストとか素材集め、お手伝いしますよ！」

「ごめん。それに、俺のＰＤＳには『ワイハン』は入ってないんだ」

「そ、そうでしたか……」

　ソフトがインストールされていないのでは、さすがに協力プレイはできない。

　完かん璧ぺきな計画だと思っていたが、これではあきらめるしかなかった。

　けれど、そうしたら、どのように軍司にデートを楽しんでもらえば良いのだろうか？

　そう思った途と端たん、自分が軍司のことをほとんど知らないことに気づかされる。

　なにしろ私服姿でさえ、新鮮に思えるほどなのだ。

　急に天衣は怖くなってきた。

　もしも、軍司が退たい屈くつをして、自分のことを嫌いになったらどうしようか。

　そんなことを思うと、不安で声も出なくなる。

　すると、そんな天衣に軍司は優しい声で話しかけてくれた。

「俺はもっと天衣といろいろな話をしたいな」

　まるでお願いごとをするような、そんな口調。

　これからどうするか決められないでいる天衣を気き遣づかってくれたのだろうか。




「はい……では、お話ししましょうか」




　場を盛り上げて、相手を楽しませる会話なんて、天あ衣いにはできない。

　だから、いま自分が軍ぐん司じと一緒にいて感じていること。

　楽しいと思っていること。それだけを伝えようとした。

　どんな話をするのかなんて気にしなくてもいい。

　自分を飾る必ひつ要ようなんてない。

　誤ご魔ま化かす必要もない。

　ただ、想おもいが伝わるように──

　そうしたら、なんだか自然に会話することができた。

　わかってしまったら、こんな簡単なことだった。

　天衣は最後に二人きりで話したことを、また思い出していた。

　あのとき、オメガパークの医務室で、天衣は軍司に尋ねたのだった。

　想いの力がＡＰアルタプレイヤーの強さとなる。

　だとしたら、どうして軍司はそんなに強いのか？

　その想いはどこから来るものなのか？

　天衣は軍司の目を見つめて問いかける。

「軍司さんの想いは、美み優ゆさんに向けられたものだったんですね」

　準じゆん決けつ勝しようの前、軍司はずっと抱えてきた秘密を自分たちに教えてくれた。

　栄え楠くすに殺された美優をアルタリアリティで甦よみがえらせること。

　それが軍司がアルファトーナメントに参戦した最大の理由。

「そうだ……昔の俺はずっと美優と一緒にいた。過去がアルタリアリティに改かい変へんされてしまっても、心のどこかにその想いが強く残っていたんだ」

　詳しくは教えてもらっていないが、準決勝のあと、黒くろ兎うさによって軍司は記き憶おくを取り戻したという。

　軍司と美優、そして黒兎は血のつながらない兄妹きようだいとしてずっと一緒に暮らしていたらしい。その絆きずなへの想いが、軍司の強さの根こん源げんだったのだ。

　流る音ねというかけがえのない姉と、冬ふゆ鹿かという生まれてからずっと一緒だった親友──もしも、そんな二人を失ったとしたら。

　考えるだけで、胸が締め付けられそうだった。

　だからこそわかるのだ。

「私には軍司さんのような強い想いがありません」

「天衣……？」

　とうとう本音を言ってしまった。

　軍司のために戦いたいのは、揺らぎのない気持ちだ。

　ただ、その気持ちの強さは目に見えるものではなく、誰にも測れない。

　だからこそきっと、軍司も決勝戦のチームメイトの選せん抜ばつに悩んでいるのだろう。

　姉である流音に、自分を認めてもらいたい──すでに、天衣の望のぞみは叶かなっている。

　そのことは嬉うれしいが、そのせいで、いま自分の想おもいがどこにあるのか天あ衣いはわからないでいる。

　軍ぐん司じの想いを知ってしまったいま、それを貫くためのチームメイトとして自分が相応ふさわしいかどうかもわからない。それが不安でならなかった。

　だから、正直にいまの気持ちを伝えて、軍司が自分を仲間にするのかを決めてもらいたかった。

　身を固くして待つ天衣に、軍司は真剣な口調で語り始めた。




「天衣は……俺のこと、どう思ってる？」





　　　　　◆◇◆






　斗と波なみ冬ふゆ鹿かは悩んでいた。




　ここは冬鹿が行きつけにしている、鎌かま倉くら駅前の喫茶店。

　いつもならば名物の分厚いホットケーキを頼むところだが、今日は我慢してコーヒーだけにしている。

　別に、軍司に大食いだと思われたくないからとか、そういうわけではないのだが、とにかく今日はコーヒーだけの日なのだ。

　しかも、ホットケーキがないおかげで広く使えるテーブルには、栄え楠くすチームの資料が広げられる。繰くり返すようだが、そんな理由もあってホットケーキは頼まなかったのだ。

「バトルに勝利するには、栄楠はもちろんのことだが、六ろく波は羅ら兄弟きようだいの暁あき奈な、そして九く喜きのこともしっかり対策をしないといけないな」

　冬鹿は資料に添付された、二人の写真に指を置く。

　そうだ。今日ここにいるのは、バトルの打ち合わせしているだけ。

　断じてデートなどではない。

「冬鹿、なんで今日は制服なんだ？」

　それなのに、軍司はいきなり打ち合わせから脱線したことを言ってくる。

「なにか文句はあるのか!?」

「いや、せっかくだから私服を見たかったな……って」

「なっ、なにをふざけたことを!?」

「でも、一応、これってデートなんだし……」

「馬ば鹿かを言うな。流る音ね様のことはともかく、これはデートではない。今度のバトルの打ち合わせをしているだけだ！」

「……まあ、冬鹿がそういうの嫌いだっていうのならしかたないけど」

「い、いや……いまはそんなことをしている暇ひまはないということだ。それはおまえだってわかっているだろう！」

　冬ふゆ鹿かだって軍ぐん司じが私服なのに、自分が制服であることには、いまさら少しだけ後悔している。

「けれど、冬鹿の言うとおり、暁あき奈なの《セブンリースペル》はやっかいなスキルだよな」

　軍司は、冬鹿の用意した資料に目を落とした。

　空気がふわふわしたものから、いつもの打ち合わせのときと同じものに変化したのを感じて、冬鹿はようやく一息つくことができた。

　打ち合わせならば、軍司と二人きりでいても別に問題はない。

　冬鹿は自分を強引に納得させ、この状じよう況きようについて悩むのをやめることにする。

　すると、ずっと胸につっかえていたものもすっと消えたようで、やっと会話も自然にできるようになった。デートと思わねば、軍司と二人きりでも平気なのだ。

「暁奈のスキルは、ファンタジーＲＰＧのような七種類の呪文スペルを使用できるものだ。とにかく汎はん用よう性せいが高く、対応も難しい」

「でも、栄え楠くすに比べて暁奈は目立ちたがり屋だから、スキルを使っている映像はたくさんあるのは有り難いな」

　六ろく波は羅ら兄弟きようだいによる中東での勇ゆう者しや活動の記録映像によると、暁奈は呪文によって、アジトに立て籠こもるテロリストをまとめて眠らせたり、戦闘車両の機動力を低下させてガラクタ同然にしてしまうなど、そのスキルの効果は様々だ。

「わかっているだけでも、暁奈はテレポート、爆ばく炎えん、能力低下、眠りの呪文を使い分けることができる。といっても、こちらがＡＰアルタプレイヤーであった場合、その呪文に抵抗することが可か能のうで、必ず効果が発揮されるわけではない」

　眠りの呪文をかけられたからといって、すべてのＡＰが無力化されるわけではない。強い意い志しを持つＡＰであれば、十分に抵抗は可能だ。

　そうでなければ、これまでのトーナメントはすべて暁奈の《セブンリースペル》だけで勝しよう負ぶがついていただろう。

「だから、暁奈もバトルでは限られた呪文しか使わないよな」

「バトルで暁奈が得意としているのは、爆炎の呪文だな。単純な攻こう撃げき呪文だが、それだけに使い勝手も良いのだろう」

「ただ、暁奈の爆炎は狙ねらいが甘い。前に一度、あの攻撃をくらいそうになったからわかるけど、いまの俺ならスピードで十分に対応できる」

「頼もしいことを言うじゃないか」

「特区に来てから、冬鹿には体術をみっちり仕込まれたからな」

「あ、あのくらい当たり前のことだ」

　軍司にじっと見つめられると、なぜか声が上ずってしまう。

「おかげでヴァイオレットリングの加速にもずいぶん慣れてきたよ」

「それは認めよう。おまえはよく頑張っている」

「だけど、能力低下の呪文スペルも侮れないな」

「確かに……あれは眠りの呪文とは違って、ＡＰアルタプレイヤーにも程度の差はあれ効果を発揮する。これを暁あき奈なに唱えられたら、こちらの身体能力は半減すると考えていいだろう」

「さすがは栄え楠くすチームの一員だけあるな」

「その通り。暁奈ひとりをとっても、かなりの強敵だ」

　ついついネガティブなことばかりを語ってしまったが、それでも軍ぐん司じの顔には自信のようなものが見て取れた。

　強がりでも、うぬぼれでもなく、意い志しを貫こうとする者の目。

　冬ふゆ鹿かは思わずその目に魅入ってしまう。

　確かに、軍司には自信を持って良いだけの理由がある。

　天あ衣いに馴なれ馴なれしいので、時に冬鹿が意い地じ悪わるをしてハードワークな特とつ訓くんスケジュールを組んでも、軍司は音を上げることなくついてきていた。

　もちろん、ＡＰとしての能力もあるのだろうが、それ以上に軍司を強くしたのは、きっと「想おもい」の力なのだろう。その成長には冬鹿も目を見張るものがあり、改かい変へんタイプのＡＰでありながら、強化タイプにも匹ひつ敵てきするほどの身体能力を得ている。

　最初、学園に乱入をして騒ぎを起こしていたときとは、ずいぶん軍司への印象が変わってしまった。

　もしも、軍司との最初の出会いがあんなふうではなく、別の形だったら？

　またはもっと以前から知り合っていれば、この関係は全然違っていたのでは？

　いまの軍司を見ていると、冬鹿はそんなことを考えることも──

「いやいやっ、考えてない！」

　冬鹿は暴走する自分の妄想に、思わず大声を上げてしまった。

「ええっ、ちゃんと考えてるぞ？」

　目の前で軍司がきょとんとした顔をしている。

「考えてる？　考えているってなにをだ!?」

　混こん乱らんする冬鹿に、軍司はテーブルの資料を指さしながら答えた。

「冬鹿が本当に問題としているのは、暁奈じゃなく、次男の九く喜きなんだろ」

　指さした先の資料には、ぼうっとした顔の色白の少年の写真があった。

　目つきはぼんやりとしており、髪の色素が薄くて赤っぽい色をしている。見るからに貧弱そうな姿だ。

「……そ、そうだ、その通り。いまは私たちのことなんかではなく、九喜のことを考えなければいけないんだ」

　この場を取り繕いながら、冬鹿はあわてて六ろく波は羅ら兄弟きようだいの次男、九喜の資料をテーブルに広げる。

　といっても、栄楠や暁奈に比べて、その量は極きよく端たんに少ない。

　しかも、バトルの資料はゼロといっても良いほど。

　六ろく波は羅ら九く喜き──栄え楠くすチームの中でも、彼は謎なぞ多おおきＡＰアルタプレイヤーだった。

　トーナメントを扱うマスコミでは「栄楠チームの秘密兵器」と称されることが多いが、口の悪いネット上では「三兄弟きようだいの役立たず」という評価が占めている。

　なぜなら、これまで九喜はアルファトーナメントどころか、中東での勇ゆう者しや活動においても戦いに参加したことがない。

　公式のバトルでは、九喜は主戦場から離れて、無気力に立ち尽くすだけであり、それはまるでただ数合わせのためにいるだけといったようだ。

「六波羅兄弟のスキルの由来になった『ドラクエⅡ』だと、次男の勇者は魔法戦士って役割なんだけどな」

「私も調べてみたが、次男のキャラクターは中途半端な能力らしいな」

「そうだな。剣も魔法も使えるけど、どちらも決め手がないっていう感じだ。これって『ドラクエⅡ』をプレイした人なら、誰でも感じることらしいよ。その印象が、世間が九喜を低評価する原因でもあるんだろうな」

「だが、九喜だって、あの六波羅兄弟の一人だ。もしかすると、とんでもない実力を隠しているのかもしれない」

　これまでの実績がないからといって、相手を見くびるほど冬ふゆ鹿かは愚かではない。

　それに九喜がＡＰであることは間違いない。ならば、必ずなにかしらのスキルを持っているはずなのだ。どんなスキルだろうと、相性次し第だいではこちらの脅威となるだろう。

「そうだな……でも、九喜のことを相談するのなら、みんながいるときで良かったんじゃないのか？」

「わっ、私はいまこの話をしたかったんだ！」

　そんなことはわかっている。

　けれど、バトル以外のことで、冬鹿は軍ぐん司じとなにを話せば良いのかわからない。

　いまのところ、冬鹿と軍司の共通点は同じチームであること以外にないのだから。

「けど、俺には、冬鹿と二人きりでしか話せないことがあるんだけど」

「にゃ、にゃに[image: ][image: ][image: ]!?」

　思わず声が裏返ってしまい、冬鹿は口を押さえた。

「にゃにゃ……って、どうした？」

　不思議そうにしている軍司からあわてて顔をそらして、冬鹿は近くにいたウェイトレスに声をかける。

「すみません、ホットケーキ大至急！　シロップ、多めで！」

「どうしたんだ、急に？」

「な……なんだか頭がうまく回らない。急いで、糖分を補充しないと」

　なんだか本当に頭がクラクラしてきた。熱でもあるのではないだろうか？

「だったら、ホットケーキがくるまで話は待つけど……」

「いや、待たなくてもいいぞ！　なんなんだ、その……話というのは……？」













　すると、軍ぐん司じは真剣な顔をして、また冬ふゆ鹿かのほうを見た。

　そして、ゆっくりと言葉を選ぶように、今日、二人で会った本当の理由について語り出した。





　　　　　◆◇◆






　月つき浦うら兎と穂ほ、またの名を覇は鳥とり黒くろ兎うさは悩んでいた。




「わからない……どうしてもわからない」

「どこがわからないんだ」

「こんなことをして、なんの役に立つのかがどうしてもわからない」

「わからなくてもいいから、この数を素数に分解するんだよ」

　素因数分解──そんなこと言われても、黒兎にはまったく意味がわからない。

「わからない……素数がわからない」

「だから、素数ってのは１と自分以外の数では割り切れない数のことだってば」

「そうじゃなくて……素数がなんの役に立つのかがどうしてもわからない」

「おまえ、さっきから思考がループしているぞ」

「きっと、頭が熱ねつ暴ぼう走そうしているんだと思う……少し休ませないと駄だ目めになる」

　そう言って、黒くろ兎うさはシャープペンを放ほうりだすと、パタンと仰あお向むけに倒たおれた。

　軍ぐん司じの部屋のフカフカの絨じゆう毯たんの感触が心地よい。

　このまま目をつぶって昼寝したい。

　いや、あと、毛布が欲しいかも。もちろん枕まくらも。

　でも、面倒だからこのままで……

「ひゃん!?」

　脇腹の刺し激げきに黒兎は飛び起きる。

　そのはずみで膝ひざをテーブルにぶつけてしまった。

「脇腹をつっつくのはやめてよ！」

　ここが急所であることは、黒兎の最高機密。

　軍司と美み優ゆしか知らないこと。

　そんな軍司が記き憶おくを取り戻したせいで、よけいなことまで知られてしまった。

「寝るのは、ちゃんと課題をすませてからだ。でないと、おまえのおばさんに申し訳がたたないだろう」

「う[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　うなり声を上げて威嚇しても、軍司はちっとも気にしていない。

「いいから、さっさと自然数を素数に分解する作業に戻れ」

　まるで奴隷に仕事をさせる上官のような口ぶりだ。













「こんなのちっともデートじゃないよ」

「男女が二人きりでいるんだから、広い意味でこれもデートだろう」

「天あ衣いともこんなデートだったの？」

「いや……天衣とは、ほとんど待ち合わせ場所の駅前で話をしていたな」

「じゃあ、冬ふゆ鹿かとは!?」

「冬鹿とは喫茶店で──」

「ねえ、冬鹿はどんな服を着てた？」

「制服だったよ」

「そうなんだ。冬鹿、私に私服を借りに来たんだけど」

「冬鹿が？　おまえに？」

「女の子らしい服を持ってないからって」

「けど……借りるなら、天衣に頼むのが先じゃないのか？」

「それは、天衣の服だと絶対にサイズの合わない部分があるからよ」

　なにもわかっていない軍ぐん司じに対して、黒くろ兎うさは胸に手を当ててみせる。

「ああ、なるほどね」

「なんですぐに納得したような顔をするのよ！　私は冬鹿より一歳年下なんだからね。まだまだ成長過程なんだからね」

「けど、おまえのじゃあ、ちょっと背丈が小さいんじゃないのか？」

「冬鹿にとっては、背よりも胸のほうが大きな問題だってことでしょ。それでも、少しは着られそうなのもあったんだけど、冬鹿はスカートが短すぎるって気に入らなかったみたい」

「ふ～ん、なんか冬鹿のそういう服も見てみたかったけど──」

「ちょっ、お兄ちゃん！　そういうのよくないんじゃない？　いまは私とデートの最中でしょ!?」

　テーブルをバンバンと叩たたいて抗議する黒兎に対して、軍司は冷ややかに大量の課題を目の前に積み上げた。

　それは中学を長期欠席する黒兎のために、先生が用意してくれた課題だ。

「本当のデートをしたいのなら、まずはこれを片付けないとな」

「やっぱり、これはデートじゃないんだ！」

「こんなものを隠していた、おまえが悪いんだろう」

「トーナメントが終わったら、まとめてやるつもりだったのに……」

「嘘うそつけ。たくっ……ひとつも手をつけてないじゃないか」

　軍司はブツブツ呟つぶやきながら、白紙の課題をパラパラとめくっている。

　それはとても一日で片付けられる量ではない。このままではせっかくのデートが、素数を分解する作業だけで終わってしまいそう。

「だいたい、お兄ちゃんの教え方が悪いんだよ。美み優ゆだったら、もっとわかりやすく教えてくれた──！」

　いまの言葉に他意はなかった。

　つい昔のような気持ちになって、口に出てしまっただけ。

　だが、すぐに黒くろ兎うさは自分の言ったことに後悔した。

「そうだな……あいつは数学が得意だったからな」

　軍ぐん司じは沈んだ声で答える。

　その態度の急な変化が、黒兎には余計堪こたえる。

　そして、軍司の気持ちは、黒兎にも痛いほどわかった。

「やっぱり、美み優ゆがいないと嫌だよ。三人揃そろわないと、嫌だよ……」

　黒兎はアルタリアリティに、美優を甦よみがえらせることではなく、軍司の記き憶おくを取り戻させることを選んだ。

　それは決して美優が大事じゃないからではない。

　勝つための選択だった。

　栄え楠くすは軍司との戦いを望のぞんでいる。

　その戦いがどうしても避けられないものなら、軍司には記憶と共に取り戻してもらいたいものがあったのだ。

　それは、ＡＰアルタプレイヤーを生み出した張本人である軍司の持つ《マテリアライズ》の本当の力。

　最さい強きようのＡＰは栄楠ではない。

　無敵のスキル《マテリアライズ》を持つ覇は鳥とり軍司こそが、最強のＡＰであるはずなのだ。

　それは記憶を取り戻した軍司にだってわかっているはず。

　だというのに、軍司は栄楠との戦いに迷っている。

　それが意味することは──

「お兄ちゃんの《マテリアライズ》は弱くなってる……まだ、昔のような力は戻っていないの？」

「ああ、いまの《マテリアライズ》は、以前のものとは少し違う」

「記憶は取り戻したんだから、本当の使い方も思い出せたんじゃないの？」

「すべて思い出したよ。けれど、俺は昔の自分に戻ったわけじゃない。おまえが、黒兎であると同時に、兎と穂ほでもあるように……いまここにいる俺も、以前とは違う人間なんだ」

　軍司がＡＰの原則を無む視しして、二つのスキルを持っている理由。

　それは軍司の中に、二人の人間がいるからだ。

　オメガコンプレックスの社長だったときに手に入れた《マテリアライズ》。

　そして、すべてを忘れて再び特区にやってきたとき、新たに得た《フィールドコントロール》というスキル。

　けれど、そのせいで《マテリアライズ》の能力が変質してしまっていたというのなら、なんのために自分は美優を後回しにしてまで、軍司の記憶を戻したのか。

「もしかして、私は取り返しのつかない間違いをしちゃったの……？」

　黒くろ兎うさはうつむき、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。

「それは違う。おまえがアルタリアリティに望のぞむとき言ったように、俺は過去を思い出すことで、ずっと強い覚悟と想おもいを得ることができた。それはＡＰアルタプレイヤーにとって一番大切な武器だろう？」

「けど、《マテリアライズ》が元に戻らなきゃ……」

「いや、俺はいまの《マテリアライズ》のほうがいい。信頼する仲間からスキルを……想いを託してもらう。それこそが最さい強きようのスキルだよ」

「お兄ちゃん……」

　軍ぐん司じの言葉に偽りはない。

　黒兎を励はげますために強がっているのではなく、本心から言っていることは、長い付き合いである自分にはよくわかる。

　この気持ちは、兎と穂ほのときには味わえなかったこと。

　黒兎に戻ったからこそ感じられること。

　ただ、過去のことはあまり思い出したくない。

　どうしても父親のことを思い出してしまうから。

　けれど、あの白い家で軍司と美み優ゆと三人で暮らしていたことは、やはりかけがえのない思い出だった。

　いや、思い出なんかにはしない。

　美優を取り戻す。

　その想いは軍司と同じだ。

　すると、いつの間にか軍司が顔を下げて、こちらの目をのぞきこむようにしていた。

「ど、どうしたの、お兄ちゃん!?」

　このときの軍司は、黒兎がこれまで見たことのない表情をしていた。

　不意に胸が高鳴り、そのあとぎゅっと締め付けられるような気分になる。

　舌がこわばって、言葉も出ない。

　そんな黒兎に、軍司は真剣な面持ちで尋ねてきた。





　　　　　◆◇◆






　美み甘かも流る音ねは悩んでいなかった。

　答えは、もう出ていたから。




　天あ衣いや冬ふゆ鹿か、黒兎たちに先んじて、覇は鳥とり軍司とデートという名目で二人きりで会ったとき、流音は軍司にひとつの提案をした。

　想いの強さが、ＡＰの強さとなる。

　それは常々、軍司が口にしていた言葉。

　ならば、一番想おもいの強い仲間を、決勝戦のチームメンバーに選ぶのが道理のはず。

　もちろん、想いなんて曖あい昧まいなものを測ることはできない。

　だからこそ、軍ぐん司じにそれぞれの仲間とデートをするよう提案したのだった。

　日が傾き、学園の理事長室に影が長く伸びる。

　ただ、流る音ねは明かりをつけようとはせず、部屋を薄暗いままにしている。

　約束の時間ぴったりになって、理事長室の扉が叩たたかれた。

「どうぞ、入って」

　執しつ務む机づくえの椅い子すから身じろぎもせず、流音は入るように告げる。

「失礼します、理事長」

　やってきたのは制服姿の覇は鳥とり軍司だった。

　やけに他人行ぎよう儀ぎで、神妙な面持ち。

「いまになって気が引けているのかしら？」

　そんな軍司の顔を見て、流音は意い地じ悪わるな問いかけをする。

「当たり前です。あんなみんなを騙だますようなことをして」

「それは私を責めているの？」

「いいえ、こんなふうになるまでチームメンバーを決められなかった俺が悪いんです」

「そうね。決勝戦はもうすぐ。迷っている時間はなかった」

　チームメンバーとスキルの組み合わせによって、バトルの戦術は変わってくる。

　これでも遅すぎるくらいだ。

「はい、だから、理事長には感かん謝しやをしています」

　深々と頭を下げる軍司の姿をあえて見ようとはせず、流音は机の上の書類に目を落とす。

　といっても、それはさして重じゆう要ようではない学園の経理報告書であったが。

「あなたのデートの様子は、こちらで確認させてもらったわ」

「それで、理事長の言っていたＡＰアルタプレイヤーは、その……『好こう感かん度ど』ってやつを測れたのでしょうか？　少しも見られている気け配はいを感じませんでしたが」

「大丈夫、あちらはプロよ。どんなところからでも、あなたのデートを見張っているの」

「けど、俺の《フィールドコントロール》でも察知できませんでしたよ？」

「なに、私を疑ってるの？」

「そ、そういうわけじゃないですが。会ったこともない相手に大事な決けつ断だんをゆだねるのが気になって」

「あのね、前にも言ったけど、そのＡＰは、世界を股またにかける大物有名人専門の記者で、絶対に表舞ぶ台たいには出てこないの」

「恋愛ゲーム『ラブマックス』のＡＰで、対象が話している相手のことをどのくらい想っているか、好感度が数すう値ちとして視みえるんでしたよね」

「そう、そのスキルのおかげで大物有名人の熱愛スクープをいくつも暴露してきたけど、顔がバレてしまっては仕事がしづらくなるでしょう？」

「まさか、そんなＡＰアルタプレイヤーと理事長が知り合いだなんて……」

「どれだけのコネを駆く使ししたか、あなたにその苦労はわからないでしょうね。それなのに、いまさら疑うだなんて──」

「す、すみません。そういうつもりじゃなかったんです」

　十分にもったいぶってから、流る音ねはおもむろに切り出した。

「心配しなくても、結論はもう出ているわ。天あ衣いと黒くろ兎うさよ」

　いきなりの結論に、軍ぐん司じの口元が固く締まった。

　無言のまま、その言葉を受け止めている。

　流音はゆっくりと経理報告書を裏返して、さらに話を続けた。

「誰の好こう感かん度どがいくつだったかは、あの子たちのプライバシーの問題だから説明はしません。ただ、天衣と黒兎のあなたへの気持ちは十分に強いものだったことは間違いないわ」

「……ありがとうございます」

　ずいぶんと間を置いてから、軍司はゆっくりと礼を述べた。

　チームメイトの中で最初に軍司とデートしたとき、流音は好感度──すなわち、想おもいの力を計測できる『ラブマックス』のＡＰがいることを教えた。

　軍司は口にしなかったが、流音には自分がチームの選せん抜ばつから除外されていることはわかっていた。

《ザ・メイアー》のスキルは、ＡＰへの負担が大きすぎる。

　栄え楠くすたちのバトルとなれば、準じゆん決けつ勝しようのときとは話が違う。スキルの出し惜しみなど、とてもできない相手。限界までスキルを駆使することは目に見えていた。

　軍司は、そんなことになったときの、流音への悪あく影えい響きようを気にするだろう。

　流音の白くなった前髪の一房を見て、いまでも軍司の顔が曇くもるときがある。

　この髪は軍司に、アルタリアリティによって改かい変へんされた過去を伝えたときの代償だ。そして、いまでも軍司はそのことに引け目を感じている。

　そんな優しい軍司が、自分をチームに選ぶことはない。

　ただ、仲間たちの中で唯一蚊か帳やの外にいる流音だからこそできることがあった。

　それが、今回の企たくらみだったのだ。

「自分の迷いのせいで、みんなにはひどいことをしてしまった気がします」

「そんな重く考えなくていいのよ。デートくらい普ふ段だんでもよくするでしょう？」

「いや、俺は初めてでしたけど」

「あらそう。意外ね」

「俺をどんなヤツだと思っているんですか？」

「割と女たらしだと思ってたけど」

「そんなわけないでしょう！」

　ようやく軍司も少し元気が出てきたようだ。

　自分が提案したことで、あまり気落ちされては心が痛む。

　もっと打算的な考え方ができる人物と思っていたのに、軍ぐん司じの反応は流る音ねにとって少し予想外だった。

「ここまでやったからには、もう後戻りも、言い訳も出来ない。覇は鳥とり軍司、絶対に勝ちなさいね」

「もちろんです」

「勝って……それから、みんなに正直に話して謝りましょう。そのときは、私も一緒だから」

「はい、ありがとうございます」

「大丈夫よ。優勝したら、こんなことは笑い話になってしまうわ。きっと、みんな許してくれるはず」




　こうして軍司チームの決勝戦メンバーは決まった。

　覇鳥軍司、美み甘かも天あ衣い、黒くろ兎うさ。

　この三名で、最さい強きようの栄え楠くすチームに挑むのだ。





　　　　　◆◇◆






　──軍司は、理事長室から出て行った。




　薄暗い、静かな部屋で、流音はその去って行く足音に耳を傾ける。

　やがて何も聞こえなくなったとき、脇の壁に向かって声をかけた。

「ほら、悪趣味な子たち、出てきなさい」

　理事長室の壁がゆらりと動いた。

　外からは壁と見分けのつかない隠し扉から出てきたのは、天衣と冬ふゆ鹿か、黒兎の三人であった。

「はぁ～、狭かった！　天衣の胸が邪じや魔ますぎ。なんでそんな無駄に大きいの!?」

「ご、ごめんなさい……」

　黒兎が天衣の胸を突つつきながら、不ふ満まんを口にしている。

　たぶん、黒兎が不ふ機き嫌げんなのは、そのせいだけではない。きっと、あの狭い隠し部屋でその大きさの差を、我が身で実感したのだろう。

　流音が黒兎のことをちょっと羨うらやましく思っていると、冬鹿が隠し部屋の扉を閉めながら尋ねてきた。

「理事長室が狭くなっていたこと、軍司には気づかれなかったでしょうか？」

「ええ、これだけ暗ければね」

　みんなが出てきたところで、流音はようやく部屋の明かりをつける。

　三人が潜んでいたのは、軍司とのやりとりをみんなにも聞いてもらうために、流音が《ザ・メイアー》で臨時に増築した隠し部屋だった。

「あんなに落ち込むなんて、悪いことをしてしまいました」

「それは私も思ったわ。思ったより繊細だったのね」

　軍ぐん司じの出て行った扉を心配そうに見つめる天あ衣いに、流る音ねも同意する。

「私たちが、軍司さんに全部を押しつけてしまったからですよね。お姉様が話し合うきっかけを与えてくれなければ、どうなっていたことか……」




　軍司に提案した『ラブマックス』のＡＰアルタプレイヤーの話。

　あれはすべて流音の嘘うそだ。

　そんなＡＰなど、流音は見たことも聞いたこともない。

　だが、想おもいの力──好こう感かん度どが計測できるＡＰでもでっちあげなければ、軍司は誰をチームメンバーにするか、いまも決められないでいただろう。

　軍司は、人を思いやる気持ちが強い……と、同時に合理的でもある。そんな軍司の性格を読んで設定した嘘であった。

　では、どうやって天衣と黒くろ兎うさを選んだのか？

　それはとても単純な方法。

　軍司をのぞいた四人で、じっくりと話し合ったのだ。




「でも、お兄ちゃんがそんなに悩んでいるなんて思わなかったな……いつも、なんでも自分で決められると思ってた」

　黒兎にいつもの元気はない。軍司を騙だましたことを気にしているのだろうか。

「天衣の言うとおり、私たちは軍司にチーム選せん抜ばつを任せっきりだった。でも、これで少しは彼の負担を減らせたことでしょう」

　黒兎の罪悪感を取り除いてやろうと、流音は声をかける。

「だといいんだけど……」

　女子四人での話し合いの結果、バトルから身を引いたのは、流音と冬ふゆ鹿かであった。

　栄え楠くすたちのチームにはいないレアな回復スキルを持つ、天衣。

　チームで唯一、強化タイプのＡＰで強力なアタッカーである、黒兎。

　軍司のサポートと、勝つために必ひつ要ような戦せん闘とう力りよく──想いや感情だけでなく、自分自身だからこそわかる得手、不ふ得え手てを踏まえ、バトルの戦術を十分に考えた上での結論だった。

　もちろん、それぞれの想いもぶつけ合った。

　誰もが軍司を勝たせてあげたいという気持ちは共通しており、やはり想いの強さなんてものは測ることはできなかった。

　だが、強さは同じでも、想いの種類は違っている。

「これで本当によかったのかしら、冬鹿？」

「はい……十分に考えての答えです。いまのメンバーが、栄楠チームに勝利するためには最適の布陣でしょう」

　スキルにハンデを持つ流る音ねはともかく、《サイドワインダー》に高い誇ほこりを持つ冬ふゆ鹿かは、話し合いでもギリギリまで辞じ退たいすることを拒んでいた。

　だが、最後は自分からメンバーを退いた。それを受け入れることは、冬鹿にとってはきっとつらい決けつ断だんだったろう。

「理屈ではなく、あなたの気持ちはどうなの？」

「……私のサイドワインダーは軍ぐん司じの《マテリアライズ》に預けてあります。それだけで十分です」

　そう答えた冬鹿の表情は、すがすがしいものであった。

　武道に通じる冬鹿ならば、剣を持って並び立つだけが戦いではないことをわかっているのだろう。

　共に戦うことは素晴らしい。

　だが、冬鹿のように託して、想おもうという戦いかたもある。

　流音は改めて思う。

　このチームならば、栄え楠くすたちにも勝利できる──と。

「あとで彼が謝りに来たとき、同時に私たちも謝りましょうね」

　流音が三人に提案をすると、みんなそろってうなずいた。

　そのとき、軍司は真相を聞いて怒るだろうか……？

　いや、驚くだろうが、すぐに笑って許してくれるはず。彼はそういう男だ。

「トーナメントに勝ったら、お兄ちゃんにデートのやり直しをしてもらわないと！」

　そんな黒くろ兎うさの言葉には、天あ衣いと冬鹿も口には出さないが同感のようで、三人でクスクスと笑っている。

「まったくね。私なんて今回の企たくらみを伝えただけで、デートすらしてもらっていないし……惜しかったわ」

「えっ……お姉様、いまなんて？」

　流音の思わず口に出た呟つぶやきに、天衣が驚いた顔をした。

　けれど、いまの言葉は、いくら可愛かわいい妹でも教えられない。

「なんでもないわよ、天衣」

　そう言って、いまの想いを自分の胸にこっそりしまっておくことにする流音であった。






　　　　STAGE:4

　　　　「トーナメントファイナル」









　世界中が待ちに待っていた、第三回アルファトーナメント決勝戦の当日。

　特区にはこれまで以上に各国からの観光客があふれ、二十四時間、ずっとお祭り騒ぎである。

　その中心となるのは、ウォーターフロントの新開発地区に完成した、新しいショッピングモールだった。

　鎌かま倉くら駅からも、オメガコンプレックス本ほん社しや区く画かくからもほど近い、絶妙の立地。

　しばらく更地のまま置かれていた場所であるが、そこに突如として広大な床面積を持つ建物が現れたのは、流る音ねの《ザ・メイアー》の力である。

　さらに遡さかのぼれば、それが建築されたきっかけは、栄え楠くすと美み優ゆのバトルによって、この地を支える浮遊構こう造ぞう体たいが大ダメージを受けたからだ。

　ここで繰くり広ひろげられたバトルの証拠隠滅と、構造体の修しゆう復ふくのために、オメガコンプレックスは巨きよ大だいなショッピングモールを建てて、すべてを覆おおい隠したのだ。

　そう……ここは軍ぐん司じにとって因縁深い場所。美優が命を落とした地なのだ。

　オメガコンプレックス社長──いや、アルタリアリティが、ここをトーナメント決勝戦のフィールドとして選んだのは、運命の対決でも演出したつもりだろう。

　だが、そんなことで軍司の心は惑わされない。

　真新しいショッピングモール内に臨時で設営された殺さつ風ぷう景けいな控え室で、じっと精神を集中している。

　緊きん張ちようで手は汗に濡ぬれていた。

　胸がぎゅっと痛み、口の中は苦い味がする。

　いよいよ本番だ。

　この時のために、軍司はずっと戦ってきたのだ。

　そして、これですべてが決まる。

　すべてが終わる。

　すべてが、すべてが──

　そんな張り詰めた空気の中にいる軍司に、天あ衣いが唐突に話しかけてきた。

「軍司さん、ＰＤＳを貸してもらえませんか？」

「えっ、どうして？」

「どうしてもです」

　それがなにかバトルに関係するのだろうか？

　充電は終えているし、もちろんちゃんと起動するかも確認済みだ。

　ただ、いつもとは違ってやや強引にも思える天あ衣いの勢いに押され、軍ぐん司じは大人しく自分のＰＤＳを渡した。

「すぐに終わりますから」

「なにを……？」

　軍司が質問をする前に、天衣はＰＤＳを持って、いそいそと自分の荷物があるほうへ行ってしまった。

　せっかくの精神集中を邪じや魔まされて、軍司は気がそがれてしまった。

　ぽつんと一人で椅い子すに腰掛け、手持ち無ぶ沙さ汰たに自分の指を見つめていると、今度は黒くろ兎うさが勢いよく隣に腰を下ろしてきた。

「お兄ちゃん、課題は全部終わらせたからね。素数をバラバラにするくらい、私が本気になれば楽勝なんだから」

　なぜいまそんな話をするのかとも思ったが、とりあえず黒兎の間違いには突っ込みを入れておく。

「素因数分解は素数をバラバラにするものじゃないんだが……そもそも、どうやったら素数がバラバラになるんだよ。素数ってのは、自分と同じ数字と１以外で割り切れない──」

「と、とにかく解かい答とう欄らんは全部埋めたから！」

　黒兎は軍司の口を手で押さえて、素数の説明を遮さえぎった。

「……だから、今度はちゃんとデートしてよ」

「今度……って」

　その言葉に、軍司は不意を打たれた気持ちだった。

　すると、軍司のＰＤＳを持って、天衣が戻ってきた。

「だったら、私はこれです」

　差し出したＰＤＳの画面には『ワイルドハンター』のタイトルが表示されている。

「軍司さんのＰＤＳにも『ワイハン』をインストールしておきましたよ。これで今度のデートは協きよう力りよくプレイができますね」

「あ、ああ……そうだね」

「ちょっと、天衣。デートのお願いをしたのは、私が先だからね。天衣は、私のあと」

「え～っ、先に話しかけたのは私なのに～」

　二人の「今度」という言葉を聞いて、軍司はさっきまでとは、まるで別人のような気持ちになっていた。

　閉ざされていた視界が、パッと開けたような感かん覚かく。

　このバトルですべてが終わると思っていた。

　ずっと、そのことだけを考えていた。

　けれど、そんなことはない。

　バトルが終われば、また次のなにかが始まる。

　もちろん、この一戦にはすべてをかける。

　それは当たり前のこと。

　ただ、その先になにがあるのかわかっていなければ、気持ちはどん詰まりだ。

　すべてをかけて、突つき抜ぬけて。

　先にあるもの、次にあるもののために、自分は戦うのだ。

　ずっと軽くなった気持ちで、軍ぐん司じはデートの順番でもめている天あ衣いと黒くろ兎うさに声をかける。

「二人は、いつの間に仲良くなったんだ？」

　すると二人は顔を見合わせて、含み笑いをした。

　まるで何か共通の隠し事をしているかのよう。

　あんな顔を二人がするなんて……本当にいつの間に、そんな仲になったのだろうか。

「天衣たちとは、徹てつ夜やでぶっちゃけトークしたからね」

「そうですね」

「えっ、いつそんなことを？」

　軍司は何も聞かされていない。

　そう言えば、この前、黒兎が外泊をしたことがあったが……それは兎と穂ほの実家に戻っていると思っていた。そのときにみんなで会っていたのだろうか。

　黒兎が天衣たちとそんな親密になっているとは、かなり意外だった。

「そのことについては……今度、きちんとお話ししますから」

「そ、そうなんだ……」

　やはり、なにか隠し事をしているような気がする。

　ただ、今度、きちんと話をしなければならないのは、決勝戦のチームメンバー選びの件がある軍司も同じこと。

　そのことを思い出して、軍司はそれ以上の詮せん索さくをするのはやめる。

「まあ、二人が仲良くやってくれると嬉うれしいよ」

　これは軍司の本音からの言葉。

　冬ふゆ鹿かや流る音ねを外して、黒兎がチームメイトになったことに、天衣は抵抗あるのではと懸念していたのだが、そんなことはなかったらしい。

　なんとなく、以前よりも天衣がたくましく感じられる。

　天衣もまた、このバトルの中で強くなっていったのだろう。

「みなさん、そろそろ時間です。準備は整いましたか」

　控え室の扉を開いて、冬鹿が顔を出した。

　軍司がチームのメンバーを発表したあと、冬鹿は身を粉にして、みんなのトレーナーに徹してくれていた。

　たった一人で三人の相手をしたのだ。それは誰よりもハードであったはず。

　そんな冬鹿には、いくら感かん謝しやしても足りないくらいだ。

「ああ、冬鹿。たったいま準備できたところだ」

　ほんの数分前とはまったく違う気持ちで、軍ぐん司じは立ち上がった。

　天あ衣いと冬ふゆ鹿かはそんな軍司に先立って、控え室を出て行く。

　すれ違うとき、冬鹿はそれぞれに声をかけてくれた。

「天衣様、ご武運を祈っております」

「ありがとう」

「黒くろ兎うさ、最前線で気後れしないように」

「任せてってば」

　二人のあとに続いて、軍司も冬鹿の前に立った。

　冬鹿はじっとこちらの目を見て、少し間を置いてから言った。

「……軍司、勝てよ」

「ああ、今回もサイドワインダーに頼らせてもらう」

「ありがとう」

　なぜ、このとき冬鹿が礼を言ったのか、軍司にはわからなかった。

　ただ、その言葉から、自分が冬鹿からサイドワインダー以上のものを託されたのだと感じ取った。

　もはや言葉は不要。

　見送る冬鹿に背を向け、軍司は決勝戦のフィールドへと向かう。

　一歩前に進むごとに、バトルを待ちわびる観客の声が大きくなるが、それが軍司を動じさせるようなことはなかった。

　最高の集中力を維い持じしたまま、軍司はフィールドへ続く最後の扉を開いた。





　　　　　◆◇◆






　いま大だい歓かん声せいに包まれているのは、特区にオープン予定の巨きよ大だいショッピングモールに併設された広大な駐車場。

　そこには仮設スタンドがショッピングモールの建物を囲むように扇形に設営されており、いつもの巨大モニターが何台も並んでいた。

　バトルの開始地点はこのスタンド席が見下ろせる駐車場だが、フィールドにはショッピングモールの建物内も含まれている。広いうえに、迷路のように複ふく雑ざつな構こう造ぞうをした地ち形けいを、どのように活いかして戦うかが見所──というのが、トーナメントの運うん営えい委い員いん会かいの目もく論ろ見みだろう。

　ただ、そんな地形のことなど、相手のＡＰアルタプレイヤーを前にしては些さ細さいなことだ。

　彼らはすでにフィールドに待機していた。

　栄え楠くす、暁あき奈な、そして九く喜き。

　六ろく波は羅ら兄弟きようだいの三人は、それぞれ私服のままだった。

　栄楠は着古した黒のシャツにカーゴズボンという、キャンプに行くような格好。

　対照的に、暁あき奈なはトレードマークの真っ赤なパーカーにホットパンツ。

　九く喜きはバトルには不釣り合いな真っ白いワイシャツと、細身のパンツというインドア風な姿だった。

　栄え楠くすたちは、天あ衣いや黒くろ兎うさと違って、スキルを発動しても変身したりしない。

　ただ、変わるとすれば、栄楠が剣を顕けん現げんさせて「そうび」するときくらいだ。

　これまで公式には第一回アルファトーナメントの決勝戦でのみ、たった一度しか「そうび」された記録のない、栄楠の剣。

　軍ぐん司じだけは、それがもう一度「そうび」されたことを知っている。

　それはこの地で美み優ゆが倒たおされたときのことだ。

『第一回の決勝戦のように、栄楠が剣を「そうび」するかどうかにも注目したいところですね』

『そうそう、まずは栄楠に剣を「そうび」させてからが、ようやく本番だろうね。まあ、その前に倒されてしまうＡＰアルタプレイヤーがほとんどなんだけど』

　スタンド席の最前列にある放送席では、オメガコンプレックスの社長に扮ふんするアルタリアリティが、アナウンサーと気楽な会話をしている。

　その軽い調子に少しいらついて、軍司は放送席のほうをにらみつける。

　そんなふうに軍司が社長のほうに気を取られていると、突然、歓声がこれまでの数倍にも跳ね上がった。

　思わず身がすくむほどの音の爆発に、軍司があたりを見回すと、すぐにその理由がわかった。

　大だい歓かん声せいに負けずと、アナウンサーも声を張り上げて実況をしている。

『栄楠が……栄楠が、剣を手にしました!!』

　何の前触れもなく、栄楠は白銀に輝く剣を「そうび」していた。

『ドラゴンズクエイク』の象徴でもある伝でん説せつの勇ゆう者しやの剣と同じく、金色の鳥をモチーフとしたデザイン。そんな両刃の剣を、普ふ段だん着ぎの栄楠が持つ姿はちぐはぐであるが、そこから感じられる殺さつ気きは本物だった。

　そこにいるのは人間でも、ＡＰでもなく……一本の抜き身の剣というのがもっとも相応ふさわしい。栄楠は最初から本気でバトルに挑む気だ。

　その栄楠の気迫に押されてか、隣にいた天衣は息を呑のみ、半歩だけ後ろに下がった。

　いや、それどころか、同じ栄楠チームの暁奈でさえ、そんな兄の殺気に驚いたように少し身を引いている。

「あれが栄楠の剣か……生で見るのは初めて」

　一方、黒兎はこの状じよう況きようにも臆おくすることはなかった。

「頼むぞ、黒兎」

「楽勝、楽勝」

　黒兎はすでにボーパルバニーに変身を終えている。

　獣が身構えるような体勢の独特のステップを踏んで、いつでも戦える構え。

　もちろん、栄え楠くす相手に楽勝のはずがない。

　だが、たとえ強がりでも、軍ぐん司じは黒くろ兎うさに頼もしさを感じていた。

　そして、いよいよバトル開始のカウントダウンが始まる。

　あれだけの歓声も急に静かになり、社長のアナウンスだけがフィールドに響き渡った。




『三・二・一……アルファトーナメント決勝戦。バトルスタート!!』




　最初に動いたのは、栄楠チームの暁あき奈なだ。

「九く喜き兄にい、行くよ。《セブンリースペル・sloth》」

　いきなり暁奈と九喜の姿がフィールドから消えた。

　だが、それは驚くようなことではなく、誰もが予想していた行動。

　開始直ちよく後ご、暁奈が九喜を安あん全ぜん地ち帯たいにまでテレポートの呪文スペルで運び、残された栄楠が一人で、三人の敵を相手する──これが彼らの定番の動き。

　栄楠が「最さい強きよう」だからこそ可か能のうな作さく戦せん。

　だが、まずはその大前提を覆くつがえさねば、軍司たちに勝利はない。

　いまこの瞬しゆん間かんこそが、誰もが信じて疑わない「最強」という壁を打ち崩くずす、絶好のチャンスなのだ。

「黒兎──！」

　軍司が叫ぶよりも先に、黒い突風が栄楠に襲いかかっていた。

　邪道ともいえるクロックアップによる速攻。

　ＡＰアルタプレイヤーの規格を外れた黒兎の動きを、栄楠は目で追うことさえできていないようだ。

　離れた場所から見ている軍司にでさえ、黒兎のスピードは速すぎて、黒い残像しか見えない。あのラッシュを受けるのは、黒い竜巻に巻き込まれたようなものだ。

　前後左右だけではない。

　上からも、下からも、全方位からの連続攻こう撃げき。

　栄楠の身体からだのあらゆる場所に、ボーパルバニーの蹴けり技が炸さく裂れつする。

　もちろん、軍司も黒兎だけに戦わせるつもりはない。

　天あ衣いが背後で安全な狙そ撃げき位置に移動するのを感じながら、軍司もヴァイオレットリングによって加速して、宙を蹴るように栄楠と黒兎のもとへと急ぐ。

　だが、そのとき、黒兎のラッシュをまともにくらいながらも、栄楠が剣を腰から斜め下に構えるのを見た。

「黒兎、逃げろっ!!」

　軍司が叫ぶと同時に、栄楠を取り囲んでいた黒い疾しつ風ぷうは、弾はじけるように大きく距離を取って、完全に剣の間合いから外れる。

　臆おく病びようすぎると思えるが、それでいい。栄楠の攻撃に対しては、いくら警戒してもし過ぎるということはない。

　とても剣の届かぬ場所に飛び去った黒くろ兎うさに対して、栄え楠くすは剣を構えたまま、じっと静かににらみつける。遠く離れた黒兎に対しても、変わらぬ殺さつ気きをぶつけ続けている。

　その目に、軍ぐん司じは寒気を憶おぼえた。

「もっと離れるんだ！」

　黒兎も同じ気け配はいを感じたのだろう。

　クロックアップで強化された速度をフルに活いかして、なりふり構わず栄楠に背を向け、さらに距離を取ろうとしたとき──




　一いつ閃せん!!




　黒兎の背中が真ま横よこに断ち切られ、上半身と下半身、二つに両りよう断だんされる。

「黒兎[image: ][image: ]っ!!」

　とても剣が届く距離ではないはず。

　なにより、クロックアップによるトップスピードの黒兎に攻こう撃げきを命中させることさえ、普通ならばありえないはずだ。

　だが、いくら「ないはず」と否定しても、目の前の事じ実じつは変わらない。

　しかも、栄楠はいま下段から大きく振り上げた剣を、再び構え直そうとしている。

　今度は大上段の構え。

　その目はしっかりと軍司のほうを捉とらえていた。

　とても届くはずがない。

　この距離ならば絶対に安全。

　そのはずなのに、軍司は殺気がまとわりつくような気がした。

　全身に刃やいばを突きつけられ、いまにも串くし刺ざしにされそうな感かん覚かく。

「そうか……栄楠は剣で攻撃していない！」

　剣を持った戦士。

　だから剣で攻撃をしてくる。

　その攻撃を避ければ良い。

　そんな常じよう識しきに惑わされていた。

「お兄ちゃん、危ないっ!!」

　殺気にあてられ、身動きのできない軍司は、その声で我に返った。

　地面すれすれを黒い疾しつ風ぷうが駆け抜けて、栄楠の足元に迫ると、一気に飛び上がってその下あごを蹴けり上げた。

　黒い疾風の正体は、小こ兎うさぎに分裂した黒兎。それが栄楠の足元で合体をして、再びボーパルバニーの姿となったのだ。

　攻撃に集中していたせいか、栄楠は完全に不意を打たれた形となり、上体をよろけさせる。

「俺の攻こう撃げきに耐えた……そうか、おまえは普通の武器を受け付けないスキルのＡＰアルタプレイヤーだったな」

　その途と端たん、軍ぐん司じが感じていた殺さつ気きが霧散した。

「黒くろ兎うさ、無事だったか！」

「ずいぶん痛かったけどね」

　蹴けり上げた勢いのままバク宙を繰くり返して、黒兎は軍司の元まで戻ってきた。

「栄え楠くすの攻撃を受けて、痛いですめば上等だ」

　ＨＰヒツトポイントを確認するとイエローに近い。一いち撃げきで半分近くのＨＰを削られたということだ。

　それでも、栄楠の攻撃を喰くらって、この程度で済んだのは、黒兎が普通の武器では傷つきづらいという、伝でん説せつのヴァンパイアと同じ特性を持っているおかげだろう。

「お兄ちゃん、受けてみてわかった。あれは剣の攻撃じゃない」

「俺も剣を向けられて感じた。あいつの攻撃は、きっとコマンド戦闘なんだ」

「コマンド？」

「『ドラゴンズクエイクⅡ』みたいな戦闘システムだよ」

「ああ……あの『たたかう』とか『にげる』とか選んでモンスターを倒たおすやつね」

　最近は減ってきているが、『ワイルドハンター』のように縦横無尽にキャラクターを操るアクションＲＰＧではなく、テキストとして表示されたキャラクターの行動を選択して、ターン制で戦闘を進めるゲームのシステムのことだ。

　このシステムでは、敵との距離や位置は関係なく、コマンドを選べば戦闘結果が表示される。

「あの剣に気を取られすぎた。栄楠はあれで攻撃しているんじゃない。あいつがコマンドを選べば、相手はどこにいようがダメージを受けるんだ」

　軍司は、美み優ゆと栄楠のバトルを思い出す。

　あのとき、栄楠は《フィジカルフィーバー・フィート・ハンドレッド》によって分身を生み出した百人の美優を、剣を一振りすることですべて撃破した。

　その謎なぞがいま解けた。

　栄楠は百人の美優に剣を振るったわけではない。

　ただ、美優に対して「たたかう」というコマンドを選択しただけ。

　その結果、すべての美優がダメージを受けたのだ。

「そんなのズルじゃない！」

　黒兎は怒ったように叫んだ。

「まったくだな……」

　黒兎は格闘ゲーム『ダンピールセイヴァー』のＡＰ。敵との距離、スピード、攻撃方法など、対戦相手との格闘要素のみを濃縮した格闘ゲームを由来とする彼女にとって、コマンド戦闘は対極にあるシステムだ。

　心情的に、とても受け入れられるものではないのだろう。

　さらに言えば、捨て身のクロックアップによる超加速も、自動的に敵をとらえる栄え楠くすの前では無意味ということ。

　栄楠の桁けた外はずれの攻こう撃げき力と、コマンド戦闘という特性。

　黒くろ兎うさが怒るのも無理のない、最悪の組み合わせだった。

「よく見抜いたな、覇は鳥とり軍ぐん司じ」

「おまえたちが『ドラクエⅡ』にハマっていたのはよく知っているからな」

「確かに、この剣は攻撃力を高めるだけのもの。実際におまえたちを打ちのめすのは、攻撃しようとする俺の意い志し──いや、想おもい。それが俺のスキル《コマンドコンバット》だ」

「おまえが自分のことを語るなんて意外だな……」

「久しぶりに『ドラクエⅡ』の名を聞かせてくれた礼だ」

　ＡＰアルタプレイヤーである限り、必ず由来となったゲームへの愛着を持っているはず。古典ＲＰＧのため、同世代にプレイしている者が少ない『ドラゴンズクエイクⅡ』の話題が出て、栄楠の口もつい軽くなったということか。

「どうする、お兄ちゃん。クロックアップも限界だけど……」

　そばにいる黒兎の身体からだからは、異常な熱気が感じられた。

　これは非正規のアプリを使用したことによるＰＤＳの熱ねつ暴ぼう走そうが、黒兎にも影響を与えているせいだ。無理を続ければＰＤＳがフリーズすると共に、黒兎までも動けなくなる。

「黒兎、クロックアップはもうやめろ」

「でも……普通のやりかたじゃあ、栄楠には勝てないよ」

「いや、コマンド戦闘には弱点がある。栄楠からの攻撃は気にするな。大おお技わざで一気に攻めるぞ！」

「それって、避けても無駄だから特攻しろってこと？」

「そうじゃない。俺を信じて──」

「言われなくても、信じてるって！」

　軍司の言葉の途中で、黒兎は栄楠に向かって駆けだした。

　いくらダメージを受けづらい特性を持っているとはいえ、痛みは同じように感じるはず。

　さっきは軽口を叩たたいていたが、あの一いち撃げきを受けたショックは並大抵のものではなかっただろう。普通ならば、気持ちがくじかれてもおかしくはない。

　それでもなお、栄楠に正面から立ち向かう黒兎の姿に、軍司は勇気を分けてもらった気持ちだった。

　黒兎があそこまで信じてくれるのなら、軍司も己おのれを信じて、この作さく戦せんに賭かける。

「ラビットトルネ─────ド!!」

　軍司の指示通り、黒兎はいきなり超必殺技を披露。

　ボーパルバニーが無数の小こ兎うさぎに分裂して、高速回転により、相手を包み込む竜巻を発生させる。

　さっきまでのスピードで翻ほん弄ろうする動きとは一転。隙すきは大きいが、攻こう撃げき力の高い大おお技わざを連発している。

　普通の格闘ゲームならばカウンターを恐れて、あんな戦いかたはしない。

　そんな防御を捨てた黒くろ兎うさの猛攻に、いくら栄え楠くすとはいえダメージがゼロでは済まないだろう。

「いい加減にしろ……」

　もちろん、そんな攻撃をいつまでも受け続ける栄楠ではない。

　嵐あらしのような攻撃の中で、再び剣を構えようとしていた。

　一瞬、黒兎の足が止まりかけたが──

「ラッシュだ、黒兎！」

　軍ぐん司じは叫びながら、栄楠に向かって駆け出した。

　栄楠からの殺さつ気きは、まだ感じられない。

　軍司の推測が正しければ、いまこそ攻撃のチャンス。

「《マテリアライズ》！」

　その声に応じて、白銀に輝くサイドワインダーが顕けん現げんし、軍司の脇に寄り添うように飛行する。

「行くぞっ!!」

　軍司はそのテール部を右手でつかみ取ると、勢いを殺さず、そのままヴァイオレットリングを発動させた。

　リングを踏みしめることで、軍司の身体からだはカタパルトによって射出されたように一気に加速。ここからは思考するよりも先に、身体が反はん射しや的てきに動いた。

　これも冬ふゆ鹿かにみっちりと仕込まれたおかげだ。

　絶妙な体重移動と足さばき、そしてサイドワインダーのスラスターによって、軍司を軸として一回転。

　黒兎の猛攻によって棒立ちになっている栄楠を、巨きよ大だいな剣と化したサイドワインダーの加速力と遠心力が最大となるポイントでとらえる。

　これは準じゆん決けつ勝しようでミハイルを一いち撃げきで倒たおした、軍司が繰くり出せる最大火力の攻撃。

「吹き飛べぇぇぇぇっ!!」

　腕の筋肉がビリビリと裂けるのを感じた。

《マテリアライズ》で託された力は、軍司の肉体の限界を超えている。

　栄楠にサイドワインダーが命中すると同時に、軍司にも多大なダメージが返ってきた。ＨＰヒツトポイント表示はみるみる青から緑へと変化していき、ほぼ半減するほど。

　それでも軍司は手を緩ゆるめることなく、最後までサイドワインダーを振り切った。




　ドズッッン!!




　フィールドを揺らす地響き。

　軍ぐん司じの渾こん身しんの一撃を出し切ったとき、栄え楠くすは五メートルほど後ろに飛ばされ、そのままゆっくりと倒たおれた。

　それは大地に根を張る巨木が倒れる様にも重なる光景。

　栄楠の立っていた足元は、もの凄すごいエネルギーのぶつかり合いがあったことを物語るように地面のアスファルトがドロリと溶けて、独特の臭においを漂わせている。

「はぁっ……はあっ……！」

　やがて、アドレナリンによって抑えられていた痛みが、ひび割れのように軍司の身体からだに広がっていった。

　だか、そんな痛みも打ち消すほどの大だい歓かん声せいがフィールドにわき起こった。

　観客たちの誰もが、こんな光景は予想していなかっただろう。

　驚きと、興こう奮ふんの声によって、すべて塗りつぶされたかのようだった。

　そんな大歓声の中で、軍司はまわりの音にかき消されそうになるアナウンスの声に耳を澄ませる。

『栄楠が倒れました！』

　わずかの間、驚きで言葉を失っていたアナウンサーだったが、発した言葉はそれだけ。

　その事じ実じつに、軍司は歯を食いしばり、苦いつばを飲み込んだ。

　栄楠のリタイアが宣言されなかった。

　それはすなわち、まだ栄楠は戦闘可か能のうということ。

　敵である栄楠のＨＰヒツトポイントは、軍司には確認する術すべはない。

　軍司と黒くろ兎うさは、出せる限りの大おお技わざを繰くり出した。それで、栄楠のＨＰをどれくらい削ったのか……自分を讃たたえる大歓声の中で、ひとりだけ軍司自身は焦あせりを感じていた。

「お兄ちゃん、いまの大技、よく当てられたね！」

　そこに黒兎が興奮気味に駆け寄っていた。

　軍司はいまの不安を気取られないように応こたえる。

「ああ、栄楠からの攻こう撃げきを気にしなければ、どんな大技だって出せるからな」

「栄楠の攻撃を気にしない？」

「コマンド戦闘では、自分と相手のターンで交互に攻撃と防御を繰り返す。だから、こっちのターンの間は、栄楠は攻撃ができないんだ」

　カウンターを警戒しないでよければ、こちらは隙すきは大きくても、攻撃力の高い一いち撃げきを繰り出せる。

「なんでそんなことわかったの？」

　黒兎は納得できていない顔をしている。

　確かにゲームの中ならともかく、リアルでそのような制限があるとはなかなか思い至らないだろう。

　ただ、軍司は記き憶おくを取り戻し、栄楠がどんな人物であるかを思い出してから、その戦いかたにずっと違和感を持っていた。

　これまでのバトルで、栄え楠くすはなぜいつも相手の攻撃を受けてから反撃をしてきたのか。

　その圧倒的な防ぼう御ぎよ力りよくを見せつけるため？

　いや、軍ぐん司じの知る栄楠は、わざと攻こう撃げきを受けて己おのれの実力を見せつけるような、相手を舐なめたことはしない。目的のために一いち途ずであり、合理的な男。

　軍司はそんな栄楠を自分と似ていると思ったこともある。

　だからこそ、栄楠は交互にしか攻撃ができないのではと思いついたのだった。

　これは栄楠を攻略するための大きな一歩だった。

　しかし、その一歩では勝利にまで届いていない。

　まだまだ勝しよう負ぶはこれから。

　いま戦況は、自分たちに有利なのか、不利なのか……それさえわからない。

　ところが、そのとき軍司たちをさらに追い詰める、新たな要素がフィールドに舞い戻ってきた。

「しまった……もう帰ってきたか」




　栄楠と同じ『ドラゴンズクエイクⅡ』のＡＰアルタプレイヤー。《セブンリースペル》の使い手。

　あの六ろく波は羅ら暁あき奈なが現れたのだ。





　　　　　◆◇◆






　六波羅暁奈は年齢で言えば、中学二年生。

　ただ、これまで暁奈は一度も学校に通った経験はなかった。

　一番古い記き憶おくは、二人の兄に挟まれ、ベッドに腰を下ろしてテレビを見ていたこと。

　その内容については、よく覚えていない。

　確か、戦争とか犯罪とか……あまり楽しいものではなかったはず。ただ、暁奈は兄と一緒にいたい一心で、眠いのを我慢して見ていたことははっきりと憶おぼえている。

　物心というやつがついてから、暁奈はガラスの部屋から出たことはなかった。

　一緒にいるのは、栄楠と九く喜きの二人だけ。

　たまに覇は鳥とり総そう造ぞうがガラス越しに話しかけてきたり、何も喋しやべることのないマスクをつけた白衣の男が身体からだを調べにくることもあったが、暁奈にとってそれらは自分と異質なモノでしかなかった。

　暁奈の世界には、栄楠と九喜しかいない。

　そして、それだけで十分。完かん璧ぺきな世界であった。

　ところが、そんな自分の半身である栄楠が地に伏していた。

　このやかましい歓声は、栄楠の勝利を讃たたえるものではなかった。

　よりによって、覇鳥軍司に……倒たおすべき、魔ま王おうに向けられたものだったのだ。

「栄え楠くす兄にい…………」

　倒れた兄のＨＰヒツトポイントを確認して、暁あき奈なは胸を針で突かれたような感かん覚かくがした。

　ＨＰはイエロー表示。

　それは栄楠のＨＰが半分も削られているということ。

　こんなことは初めて。

　いや、あり得ないことだ。あってはならないことだ。

「どうして、おまえが栄楠兄を傷つけられるのよ……許さない、覇は鳥とり軍ぐん司じ!!」

　暁奈は滅めつ多たに怒ることはない。

　それは、大切なものをあまり持っていないから。

　だから、もしもそれが傷つけられたのならば、全力で敵を排除する。

「《セブンリースペル・wrath》！」

　暁奈は最大の憤怒という想おもいを込めて、爆ばく炎えんの呪文スペルを放った。

　天を覆おおい尽くすほどの巨きよ大だいな炎の龍りゆうが顕けん現げんして、憎い軍司を焼き尽くすべく向かっていく。

「行くぞっ、黒くろ兎うさ！」

　軍司が仲間の黒兎を抱きかかえると、大剣のように構えていたサイドワインダーの背部にしがみついた。

「逃がすかっ!!」













　暁あき奈なは腕を振り下ろして、炎の龍りゆうにサイドワインダーを飲み込ませようとする。

　だが、その直前、白銀の機体のテール部にスミレ色のリングが輝いた。

　あれは美み優ゆが《フィジカルフィーバー》で使用していた、ＡＰアルタプレイヤーを加速させるスキル。

　サイドワインダーはカタパルトで射出されたような加速力で、一気に暁奈と距離を開いた。

　二人はショッピングモールの建物へと向かっている。

　憤怒に任せ、威い力りよくを強くし過ぎたのは、暁奈のミスだった。

　膨ぼう大だいな熱ねつ量りようを溜ため込こんだ炎の龍りゆうだったが、それだけに動きが鈍い。

　とっくにサイドワインダーがいなくなった空間に舞い降りた龍は、ジェット機のエンジン音のような轟ごう音おんを上げて、地面をえぐる。

　最新鋭の第四世代型戦車ですら破は壊かいするほどの火炎は、瞬時に地面を蒸発させ、ウォーターフロントを形成するメガフロートの構こう造ぞう部をむき出しにした。

　栄え楠くすの《コマンドコンバット》のように必中とはいかないが、その攻こう撃げき力は決して引けを取らない。それどころか、暁奈が由来としている『ドラゴンズクエイクⅡ』の魔法使いはゲーム内において最大の火力を誇ほこるキャラクターなのだ。

「建物に隠れるつもりなら……全部燃やしてやる！」

　ちまちまと戦うのは、性に合わない。軍ぐん司じたちが逃げ隠れのできないよう、このオープン前のショッピングモールを更地に戻すことに、暁奈はなんのためらいもなかった。

　そんな暁奈が、もう一度、爆ばく炎えんの呪文スペルを唱えようとしたとき──

「やめろ、暁奈！」

　栄楠の声が聞こえた。

「なんでよ!?」

　反はん射しや的てきに栄楠への不ふ満まんをぶつけるが、すぐに自分でその理由に気づいた。

　あそこには九く喜きがいる。

　熱くなりすぎて、そんな大事なことを忘れていた。

「ごめん、栄楠兄にい」

「それより、いまの覇は鳥とり軍司は《フィールドコントロール》を持っている。九喜の居場所を感づかれるぞ」

　もしも、ショッピングモールの建物内へと向かったのは、逃げ隠れするためではなく、狙ねらいを九喜に変えただけだとしたら？

「そんなことはさせない！」

　軍司の思惑に気づいた瞬しゆん間かん、反射的に暁奈はテレポートの呪文を唱えた。

　この呪文は、どこにでも移動できるわけではない。

　暁奈の視界範囲内。または、過去に行ったことのある場所に限定されている。

　いま暁奈が念じたのは、九喜を待避させたショッピングモール内の倉庫だった。

　オープン前に運び込まれた大きな荷物が詰め込まれ、いくらでも隠れられる場所だったが……栄え楠くすの言うとおり、軍ぐん司じの《フィールドコントロール》の前には、それも意味をなさないだろう。

　一瞬、目の前が暗くなったかと思うと、すぐにテレポートは完了した。

「覇は鳥とり軍司……どこっ!?」

　いま暁あき奈ながいるのは倉庫のシャッターの前。

　軍司たちを先回りするつもりだったが、なぜか、こちらに向かってくる人影はない。

　ここはショッピングモールの裏手。

　目の前には駐車場があるだけで、すべてが見渡せる。

　地上にいないのならば──

「じゃあ、上か!?」

　案の定、サイドワインダーに乗った軍司たちは、暁奈の頭上にいた。

　ただ、予想外だったのは、その機体がこちらに向かって、ほぼ垂直に急降下してきていたこと。

「ここで勝しよう負ぶをつけるつもり？」

　奇襲に気づいた暁奈は、すかさず呪文スペルを唱える。

「《セブンリースペル・wrath》！」

　今度は威い力りよくを間違えない。

　必ひつ要よう十分な火力に制御された小さな火か球きゆうが、こちらに目掛けて降下してくるサイドワインダーを正面から迎げい撃げきした。




　ボンッ!!




　鈍い破裂音。

　直撃だ。

　あのサイドワインダーが、由来となったシューティングゲームの自機のように、防ぼう御ぎよ力りよくが皆無であるという情報は入手している。

　火だるまになったサイドワインダーは、そのまま倉庫を目掛けて墜落していく。

　そのあとを追おうとした暁奈は、サイドワインダーから伸びる煙けむりの中から、黒い影が飛び出してきたのに気づいた。

　自由落下よりも速く、ミサイルのような勢い。

　煙に紛れていたせいで、暁奈の迎撃は間に合わない。

　その影の正体は──

「黒くろ兎うさ!?」

　その正体に気づいたときには、すでに暁奈の身体からだは宙に吹き飛ばされていた。

「くっ……！」

　まだＨＰヒツトポイントは残っている。

　暁あき奈なは空中でぐるりと首を巡らせ、眼下に黒くろ兎うさの姿を見つけた。

　すでに体勢を立て直し、こちらに向けて大きくジャンプしようとしゃがみ込んでいる。

　浮いた敵へのコンボは、格闘ゲームの十八番。

　このままでは反撃する間もなく、ただひたすら追撃を受けることとなる。

　暁奈は落下しながらも、新たな呪文スペルを唱えた。

「《セブンリースペル・envy》！」

　こちらを目掛けて飛び上がろうとしていた黒兎が、わずかに戸惑った顔をした。

　だが、シビアなコンボのタイミングの邪じや魔まをするには、それで十分。

　暁奈は無事に着地して、黒兎と対たい峙じする。

　サイドワインダーを犠牲にしてまでの奇襲攻こう撃げきは見事だった。

　しかし、そこからの追撃コンボに失敗した黒兎は、悔しさを隠そうともしない表情で、こちらをにらみつけている。

「まだ、ＨＰヒツトポイントはゼロになってないの……」

「魔法使いだから防御は弱いと思った？」

「……なんでそんなに頑丈なのよ？」

「あのね、『ドラクエⅡ』じゃあ、戦士と一緒に並んで魔ま王おうの攻撃をくらってるのよ。そんなキックで倒たおせるもんか！」

　おしゃべりはおしまい。今度はこちらの番だ。

　相手の得意な接近戦に持ち込まれないよう火か球きゆうの乱射を続けながら、暁奈はその動きを観察する。

　黒兎のスピードはかなり落ちている。

　それはクロックアップをやめたからだけではない。さっき、コンボを封じるために暁奈が唱えた《セブンリースペル・envy》によって素早さを大幅に低下させられているせいだった。

　あの瞬発力さえ奪ってしまえば、黒兎など恐れることはない。

　遠えん距きよ離り攻こう撃げきが可か能のうな爆ばく炎えんの呪文で、こちらに近づかせないよう牽けん制せいしながら、じわじわとＨＰを削っていけば良い。

「接近戦しかできないくせに、私に一人で立ち向かおうなんて、あんた馬ば鹿かじゃないの？」

　そうしている間にも、乱射された火球の一発が黒兎に命中した。

「きゃああっ!!」

　その悲鳴に驚きの声が混ざっていることに、暁奈はニンマリと微笑ほほえんだ。

「あははっ、ボーパルバニーは普通の武器では傷つかないらしいけど……そういう敵って、たいてい呪文には弱いんだよね。これってＲＰＧの常じよう識しき」

　暁奈は心が高ぶった。

　相手の力を奪い、弱点もつかんだ。

　これで勝てる。

　自分ひとりでも勝てる。

　その証拠に、黒くろ兎うさはこちらに背を向け、倉庫のほうへと逃げ出した。

　けれど、その動きも鈍い。

「とどめだ！」

　隙すきだらけの背中に威い力りよくを高めた爆ばく炎えんの呪文スペルを唱えたが──それは寸前のところでかわされてしまった。

　黒兎の足が、瞬しゆん間かん的に速くなったせいだ。

「なっ……まだクロックアップが使えたの!?」

　しかし、使用限度のあるクロックアップを攻こう撃げきではなく逃げるために使ったのは、黒兎がかなり追い詰められている証拠だ。

　倉庫に逃げ込まれてしまったのは誤算であったが、まだこちらが圧倒的に有利であることに変わりはない。

　暁あき奈なは黒兎のあとを追って、急いで倉庫に飛び込んだ。

「…………どこにいる？」

　明かり取りの窓からしか光が差し込まない薄暗い倉庫。

　暁奈の背丈の二倍以上も高く積み上げられた段ボール類は、迷路の壁だ。

　耳を澄ませて、黒兎の気け配はいを探る。

　スピードを奪われた黒兎ならば、たとえ物陰からの不意打ちを受けても、ギリギリで迎げい撃げきは可か能のうだ。むしろ、あちらから仕掛けてきてくれたほうが探す手間が省ける。




　ジャリッ……




　コンクリートむき出しの床を踏みしめる音。

　すかさず暁奈はそちらを振り向いた。

　自分と同じくらいの小さな人影が、背後から差し込む窓からの明かりにシルエットとなって浮かんでいる。なにより目についたのは、あの目立つ兎うさぎの耳飾り。

　見間違えようがない。ボーパルバニーの黒兎だ。

「《セブンリースペル・wrath》！」

　暁奈の頭上に顕けん現げんした、一抱えほどの火か球きゆう。

　素早さを奪われた黒兎に、これをかわす術すべはない。

　火球の真っ赤な輝きは彼女の姿を照らして、ボーパルバニーのトレードマークである白い耳飾りがハッキリと見えた。

「えっ……白!?」

　耳飾りの色が違う。

　黒兎のボーパルバニーは黒だったはず。

　暁奈が戸惑う間にも、火球は見た目は黒兎そっくりの白いボーパルバニーへと向かっていく。

　この距離は、必中の間合い。

　ところが、そのとき白いボーパルバニーの足元にスミレ色のリングが浮かび上がった。

「なんでその技を!?」

　リングを踏みしめた白いボーパルバニーは頭を低く、地面を這はうような前ぜん傾けい姿し勢せいで、こちらへ真まっ直すぐに向かってきた。それは想そう定てい外がいの急きゆう加か速そく。

　暁あき奈なの繰くり出した火か球きゆうは、相手の頭上ギリギリをかすめていった。

「おまえは──」

　その正体に暁奈が気づくと同時に、白いボーパルバニーは変身した。

　いや、変身を解いたのだ。

　目の前に迫るのは、学生服に身を包み、手には黒い刀かたなを構えた男の姿。

「覇は鳥とり軍ぐん司じ!!」

「騙だまして、悪かったな」

　あのボーパルバニーは、軍司が《マテリアライズ》によって黒くろ兎うさのスキルを借りたものだったのだ。

　そのことを理解したとき、暁奈の胸には深々と刃やいばが突き刺さっていた。

「くっ……こんなことで……」

　暁奈は反はん射しや的てきにその刃をつかむ。

　それ以上、深く刺さるのを防ぐためだが、抜き取るには力が足りない。

　手のひらに激痛が走るが、それでも歯を食いしばり、暁奈は懸けん命めいに抗あらがう。

「やめろ、痛みを長引かせるだけだぞ」

「うるさい……！」

　たとえＡＰアルタプレイヤーであっても、身を切り裂く苦痛は本物と変わらない。

　ＨＰヒツトポイントはみるみる減っていく。

　だが、この手を放せば、心臓を貫かれて……バトルからリタイアしてしまう。

　それだけは絶対に嫌だった。

　痛みの余あまり、暁奈は意い識しきが朦もう朧ろうとしてきた。まるで悪あく夢むの中にいるかのよう。

「どうして栄え楠くすを置いて、一人で来たんだ？」

「あんたに栄楠兄にいを傷つけさせたくないからだ！」

　そんなのは当たり前のことじゃないか。

　疑問に思う、軍司のほうがおかしい。

「栄楠が傷つく……？」

　視界はにじみ、霧笛のような耳鳴りが聞こえる中で、遠くに声を聞いた。

　誰の声だろう。

　わからないが、どこかで聞き覚えがある。

　ずっと兄弟きようだいだけで生きてきた暁奈には、声を憶おぼえるほど付き合いの深い人間は少ない。

　では、きっと……これは仲間の声なのだろう。

「いいえ……そんなことあるはずない。栄え楠くす兄にいは傷ついたりしない」

　薄れる意い識しきの中で、暁あき奈なは自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

　さっき、自分はなんて馬ば鹿かなことを言っていたのだろう。

　栄楠を傷つけられる者なんて世界にいるわけがない。

　これはきっと悪い夢だ。

「だって、栄楠兄は想おもいの弱いやつには、絶対に負けない……無敵の……私の勇ゆう者しやなんだから……」





　　　　　◆◇◆






『暁奈のＨＰヒツトポイントゼロを確認。バトルリタイアです！』

　暁奈は、最期まで刀かたなを手放さなかった。

　刀をつかんだまま、軍ぐん司じに頭をもたせかけるように意識を失っている。

　軍司はそのまま動こうとはせず、暁奈の残した言葉を思い返していた。

「想いの弱いやつには負けない……？」

　その一言に、栄楠が無敵である秘密が隠されているのではないか──




「軍司くん……妹を寝かせてあげてくれませんか？」




　倉庫の資材の影から、六ろく波は羅ら兄弟きようだいの九く喜きが現れた。

　その接近は軍司も《フィールドコントロール》で察していたため、驚きはしない。

「……わかった」

　言われた通り、ゆっくりと暁奈の身体からだを床に横にしてやる。

「ありがとう」

　トーナメントの優勝を決めるバトルの最中だというのに、九喜は穏やかな表情で軍司に頭を下げた。

　警戒心はまったく感じられない。あまりに隙すきだらけの姿。

　そのことで軍司は、ずっと疑問に思っていたことを確信した。

「九喜……おまえ、まだ治っていなかったのか」

「初めて会ったときに比べれば、だいぶ良くなったよ。まだ見えるもの、聞こえるものが曖あい昧まいなときもあるけどね」

　はかなげな笑みを浮かべる九喜。

　確かに、昔はあんな表情さえ出来なかった。

　量子の声からアルタリアリティの意い志しを汲くみ取とろうとした覇は鳥とり総そう造ぞうの実験において、最大の犠ぎ牲せい者しや──それは、この六波羅九喜だった。

　意い識しきはあっても、外部の刺し激げきを正常に感じ取れない。

　感かん覚かくを研ぎ澄ませるための度重なる投薬が、彼の心に多大な悪あく影えい響きようを与えていたのだ。

「だから、いつもバトルに参加しなかったんだな」

「ボクはただの数合わせだからね。『ドラクエⅡ』でも、次男の勇ゆう者しやは役立たずだから」

「そうか……」

「それでもここにいるのは、ボクにしかできないことがあるから。たったひとつだけ、仲間の役に立てるスキルを持っているから──」

「そんなスキルは使わせない……！」

　軍ぐん司じと会話を続ける九く喜きの背後に、突然、黒くろ兎うさが現れた。

「あなたを倒たおせば、あとは栄え楠くすだけ……」

　黒兎は九喜に向けて拳こぶしを振りかざすが……それはあまりに弱々しい動きだった。

　九喜は、ほぼ無む表ひよう情じようでその腕を受け止める。

　黒兎はぐったりとして、ふりほどこうともしない。

　もはや敵である九喜に支えられているようなものだ。

「……どうして、この子はこんなに熱いの？」

　不思議そうに首をかしげる九喜の反応を見るまでもなく、黒兎の肉体が限界に来ているのがわかった。

　暁あき奈なの迎げい撃げきを受けて、サイドワインダーは撃墜された。

　そのとき、黒兎は暁奈へ奇襲を仕掛け、一方、軍司は墜落するサイドワインダーの機体と共に倉庫に入り込んだのだった。

　それはすべて、軍司がボーパルバニーに成りすまして、暁奈の不意を打つための作さく戦せん。

　だが、黒兎は暁奈を軍司の元におびき寄せるため、限界を超えてクロックアップを使ってしまったのだ。

　九喜に支えられながら、黒兎は熱病に浮かされるように荒く息をついている。

　いくらバトルには参加しないという九喜でも、この無む防ぼう備びな黒兎ならば倒すことができるだろう。

「黒兎、リタイアしろ！」

　もうこれ以上のバトルは続行不能。

　ならば、目の前で黒兎が苦しむ姿は見たくない。

「お兄ちゃん、馬ば鹿かいわないでよ……まだ、私は戦えるよ」

　そんな言葉とは裏腹に、黒兎は変身を維い持じすることすらできず、ボーパルバニーから中学の制服姿へと戻っていく。

　すると、九喜はそんな黒兎を見下ろしながら、ゆっくりと片手を上げた。

「やめてくれ、九喜！」

　軍司は叫ぶ。

　ところが、九喜が手を上げたのは攻こう撃げきのためではなかった。

「運うん営えい委い員いん会かい、ボクはこのバトルをリタイアするよ」

「なんだって？」

「その代わり、黒くろ兎うさ、きみもリタイアをしてくれ。これで条件は五分だろう？」

「九く喜き……どういうつもりだ？」

　軍ぐん司じには九喜の申し出の意味がわからなかった。

　この状じよう況きようでのリタイアなど考えられない。いくら九喜が強力なスキルを持っていたとしても、一度、リタイアしてしまえばもうこのバトルでは使えないのだ。

「聞こえているんだろ。運営委員会、ボクのリタイアを認めてくれ」

　九喜の呼びかけのあと、しばらくしてフィールド全体をフォローするように設置されたスピーカーからアナウンスが響いた。

『九喜のバトルリタイアを受理しました』

「さあ、軍司くん……この子を休ませてやってくれ」

　九喜にうながされて、軍司は我に返った。

　黒兎の元に駆け寄り、九喜の代わりに抱きかかえてやる。彼女を一刻も早く休ませてやりたいというのは、当然、軍司も同じ気持ちだった。

「黒兎、ありがとう。もう十分だ」

「私……お兄ちゃんの役に立てた……？」

　その身体からだは、驚くほど熱い。どれだけ黒兎が無理をしていたのか……軍司は込められるだけの感かん謝しやを込めて、黒兎の耳元でハッキリと答えた。

「もちろんだよ」

「じゃあ……リタイアして、少し休ませてもらうね……」

　黒兎の意思を確認すると、軍司は叫んだ。

「こちらも黒兎はリタイアだ。受理してくれ!!」

「ごめんね……お兄ちゃん……」

『黒兎のバトルリタイアを受理しました』

　リタイアを受理するアナウンスを聞いてから、黒兎はゆっくりと目を閉じる。

　そんな軍司たちに九喜が声をかけてくる。

「彼女のことは、ボクが診みているよ。暁あき奈なもここにいるしね」

「九喜、それでおまえはいいのか？」

「リタイアしたら、もう敵なんかじゃない」

「栄え楠くすたちとはずいぶん違うんだな」

「そうだね。でも、兄さんがなにをしたいのかはよくわかっている。このトーナメントに優勝したあと、兄さんはアルタリアリティの真実を世界に伝えるつもりだ」

　九喜は小さな声で語った。おそらく、フィールド内に設置されたマイクに声を拾われないように気をつけているのだろう。

「アルタリアリティのことを……？」

「そして、誰にも気づかれず、世界を好き勝手に改かい変へんさせた人物──魔ま王おうとして、覇は鳥とり軍ぐん司じの正体を告こく発はつする」

「確かに、俺は魔王と呼ばれてもしかたないのかもしれない」

　その九く喜きの言葉は、事じ実じつであり、軍司も甘んじて受けるつもりだ。

　だが、いまだ疑問も残っていた。

「そして、兄さんは魔王を倒たおした勇ゆう者しやとなるんだ」

　そこが軍司にはわからない。

「すでにおまえたちは、世界中に『最さい強きよう』の『勇者』として認められているじゃないか。それ以上に何を望のぞむんだ」

「ただの勇者じゃない。魔王を倒した勇者だよ」

「それがどうした。なにが違う」

「いいかい……魔王を倒したら、勇者の役目はおしまいだ。それこそが兄さんの望みなんだ。魔王が消えて、勇者のいらない世界。それは平和な世界ってやつじゃないのかな」

「そんなのおかしいだろう！」

　たとえ軍司やアルタリアリティが消えたとしても、世界が平和になるわけがない。

　魔王を倒して、世界が救われる……そんなのは、ゲームの中だけの話だ。

　すると、九喜は少し困ったような、ぎこちない笑みを浮かべた。

「そんなことはわかってる。でもね、ボクらは、あのガラスの部屋の暮らしでとっくにおかしくなっている。兄さんは、ただ『ドラクエⅡ』のように、このゲームをクリアーしたいだけなんだ。そうしたら、すべてが終わると思っている」

「なぜ、栄え楠くすはそんな……」

「覇鳥総そう造ぞうのせいだよ。あの男はボクらは世界を救う勇者なんだと教育した。『ドラクエⅡ』はそのテキストのひとつだ。そうやって、ボクらを納得させて、量子の声に耳を傾けるようにした」

　軍司はオメガコンプレックスの社長となって、覇鳥総造が秘密裏に進めていた、量子の声に関する計画についてもだいたいつかんでいた。

　その計画の過程で、あの男が六ろく波は羅ら兄弟きようだいに洗脳に近い教育を施したことも知っている。

　自分の言うなりになる実験体を作り出すため、未成熟な子供の正義感を刺し激げきして、安っぽい勇者像を植え付けた。六波羅兄弟の中では『ドラゴンズクエイクⅡ』のようなファンタジーの勇者物語は現実であり、本気で目指すべき理想像であったのだ。

「だけど、そんなのはもう昔の話じゃないか！」

　覇鳥総造が教え込んだことなど、すべて偽りだということは、ガラスの部屋から出て、外の世界を見たのならわかるはず。

「ボクらが、あそこでどれだけの時間を過ごしていたと思うの。そんな簡単に切り替えられるものじゃない。けれど、このトーナメントは大きな区切りとなるだろう。だから、どんな手を使っても、兄さんはきみと戦いたかったんだ」

「それで美み優ゆを殺したっていうのか！」

「きみを本気にさせるには必ひつ要ようだった。おかげで、きみは『最さい強きよう』である兄さんと互角にバトルを戦っている。その強さは魔ま王おうに相応ふさわしい」

「くっ……！」

　軍ぐん司じは歯を食いしばり、怒りの言葉を飲み込んだ。

　六ろく波は羅ら兄弟きようだいは、覇は鳥とり総そう造ぞうの実験の犠ぎ牲せい者しや。しかも、それは軍司たちによる本番の練習台でもあったのだ。もしも、順番が違えば、軍司たちがあのガラスの部屋に閉じ込められていたのかもしれない。

　そんな彼らが、過去との決別のためにこのバトルが必要だというのなら……アルタリアリティを手にしてしまった者として、軍司はそれに応こたえてやる義務があるのかもしれない。

　ただし、その決着が、栄え楠くすの望のぞみ通りになるとは限らない。

　いくら魔王と呼ばれようと、勇ゆう者しやに負けてやるつもりなどいっさい無かった。





　　　　　◆◇◆






『暁あき奈なと九く喜きが連続してリタイアしたことで、栄楠チームはリーダーの栄楠のみ。対して、軍司チームには軍司と、天あ衣いが無傷のまま温存されています』

『九喜のリタイアは意外とも言えるし、やっぱりという感じでもあったね』

『ただ、ここにいるすべてのファンたちの予想に反して、現在、軍司チームが有利にバトルを進めている状じよう況きよう……社長はどう見られますか？』

『残ったメンバーの数よりも、軍司の攻こう撃げきがあの栄楠に通じているところが大きいよね』

『おっしゃるとおりです。これまで鉄壁を誇ほこっていた栄楠でしたが……いったい、なぜ軍司の攻撃は通じたのでしょう？』

『さてねぇ、きっと軍司本人にもわかっていないんじゃないのかなぁ？』




　天衣は放送席の解説を聞きながら、開始直ちよく後ごに移動をした駐車場の植え込みに、ずっと潜み続けていた。

「黒くろ兎うささんを回復できなかったなんて……」

　このバトルでの自分の役目は《メディカルライフル》のヒーリングショットによるＨＰヒツトポイントの回復役だ。

　できることならば、黒兎がリタイアする前に駆けつけ、回復してあげたかった。

　黒兎は仲間となって日は浅いが、軍司との付き合いは誰よりも長い。そして、軍司を想おもう気持ちだって、チームの誰にも負けていない。

　それだけに無む茶ちやをしないか、天衣は心配だった。

　彼女の使うクロックアップは、身体からだに負担がかかりすぎる。

　きっと、黒兎は限界を超えても、軍司のために戦うことだろう。

　その苦痛を和らげてあげるスキルが自分にはあるというのに、こんなところに釘くぎ付づけにされている状じよう況きようを呪のろいながら、天あ衣いは駐車場の様子をうかがい見る。

「まだ動いていない……」

　バトル開始直ちよく後ご、軍ぐん司じと激闘を繰くり広ひろげた栄え楠くすであったが、暁あき奈なが乱入して移動したあと、なぜかその場所を動く気け配はいがなかった。

　まるで、何かを待っているかのように、ぽつんと一人で立ったまま。

　チームの中では最弱の防ぼう御ぎよ力りよくである天衣は、無む闇やみに身をさらして危険を冒すことはできない。これはバトル開始時に、軍司に強く指示されたこと。

　あんなところに栄楠に陣取られてしまっては、天衣もこの場から動くことができなかった。ただ、栄楠ほどのＡＰアルタプレイヤーが、こちらを警戒してあの場に待機しているとは考えづらい。

「だったら、なんで動かないの……？」

　軍司や黒くろ兎うさが戦っているというのに、自分だけがなにもできずに、ただ待ち続けるもどかしさ。天衣にとって、それは身を切られるほど辛つらいこと。

　それでも天衣が我慢できたのは、栄楠がここにいる以上、いずれここが主戦場となることがわかっていたからだ。

　そのとき、天衣のＰＤＳに軍司からのメールが届いた。

　いよいよ待ちに待ったときが来た──意気込んで、天衣はすぐさまその内容を確認する。

　簡潔に書かれた状況報告。

　その内容をむさぼるように読んでいた天衣だったが、最後に意外な一文を見つける。

「まさか……軍司さんが、あの？」





　　　　　◆◇◆






　これで残る相手は栄楠のみ。

　いよいよ長かったアルファトーナメントも正念場だった。

　軍司はゆっくりとした足取りで、栄楠のいる駐車場へと戻る。

　押し寄せる波のような大声援。

　その中で、栄楠は軍司が到着するのを待っていた。

　なぜ、栄楠があの場を動かないのか、軍司にはわかる気がする。

　なにも遮さえぎるもののないこの広いフィールドで、大だい観かん衆しゆうの目の前で堂々と戦い、「最さい強きよう」の名の下に魔ま王おうを倒たおす。

　それこそが栄楠の狙ねらいなのだ。

「覇は鳥とり軍司、隠れもせずによく来たな」

「おまえこそ、俺を視界にとらえた時点で攻こう撃げきできたんじゃないのか？」

「そんな戦い方は勇ゆう者しやに相応ふさわしくない。互いの想おもいが届く距離でやり合いたかった」

「たったひとりになったのに余裕じゃないか」

「ああ、嬉うれしくてな」

「嬉しい？」

「ようやくラスボスとの戦いなんだ。心が震えて当然だろう」

　その栄え楠くすの言葉が皮肉などではなく、本心からであることは目を見ればわかった。

　相変わらずの無む表ひよう情じようであるが、目にはその内側で血を沸き立たせているかのような輝きを宿している。

　この瞬しゆん間かんを待ち望のぞみ、そして勝ちを疑わない、まるで少年のような目だった。

　最さい強きようでありながら、そこにはおごりも油断もない。

　それどころか、こちらをラスボス並の強敵と思って挑んでくる勇ゆう者しやが相手とは──

「どっちがラスボスだよ……」

　まさしく最後のバトルに相応ふさわしい相手だ。

　軍ぐん司じは刀かたなを握にぎる手に力を込める。

　黒い刀身に、スミレ色に輝く刃やいばを持った日本刀。

　サイドワインダーは暁あき奈なに撃破されたため、しばらくは使えない。いまは、この一振りの刀が頼りだ。

「さあ、かかってこい」

　栄楠の戦い方はわかっている。

　まずはこちらの攻こう撃げきを受ける。

　そして、敵のターンが終わり、自分のターンが来たところで回避不能の強力無比の反撃を仕掛けてくるのだ。

　その攻撃は、下手をすればたった一いち撃げきで軍司のＨＰヒツトポイントをゼロとするだろう。

　まるで、ゲームバランスの悪いＲＰＧの即死攻撃のようだ。

　軍司が攻めあぐねていると、栄楠が口を開いた。

「そっちが動かなくても、いずれこちらから攻撃できるようになるぞ」

　静かな怒りを感じさせる、低い声での警告。

　そんなつまらない作さく戦せんで、この勝しよう負ぶを穢けがすなということなのだろう。

「わかっている……いくぞっ!!」

　覚悟を決めて、軍司は栄楠に斬きりかかる。

　相手の反撃を無む視しして、攻撃のみに意い識しきを集中させた一撃だ。

　刀身の軌跡を追うように、ヴァイオレットリングが幾重にも重なって輝くと、軍司の手の中の刀は意い志しを持った猛獣のように勢いを増まして、栄楠を目掛けて振り下ろされた。

　自身ではなく、ヴァイオレットリングによって刀のみを加速させたのだ。




　ギィィィィン!!




　耳をつんざく金属音。

　腕に伝わってきたのは、感かん覚かくが麻ま痺ひするほどの強いしびれ。

「なっ!?」

　軍ぐん司じの刀かたなは栄え楠くすをとらえることはなかった。

　いや、正確にいえば、栄楠の身体からだに刀が届かなかったのだ。

「なにを驚いている？」

　栄楠は両手で剣を支え、軍司の一いち撃げきを受け止めていた。

『なんと……あの栄楠が防御しました！』

　アナウンサーの叫びは、一字一句、軍司の心境をなぞるものだった。

　攻こう撃げきを剣で受け止める。

　そんな当たり前のことが、軍司にとっては心をへし折るほどの衝撃であった。

「くっ……!!」

　だが、軍司は闘志を奮い起こし、しびれる腕に力を入れて、受け止められた刀をさらに押し込もうとする。

「いいだろう、受けてやる！」

　栄楠もこのつばぜり合いに乗ってきた。

　刀と剣が軋きしみ、互いの力と力がぶつかり合う。

「おまえのターンにはさせない！」

「……この力は、やはり強化タイプのＡＰアルタプレイヤーだな」

　天あ衣いの分析では、シミュレーションゲーム『信長の栄光』を由来とした《フィールドコントロール》のスキルを持つ軍司は、改かい変へんタイプのＡＰであった。地ち形けいや、対象の位置などを把握する、世界に干渉する力を持ったＡＰのことだ。

　だが、記き憶おくを改変される以前、軍司は『ワイルドハンター』を由来としたＡＰであった。そのときはモンスターと生身で戦えるハンターのように、自身の身体能力を向上させる、強化タイプのＡＰ。

　二つの人生で、二種類のＡＰになったこと。

　それが、軍司が《フィールドコントロール》と《マテリアライズ》という二つのスキルを持つ理由だ。

「おかげでおまえとも渡り合える！」

「その力は、俺と美み優ゆのおかげだと思え」

「なんだとっ、美優を殺しておいて何を言う!?」

「おまえは『憎しみ』によってアップデートされたＡＰ──その異質な力こそが、魔ま王おうの本質だ！」

　オメガコンプレックスの社長となった軍司は、望のぞみの力によってＡＰを誕たん生じようさせた。

　だが、それに反するものが一人だけいる。

　美優を殺した栄楠への憎しみによって、記憶を失いながらも再びＡＰへと改変された、覇は鳥とり軍司。

　いや、それだけではなかった。

　記き憶おくを取り戻した軍ぐん司じは、はっきりと思い出せる。

　すべてが始まった、あの研究室。

　軍司が、栄え楠くすたちの前でアルタリアリティにぶつけた最初の想おもい──それは父親と呼んできた覇は鳥とり総そう造ぞうに裏切られたことへの「憎しみ」だった。

　アルタリアリティはそれを受け止めて、世界を改かい変へんさせた。

　覇鳥総造を消し去り、軍司に父親など不要となるほどの権けん力りよくを与えた。

　栄楠と美み優ゆからすれば、そんな軍司の姿はいずれ魔ま王おうとなることを予感させるものであったろう。

「それがどうした！」

　想いがＡＰアルタプレイヤーの力となるのなら──それで、美優を助けられるのなら、軍司はどんな感情でも利用する。たとえ、それが憎しみであってもだ。

「おまえでは勇ゆう者しやになれない。それでは世界を救えないということだ！」

　そんな軍司の気迫を、栄楠は身体からだをさばくことによって受け流した。

　栄楠の剣を、刀かたなが斜めにすべり、勢い余あまって軍司はよろけてしまう。

　すぐさま軍司の脇をすり抜け、栄楠は背後に回った。

　軍司が栄楠を追って振り返る直前、背中に氷の刃やいばを突き立てられたような感かん覚かくがした。

　これがただの直感ではないことはわかっている。

　この感覚こそが、栄楠のターンとなる前兆。

　栄楠が攻こう撃げきの意い志しを決定して、こちらがターゲットとして狙ねらわれたという証あかしだ。

「《ザ・メイアー》!!」

　迷うことなく、軍司は流る音ねのスキル《ザ・メイアー》を発動させる。

　これは軍司の奥の手。《ザ・メイアー》の使用は軍司にとって負担が大きく、流音のように建物を生み出すなんてことはとても無理だ。

　だが、すでにある構こう造ぞう物を変化させることくらいならば、軍司にだってできる。




　ガガガガガッ!!




　軍司と栄楠との間を遮さえぎるように、地中から太い鉄てつ骨こつが現れた。

　このフィールドは海に浮かぶメガフロートという超大型浮体式構造物の上にある。すなわち、軍司たちの足元にあるのはただの大地ではなく、鉄骨と浮きによって組み立てられた人工物。軍司はそんな鉄骨を《ザ・メイアー》によって変化させたのだ。

　これならば、軍司への負担も少ない。

　並び立つ鉄骨──もちろん、こんなもので栄楠を封じられるとは軍司も思っていない。

　軍司の本当の狙いは、栄楠の視界を遮ること。

「そんなものが、おまえの奥の手か！」

　鉄てつ骨こつによって遮さえぎられた向こう側から、栄え楠くすの声がハッキリと聞こえた。

　その直ちよく後ご、軍ぐん司じは鉄骨を易やす々やすと突つき抜ぬける閃せん光こうを見た。

　視界が真っ白になると同時に、身体からだの感かん覚かくが失われる。

　それなのに、激しい悪寒がするようだった。

　押し寄せる虚脱感。自分を構成するなにもかもがバラバラとなって、霧散していく。

　これは死の感覚だった。

　いくら抗あらがおうとしても、なにも変わらない。いや、変えられない。

　手も、足も、それどころか心さえも動かせない。

　恐ろしくてしかたないのに、自分の意い識しきが闇やみの中に沈んでいくことに逆らえず、深い、深い、深しん淵えんへと落ちていく──




「軍司さん!!」




　その声は電でん撃げきのように軍司の身体を貫いた。

「──天あ衣い!?」

　声を出すことはできなかったが、軍司は心の中で叫んだ。

　同時に、失われたはずの全身の感覚が、一気にバチバチと音を立てながら目を覚ましていく。

　それは深い海から、太陽の輝く水面へと浮上──いや、噴火するようでもあった。

　落ちかけていた深い淵ふちから、天衣が軍司を引っ張りあげてくれた。

　さらに続けて聞こえてきた、彼女の声。




「《ヒーリングショット》！」




　感覚を取り戻したものの、まだ冷え切っていた身体に、今度は熱いたぎりが甦よみがえった。

　薄らいでいた意識が明めい確かくとなり、最初に軍司が耳にしたのは、立ち並ぶ鉄骨が轟ごう音おんを上げて倒たおれる音だった。

　ハッと目を開くと、真ま横よこに両りよう断だんされた鉄骨の向こうに、剣を振り下ろしたままの姿勢で栄楠が立っている。剣先には焦こげた空気の臭においをまだ纏まとわせたまま……

「回復スキルか。いい仲間を持っているな」

　死の淵に落とされてから、ずいぶん経たったように思えたが、それはほんのわずかな間であったらしい。

「……ターゲットを決めるのは目じゃなかったのか」

　鉄骨で視界を遮る作さく戦せんは、バトル開始直後に、黒くろ兎うさの不意打ちによって栄楠の攻こう撃げきが不発に終わったことからひらめいたものだった。

　栄楠の目をそらせば、攻撃は防げると思ったのだが……

「もちろん、最初は目でとらえる必ひつ要ようはある。だが、一度、相手を認識すれば、ダメージを与えるのは、俺の『こうげき』するという意い志し──敵を倒たおすという想おもいの力だ。どこに隠れようとも関係ない」

　すでに軍ぐん司じはターゲットとしてとらえられている。

　となると、視界ではなく、栄え楠くすの攻こう撃げきしようという意い識しきをそらさねばならないということだ。

　まるで鍛えられた鉄のような栄楠を相手に、そんなことが本当にできるのか？

　失敗すれば、再びあの一いち撃げき必殺の攻撃を受けることになる。

　しかも、問題はそれだけではない。

「回復スキルは、あと何度使える？」

「さあ、どうだろうな……」

　天あ衣いのヒーリングショットの残ざん弾だんは、あと一発。

　強力な回復スキルには回数制限という弱点があることを、栄楠もわかっているらしい。

「たとえ、あと何度使えようが、その前におまえの心のほうが折れるだろうがな」

「…………！」

　死の衝撃は、軍司に見えない傷を残している。

　あの感かん覚かく、何度も経験できるものではない。

　いまはなんとか気合いで奮い立たせているが、少しでも気を抜けば、みっともなく足が震え出しそうになる。もう一度、あの冷たい死の淵ふちに叩たたき込まれれば、たとえＨＰヒツトポイントが回復しても戦う気力のほうを根こそぎ奪われかねない。

　ヒーリングショットの回数制限よりも、自分の気持ちのほうが問題だった。

　だが、栄楠は臆おくして勝てる相手ではない。

　ならば残されたのは、背水の陣。

「天衣、来てくれ！」

　抜き身の刃やいばそのものである栄楠の前に、無む防ぼう備びとも言える天衣をさらけ出す。

　それは、あまりに無謀な賭かけ。

「はいっ、軍司さん！」

　だが、天衣は迷わず軍司の策に応じてくれた。

　メディカルライフルを構えたまま、天衣が駐車場の植え込みから姿を現す。

　近すぎず、遠すぎず。狙そ撃げきをするにしても、連れん携けいプレイのための意志疎通をするにも、最適の距離を保っている。

「まさか、標的を増やそうというつもりじゃないだろうな？」

「おまえの狙ねらいは、魔ま王おうなんだろ!!」

　再び、軍司は栄楠に攻撃を仕掛ける。

　コマンド戦闘にならうならば、こちらのターンというやつだ。

　栄楠は剣を正面に構え、こちらの攻撃に備えていた。

　驚くほど、基本に忠ちゆう実じつな対応だが……そこに軍ぐん司じは、勝利への可か能のう性せいを見出みいだしていた。

　これまであらゆる攻こう撃げきを無む防ぼう備びに受けてきた栄え楠くすが、どうして軍司の刀かたなに対しては警戒するのか？

　そのことを確かめるには、まずは攻撃を当てねばならない。

　動作モーシヨンの派手な大おお技わざでは、さっきの攻撃のように栄楠に受けられてしまうだろう。

　ならば黒くろ兎うさのようにスピードで圧倒するしかない。

「だぁぁっ!!」

　冬ふゆ鹿かに仕込まれた剣技を駆く使しして、栄楠に挑む。

　だが、栄楠は易やす々やすとこちらの攻撃を受け止める。

　いくらスピードを上げても、防御に徹する栄楠の剣を打ち破ることはできない。

　その動きは、冬鹿に匹ひつ敵てき──いや、それ以上かもしれない。

「俺は戦士のＡＰアルタプレイヤーだ。そんな付け焼き刃の攻撃が通じるものか」

　栄楠はうるさそうに軍司の刀を大きく剣で払いのけた。

　完全に力負けをして、軍司は後ろにはじき飛ばされてしまう。

　このような正面からの戦いになると、戦士としての地力の差が明めい確かくとなる。

　ストイックなまでに、剣で戦うことしか選ばなかった栄楠には、生なま半はん可かな太た刀ち筋すじでは敵かなわない強さがある。

　やはり栄楠は「最さい強きよう」の名に相応ふさわしい。

　それは認めざるを得ない。

「では、こちらのターンだ……」

　またもあのむき出しの殺さつ気きが、軍司を襲う。

　天地を裂くような強きよう烈れつな一いち撃げきと、さきほど垣かい間ま見みた死の淵ふちを思い出せば、身がすくむようだった。

　だが、軍司は両足を踏みしめ、大きな声で叫んだ。

「黒こく龍りゆうの攻略だっ！」

　そして、右手の刀を腰の位置、斜め後ろに構える。

　居合抜きに近い型だ。

「斬きり合うつもりか？」

　軍司の動きを見ても、栄楠の表情に変化はない。

　いまや栄楠は引き絞られた弓と同じ。

　あの構えを取った栄楠には一分の隙すきもなく、いつでも必殺必中の一撃を放つことができる状態。軍司がどんな動きをしても反応できるからこその、その落ち着きだろう。

　時間にすればごくわずかなものだったはず。

　一呼吸の合間。

　魂たましいを握にぎりつぶすような殺気に、ほんのわずかな揺らぎがあった。

　構えられた剣が光を浴びて、きらりと瞬くような、そんな刹せつ那なの瞬しゆん間かん。

　栄え楠くすが、顔をわずかにのけぞらせた。

　次の瞬しゆん間かん、思考するよりも早く、軍ぐん司じは腰に構えた刀かたなを抜き放った。

　この連れん携けいプレイは軍司にとって何年ぶりかであったが、身体からだにすっかり染みついている。




　ヒュンッ！




　真ま横よこ一文字の一振り。

　風鳴りを上げて繰くり出された刀の切っ先は、顔をのけぞらせ、がら空きとなった栄楠の喉のどを切り裂いた。

「なっ……!?」

　栄楠の殺さつ気きが一気に霧散していく。

　起死回生の一太刀の隙すきを生み出したのは、防御から攻こう撃げきへと移ろうとした栄楠の心の虚をついた、まさしく神業のような天あ衣いの牽けん制せい射しや撃げきのおかげ。

　一瞬の隙を逃さないコンビネーション。

　だが、軍司には、天衣と二人ならばそれが可か能のうだとわかっていた。

　バトル開始直前、天衣がインストールしてくれた『ワイルドハンター』の仲間リストに表示されたキャラクターネームを見て、初めて軍司は気がついた。

　軍司がアルタリアリティと出会う前から、天衣はずっと仲間だったこと。

　顔こそは知らないが、一緒に何度も黒龍モアボルケスを討とう伐ばつしてきた、この上なく息の合った仲間──エンジェルこそが、天衣だったのだ。

　この攻防は、ほんの刹せつ那なの出来事。

　だが、そこに込められた軍司の想おもいは、ここに至るまでの時間をすべてを凝縮したもの。

　それは攻撃を受けた栄楠が一番わかっているはず。

「おまえの想いが、俺を超えた……？」

　栄楠の目には、ただそのことへの純じゆん粋すいな疑問のみが浮かんでいた。

　想いこそが、栄楠の強さの秘密。

　それは、このバトルで暁あき奈なが教えてくれた。

『栄楠は傷つかない』

『想いの弱い者には負けない』

　その言葉の意味は、想いで上回らねば、栄楠にダメージは与えられないということ。

　想いがＡＰアルタプレイヤーの力となる。

　それを最も体現しているＡＰ──それが栄楠だったのだ。

　それでも、もし軍司が栄楠以上の想いをもってぶつかれば、それを打ち破ることは可能。

　だから、暁奈は栄楠がダメージを受けているのを見て、軍司の想いの強さを知り、あれほど動揺したのだ。




　ドシャッ……




　ゆっくりと地面に膝ひざをつくと、栄え楠くすは喉のどを押さえ、か細い声で問いかけてきた。

「覇は鳥とり軍ぐん司じ……その強さは、憎しみからか？」

「どんな理由があったとしても、おまえは美み優ゆを殺した。そのことは絶対に許さない」

「そうか……」

「けれど、記き憶おくを取り戻してからは、お前と戦いたいと思っていなかった」

「なんだと？」

「俺の想おもいはひとつだけ。美優を救いたい。また会いたい。歌を聞きたい。話がしたい。手で触れたい……そんな美優への想いを抱えて戦ってきた。おまえへの憎しみは、そんなたくさんある想いのひとつでしかない」

「それだけで、俺の想いを超えたのか！　どうしてだ!?」

「俺はおまえみたいに見えていないもののために戦っていない」

「いいや、俺は平和な世界を──」

　栄楠がずっと貫き通してきた想いならば、軍司にもわかっている。

　アルタリアリティに望のぞみ、最さい強きようの軍隊を持つアメリカを始めとした世界の政府に疎まれながらも、無む茶ちやな勇ゆう者しや活動を続けてきた。

　勇者となり、世界に平和をもたらすこと──それは、元々は覇鳥総そう造ぞうによって植え付けられた想いかもしれないが、それでも六ろく波は羅ら兄弟きようだいの心を支え、形作る大事な信念でもあった。

　だが、残酷とわかっていても、あえて軍司は栄楠に問いかける。

「そんなもの、おまえは本当に見えているのか？」

「なんだと？」

「平和なんてもの……おまえにも見えていないんだよ。だから、わかりやすい目標として、倒たおすべき相手である魔ま王おうを欲しがったんだ」

「覇鳥軍司……おまえは、誰もが望む世界を否定するのか？」

「違う、そうじゃない。いくらおまえが勇者でも世界を救うことなんてできない。誰にも一人で世界を背負うことなんてできない。だけど、大切な人、隣にいる人を守ることはできる……そのためなら、いくらでも強くなれる」

「それがおまえとの差か」

「おまえもわかっているはずだろ」

「俺が……？」

「おまえは、俺を本気にさせるために美優を殺した。それは大切な人のためなら、誰でも強くなれると知っていたからだ」

「そうか……そうだな。そんなこと、兄弟たちと一緒にいてわかっていたはずなのに……」

　身体からだを支えていた最後の糸が切れたように、栄楠はうつぶせに倒れる。

　時が止まったようなフィールドの静せい寂じやくを破ったのは、勝利宣言のアナウンスだった。




『栄楠のＨＰヒツトポイントゼロを確認。バトルリタイア──栄楠チームの優勝です!!』






　　　　STAGE:5

　　　　「アルタリアリティ」









「勝てたんですよね……私たち……」

　大だい歓かん声せいの中、天あ衣いが恐る恐るといった足取りでこちらにやってきた。

　まるでなにか壊れやすいものを運んでいるかのよう。

「ああ、勝ったんだ」

「これ……夢じゃないですよね……」

「なに言ってるんだよ──」

　軍ぐん司じはそんな天衣の手を取った。

　そして、顔を近づけ、天衣の目を覚ましてやるつもりで大きな声で告げる。

「俺たちの優勝だ!!」

　その勢いのまま、軍司は天衣を力一杯抱きしめた。

「優勝……私たちが……？」

「そうだ、俺たちが勝ったんだ！」

「勝った……？」

　まだぼんやりしている天あ衣いの身体からだを、軍ぐん司じは両手で持ち上げると、ぐるりとその場を回ってやった。

　フィールドを囲むスタンド席の観客は、すべて総立ちだ。

　数万を超える人々が、軍司の勝利を祝ってくれている。

　この大だい観かん衆しゆうの声でようやく天衣は実感したらしい。

「……軍司さん、私たち勝ったんですね。優勝です！　優勝したんです!!」

　大きく目を見開き、いつになく大きな声で叫ぶと、軍司に覆おおい被かぶさるように首に抱きついてきた。

「そ、そうだ……優勝だっ！」

　改めて軍司はこの勝利の喜びを二人で分かち合うのだが……少し刺し激げきが強すぎだ。

　顔は天衣のやわらかな胸に埋まり、息が吸えないほど。

「ちょっ……天衣……」

「やりましたよ、軍司さ～ん!!」

　だが、感極まっている天衣は構わず、軍司にしがみついたままだ。

「苦しい……苦しい！」

「あっ、すみませんっ!!」

　ようやく天衣が離れてくれたので、軍司は改めて彼女の目を見て、心から感かん謝しやの気持ちを伝える。













「ありがとう、天あ衣い。おまえのサポートがなければ、栄え楠くすには勝てなかった」

　こういうとき、いつも照れくさそうにする天衣だが、今日は違っていた。

「ボスキャラの牽けん制せいは、ずっと私の仕事でしたから」

　たのもしくも思える、凛り々りしい表情で、しっかりとこちらを見て応こたえてくれた。

「まさか、天衣があのエンジェルだったなんて、気づかなかったよ」

「はい……私たちって、特区で出会う前からずっと仲間だったんですね」

　天衣と会ったばかりの頃。彼女が難易度が高く、ヘビーユーザーの多いアクションゲームである『ワイルドハンター』をプレイしていることを意外と思ったことがある。

　あのとき、天衣は「通信協きよう力りよくプレイで一緒に組んでいた仲間がいたから」と答えた。

　その仲間というのが、軍ぐん司じだったのだ。

「軍司さんが『ワイハン』の楽しさを教えてくれたから、私はＡＰアルタプレイヤーになれたんです。そして、そんな軍司さんが、今度は私をこんなところにまで連れてきてくれたなんて──」

「いや、俺が特区に来たばかりのとき、トーナメントに誘ってくれたのは天衣のほうだ。ここには天衣自身の力で来たんだ。俺の力なんかじゃない」

　すると、天衣は嬉うれしそうに満面の笑みを浮かべる。

「じゃあ……私たち、おあいこですね！」

「ああ、仲間だからな」

「仲間……仲間ですか」

「ん、どうした？」

　嬉しそうにしているのは変わらないのだが、天衣の顔からはあの花咲くような笑顔が消えて、なにか言いたげにこちらを見ている。

「あの……仲間とは違った言いかた……なかったりしませんか？」

「ごめん。よくわからないんだけど」

「ですから、そのぉ……」

　すると、そこに関係者用のフィールド出入り口から冬ふゆ鹿かが駆けつけてきた。

「覇は鳥とり軍司[image: ][image: ]っ!!」

「冬鹿、やったぞ!!」

「こんな大勢の前で、天衣様に抱きつくなんて、貴様というやつは！」

「最初の一言がそれかよ!?」

　まあ、それも冬鹿らしいとは思うが。

「だが、今日だけは許してやろう」

　そう言うと、軍司の身体からだを両手でゆっくりと抱きしめてきた。

　ぎこちなくはあるが、それでも力強い。天衣のときとはまた違った感じだったが、冬鹿の気持ちはしっかりと伝わった。

　これまでトーナメントに向けて、時に厳しく、そして献身的にチームを支えてくれた冬ふゆ鹿かだ。たとえ決勝戦に参戦しなくても、この勝利の喜びは、軍ぐん司じや天あ衣い、そして黒くろ兎うさと同じだろう。

「……そうだ、黒兎は？」

「安心しろ。流る音ね様が迎えに行ってくださっている。クロックアップによる負荷の影響は残っているが、無事だそうだ」

　流音は、いつも軍司が思うことを先回りしてフォローしてくれる。

　そして、最後の最後まで、死力を振り絞って戦ってくれた黒兎。

　この四人の仲間がいなければ、この勝利はあり得なかった──




「いいや、違うよ。きみの『憎しみ』が勝ち取ったんだ」




　勝利を満まん喫きつする軍司の気持ちに水を差すモノ。

「ええっ、社長!?」

　天衣と冬ふゆ鹿かが、ついさっきまで放送席で解説をしていた社長のアバターが足元に現れたことに驚きの声をあげた。

　だが、軍司はもうそのくらいで動じることはない。

　黒い猫の姿をした社長──アルタリアリティをにらみつけてやる。

「憎しみだと……おまえになにがわかる！」

「ああ、わからないよ。だから、きみらに戦ってもらい、どちらがより強い想おもいなのかを教えてもらったんだ」

「必要だと？」

「望のぞみは『希望』を生む」

　アルタリアリティは軍司の問いを無む視しして、その長い手で、いまも地に伏したままの栄え楠くすを指した。

　そして、もう一方の手は軍司へと向ける。

「憎しみは『闘とう争そう』を生む」

「なにを言っている……？」

「どちらも人類をステップアップさせるのに相応ふさわしい力。だけど、その二つは相反するもの」

　希望と闘争。

　確かに、その二つは人間を動かす原動力と言える。

「ただ、きみたち人類は『希望』と『闘争』をせめぎ合わせている。一方で平和を望み、一方で争い続ける。おかげで、どっちつかずの存そん在ざいとなってしまい、せっかくのポテンシャルを活いかせず、進しん歩ぽを停てい滞たいさせてしまっている」

「軍司さん……社長は何を言ってるんです？」

　天衣は語り続ける社長を気味悪そうに見つめ、軍司のそばに寄ってきた。

　この会話はフィールドのマイクに拾われ、スタンド席はもちろんのこと、全世界に中継されている。アメリカ大統領よりも認知度の高いオメガコンプレックスの社長が語る謎なぞの言葉に、誰もが戸惑っていた。

「こんなのは戯言たわごとだ。耳を貸すな」

　軍ぐん司じは天あ衣いをかばうように前へと出る。

「いや、本当のことだよ。私はそんな連中を星の数ほど見てきた。やがてはきみたちは、この社会と文明を維い持じできずに緩慢な死を迎えるだろう。とても嘆かわしいね」

「そんな俺たちを、おまえが導くとでも言うつもりか？」

「いや、まだそこまで干渉するつもりはない。きみたちは、希望と闘とう争そうどちらかを選ぶこと──いや、捨てることで大きく進しん歩ぽできる。そうだね……とりあえずの目標は、太陽の寿命を超えるところから始めようか」

「希望と闘争、どちらかを……？」

　ようやくアルタリアリティが望のぞんでいたことがわかった気がした。

　栄え楠くすと軍司。勇ゆう者しやと魔ま王おう。二人は希望と闘争を体現するＡＰアルタプレイヤー。

　だとしたら──

「おまえは、この決勝戦でどちらが優れているかを見定めていたのか！」

「そうだよ。裏切られた憎しみによって父親を消し去り、世界を改かい変へんさせ……大切な人を殺された憎しみで最さい強きようの勇者をも倒たおした。もう、希望と闘争、どちらが強い力なのかは疑いようもない」

　スタンド席に設置された大型モニターすべてに、猫の姿をしたアルタリアリティの顔が大写しとなった。

　それだけではない。

　軍司や天衣、冬ふゆ鹿か……いや、世界中すべてのＰＤＳが勝手に起動をして、その画面にもアルタリアリティの姿が表示された。スタンド席の人々は手元のＰＤＳとモニターを見比べながら、これからアルタリアリティの口からなにが語られるのかを固唾かたずを呑のんで待っている。




「世界は『闘争』を求めている！」




　このアルタリアリティの宣言は、トーナメントの中継と、ＰＤＳを通じて世界中を駆け巡り、何億という人が聞いたことだろう。

　だが、その宣言の意味を真に理解しているのは、ここにいる軍司だけだ。

「トーナメント優勝、おめでとう。きみの望みを言ってくれ。それを叶かなえたあと、この世界を改変する」

「おまえは世界から希望を消すつもりか……」

　それは比ひ喩ゆ的な言葉ではない。

　アルタリアリティならば、人の意い識しきから「希望」という考えそのものを消し去ることも可か能のうのはず。

　この特区が生み出されたときのように、誰にも気づかれることなく世界は改かい変へんされる。

「察しがいいね。そうだよ、希望を消し去り、闘とう争そうのみの世界とする。競い合い、殴り合い、騙だまし合い、踏みつけ合って、人類は未踏の高みへと急ぎ足で登っていくだろう」

　軍ぐん司じにはわかる。

　アルタリアリティの言っているのは、勝ち残れるだけの力を持った個人が、多くの者を犠牲として社会を引き上げていく世界。

「そんなことさせるか！」

「ちょっと前まで、きみたちはその方針で時代を築いたこともあったんだけどね……まあ、いいや。とにかく、きみは美み優ゆを生き返らせたいとだけ望のぞめばいいんだよ」

　それは、あまりに甘美な誘いの言葉だった。

　軍司は息を呑のみ、いままでのやりとりを忘れて、思わずアルタリアリティに問い返す。

「美優は本当に生き返るのか？」

　軍司がずっと求めてきたこと。それが現実となる直前まで来ている。

　頭には美優の姿が思い浮かぶ。

　いまや軍司は、美優のすべてを思い出している。

　海の見える白い家で共に暮らした美優。

　アルタリアリティを手にした軍司を心配する美優。

　そして、何も知らない軍司を守るため、すべてを背負って栄え楠くすと戦った美優。

「ああ……それできみの役目は終わりだ。そのあとは、私がすべてを始める」




　役目が終わる。




　その言葉を聞いて、ほっと安あん堵どする自分がいることに軍司は気づいた。

　アルタリアリティを手に入れてから、軍司の世界は変わってしまった。

　たくさんのものを得たが、同時に背負い過ぎた。

　けれど、これで終わる。

　美優を甦よみがえらせて、すべての重荷から解放される。

　どうせアルタリアリティは、人の記き憶おくさえ改変するだろう。

　そうなれば、きっとなにも憶おぼえてはいない。

　改変された世界を、当然のことのように受け入れられるはず。

　それは、どれだけ楽であろうか。

「そうだ……きみを楽にしてやろう」

　アルタリアリティの囁ささやきは、軍司の心にそっと忍び込んでくる。

　その静けさに、穏やかさに、自分の心の安らぎに気づいた。

　だからこそ、軍ぐん司じはそれに反発する。

「そんなものに、なんの意味がある！」

　ここまで軍司はたくさんの迷いの中を進んできた。

　そして、勝利を手にしたのだ。

　その喜びは、誰に与えられたものでもない。

　迷い、選び取り、自分で手に入れた。

　だからこそ、軍司も天あ衣いも、チームの仲間も、あれほど喜んでくれたのだ。

「たとえ迷っても、俺たちは人に答えを選ばせたりはしない」

「その迷いが、きみたちを衰すい退たいさせているんだ。選べる道は少ないほうがいい。決められた道を真まっ直すぐに進めばいい」

「そんな世界は、人の世界じゃない！」

「……じゃあ、美み優ゆを見捨てるのか。そのためになんでもしてきたのに、いまさら迷っているというのかい？」

「ああ、迷っているさ……」

「覇は鳥とり軍司、きみはそんな弱い人間だったのか。迷いなく突き進むところが、きみのいいところだったのに」

「だけど、迷っているうちはあきらめてもいないってことだ」

　ところが、そんな軍司に対して、アルタリアリティは興きよう味みが失うせたように、くるりと背を向けた。

「もういい。きみは駄だ目めだ。あとは栄え楠くすにやらせよう」

「なんだって!?」

「方針変更だよ。彼を勇ゆう者しやとした世界に改かい変へんする」

　アルタリアリティが振り向いた先には、さきほどのバトルでＨＰヒツトポイントがゼロとなり動けないままの栄楠がいた。

　上半身だけを起こして、栄楠はアルタリアリティと対たい峙じした。

「いまさら、俺になにをさせるつもりだ」

「きみは希望に満ちた、平和な世界を望のぞんでいるんだろう？」

　アルタリアリティの語る、その甘ったるい言葉に、軍司は不気味さを覚えた。

　そして、栄楠もまた軍司と同じことを感じていたらしい。

「おまえからは、俺たちを閉じ込めた覇鳥総そう造ぞうと同じ臭においがする」

「あんなのと一緒にしないでくれ」

　警戒する栄楠の言葉に、アルタリアリティは腕をひらひらさせて応こたえる。

　だが、栄楠の厳しい目つきは変わらなかった。

　たとえＨＰゼロとなり、ＡＰアルタプレイヤーとしての力を失っていても、その眼光だけは衰えていない。

「おまえが望むのは、平和と希望のことしか考えられない世界だろう」

「生命の究極の望みは、種の維い持じのはず。それ以外のことは迷いとなるだけ。進しん歩ぽのため個よりも全体のことを追求する世界にすれば、世界は平和と希望だけとなる」

「そんな世界はアリやハチと変わりない！」

「いや、もっとシンプルだよ。彼らは同族で争ったりもするからね。どちらかと言えば信しん仰こうに近い……勇ゆう者しやを崇あがめて、進歩のために人類すべてが奉ほう仕しする世界だ」

　それは軍ぐん司じに向けて語った世界となんら変わりなかった。

　やはり、アルタリアリティが望のぞむのは、人が人として生きる世界ではない。

　栄え楠くすはそんなアルタリアリティに言う。

「俺は勇者として世界を変えようとしてきた。けれど、なにも世界は変わらなかった」

「おかげで、自分の無力を悟ったろう」

「そうだ……俺は無力だ」

「だったら、私に頼るといい」

「いや、それでわかったことは、世界は……人は、俺やおまえに『変えられる』ものじゃないってことだ。『変えられる』のではなく、一人、一人が『変わっていく』ものなんだ。軍司が俺に勝ったというのは、そういう意味なんだ」

「もしかして、私を否定しているのかい？」

「当たり前だ！　なぜ、俺たちに闘とう争そうだの、希望だのを選ばせようとする？」

　栄楠の叫びを受けて、アルタリアリティは頭をぐらりと揺らした。

　その動作は、まるで遠い記き憶おくを呼び起こしているかのよう。

「…………私の世界は、希望も闘争もないところだった。なぜなら、その二つは世界を変えてしまうから。だから、私はそれらを捨てたんだ。変化せず、維い持じすることこそが、知性体としての究極の進歩だと信じていた。けれど、変化を失うということは無になることと同じ。目を開けたまま死んでいるのと同じだったんだ」

「それでおまえの捨てたものを、今度は俺たちに押しつけようというのか」

「いいや、きみたちにそう望んでもらいたいんだ。私だけの望みでは、世界を改かい変へんできないからね」

「知ったことか。誰もおまえのことを望んではいない。おまえをここに呼んだ覇は鳥とり総そう造ぞうも、もう消えた！」

「だったら、しょうがない。このやりかたは失敗することが多くて気が進まないのだけど……やっぱり、私自身がこの世界を導こうかな」

　その言葉を終えた瞬しゆん間かん、アルタリアリティの垂れ下がっていた右手が一気に伸びて、矢のように栄楠を貫いた。

「なっ……!?」

　軍司は何が起きたのか理解できなかった。

「うぐっ……正体を現したな、アルタリアリティ。本当の魔ま王おうはおまえだったんだ……」

「かもしれないね。さようなら、栄楠」

　アルタリアリティの腕は、栄え楠くすの胸を完全に貫通していた。

「ごふ…………!!」

　あれほどの激戦に耐えた「最さい強きよう」の栄楠が、大量の吐血をした。

　ＨＰヒツトポイントがゼロとなったＡＰは、生身のようにもろい。

　自ら流した血だまりの中に栄楠は無言のまま、音も無く崩くずれ落ちる。

「栄楠……まさか……」

　誰もが呆あつ気けにとられている中、いち早く反応したのは、意外にも軍ぐん司じのそばにいた天あ衣いだった。

「ヒーリングショット!!」

　天衣はメディカルライフルに残された最後のヒーリングショットを、すかさず栄楠に向けて発射した。

　淡く温かい光を放つ弾丸が栄楠の身体からだへと吸い込まれていった。

「いいぞ、天衣！」

　ところが、天衣の顔は青ざめたままだ。

「傷は治りました……けれど……」

　泣きそうな顔でメディカルライフルを抱きしめ、天衣は首を横に振る。

「そんな……嘘うそだろ？」

「栄楠さんの命は、もう消えていて……私の力では……」

　ショックを受ける天衣に追い打ちをかけるように、スタンド席からポツリポツリと悲鳴が上がっていった。

　やがてそれは燃えさかる火のようにスタンド全体に広がっていき、アルファトーナメントのフィールドに集まった観客たちが一斉にパニックを起こす。

　さっきまで放送席で社長と共に実況をしていたアナウンサーが、戸惑いを隠せない声で落ち着くようにと指示を出している。

　そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの最中、騒ぎの原因であるアルタリアリティは、何事もなかったように軍司に話しかけてきた。

「元『最強』の六ろく波は羅ら栄楠は死んだ。あとは、いまの『最強』である覇は鳥とり軍司を殺して、私がその称号を引き継ごう。そのほうがいろいろとやりやすい」

「やはり、魔ま王おうはおまえだったな……」

「そうだったのかもね……これで、きみと私とは敵同士」

「俺は最初からそのつもりだ」

「だから、もう絶対に美み優ゆが甦よみがえることはない」

　その事じ実じつが言葉にされた途と端たん、軍司は身体から魂たましいの半分が奪われたかのような気がした。

　覚悟はしていたはず。

　しかし、だからといってそれがなんになるだろう。

　頭の芯しんが冷たくなり、怒りさえも湧わいてこない。

　バトルの中では、死の淵ふちさえのぞき込んだ軍ぐん司じであったが、いま叩たたき落おとされた闇やみはそれよりもなお深く、冷たかった。

　まるで心が凍り付いたかのよう。

　アルタリアリティはそんな軍司に死刑宣告のように告げる。




「美み優ゆを失っても──きみはまだ戦えるの？」




　以前、黒くろ兎うさは言っていた。

　美優への想おもいがなければ、栄え楠くすには勝てないと。

　その通りだった。

　軍司は美優への想いのおかげで『最さい強きよう』の栄楠に打ち勝つことが出来た。

　では、その想いが失われてしまったら？

　もちろん、戦う意味はある。

　世界のためだ。

　けれど、そこに美優はいない……

　栄楠に勝てたのは、大切な人のためだから。

　世界なんて見えないもののために戦えるのか？

　戦う意味はあっても、軍司の戦う意い志しは完全に打ち砕かれてしまった。

　パニックに陥っているスタンド席の騒乱も、いまは遠い出来事のようだ。

　見えるもの、聞こえるもの、すべてにぼうっとした霞かすみがかかっている。

　これが死に至る病──絶ぜつ望ぼうというものか。




「覇は鳥とり軍司、きみには仲間がいるのを忘れないで」




　そんな冷たい深みにいる軍司に届いた声は、意外な人物からのものだった。

「六ろく波は羅ら九く喜き……？」

　たったいま死んだ栄楠の弟は、兄の亡なき骸がらの脇に立ちこちらを見ている。

　そこに悲しみの色はなかった。

「どうして、おまえはそんな顔をしている？」

　栄楠が死んだというのに、なぜ九喜はあんなふうな顔ができる？

　なぜ、彼は仲間になりたそうにこちらを見ているのだ!?

「『ドラクエⅡ』で、弟の勇ゆう者しやだけにできることって知ってる？」

「こんなときに、なにを……？」

「ボクにはたったひとつだけ仲間のために役立つスキルがあると言ったよね」

「弟の勇者……役立つスキル……」

　古典ＲＰＧ『ドラゴンズクエイクⅡ』において、役立たずとされる次男の最大の特徴。

　軍ぐん司じはひとつ思い当たることがあった。

「それは……リザリクが使えること……？」

　おそるおそる、軍司はその呪文スペルの名を口にする。

　なぜなら、もしも……万が一にも、それが九く喜きのスキルと関係するのならば、奇き跡せきが起こるかもしれない。それだけに、九喜の真意を確かめ、このわずかな希望が本物なのかどうか知るのが怖かった。

　リザリク──それは、『ドラゴンズクエイクⅡ』の弟の勇ゆう者しやのみが使える、死んだ仲間を生き返らせる呪文。専業の魔法使いである妹でも、この呪文だけは習得できない。

　究極の呪文。そして、奇跡。

「そうだよ……ボクのスキルは、その《リザリク》なんだ」

「ほ、本当なのか……？」

　命を甦よみがえらせるスキルを持ったＡＰアルタプレイヤーは、これまで確認されていない。

　それも当然だろう。死者を甦らせるなど、人の死生観を覆くつがえすほどの力。

　もしも実在するとわかれば、ＡＰが誕たん生じようしたときを超えるほどの衝撃を世界に与えることだろう。

　ただ、もしも、死を覆す強力なスキルを持つＡＰがいるとすれば、最さい強きようの六ろく波は羅ら兄弟きようだいの次男、九喜以上に相応ふさわしい者はいない。

　そして、軍司の疑問はすぐに確信へと変わった。

　九喜の足元に横たわっていた栄え楠くすが、まるで何事もなかったかのように身体からだを起こしたからだ。

「九喜……おまえ《リザリク》を、俺に使ったのか？」

「当たり前だろう、兄さん」

「そうか、ありがとう。すまなかったな」

「…………？」

　九喜のスキル《リザリク》の驚くべき効果に言葉を失っていた軍司だったが、同時に栄楠と九喜のやりとりに違和感を覚える。

　栄楠は九喜に感かん謝しやすると同時に、詫わびを入れていた。それは栄楠らしい素っ気ない態度ではあったが、心からの感謝と詫びの込められた言葉であると感じた。

　そんな栄楠の態度に気をとられていると、軍司のＰＤＳから場違いに明るいお知らせ音が鳴る。それは軍司の《フィールドコントロール》に仲間が登録された知らせだ。

「いったい誰が？」

「きっと、ボクらが登録されたんだよ」

「九喜たちが……なぜ？」

「出会ったころ、ボクたちは仲間だったはず。元に戻っただけだよ」

　そう語った九喜のはかなげな笑顔は、軍司が仲間たちのため世界にＡＰを生み出したときとなにも変わっていない。

「じゃあ、俺の《マテリアライズ》にも、九く喜きの《リザリク》が!?」

「うん、きみにボクの《リザリク》を託すよ。だけど、よく考えて……《リザリク》は一生に一度しか使えないスキルだから──」

　九喜はまだ語っている途中だったが、軍ぐん司じはそれが終わるのを待ってはいられなかった。

「考えることなんてあるか！　《マテリアライズ・リザリク》!!」





　　　　　◆◇◆






《リザリク》のスキルを発動させた瞬しゆん間かん。

　軍司の意い識しきはどこかに飛び込んだ。

　そこは、なにもない海原の真まっ直ただ中なかのような、とても広い空間のようだった。

　まわりは真っ暗だったが、光源もないのにハッキリと浮かび上がるものが見える。

「これは……」

　この広大な空間には、ゲーム上のキャラクターセレクト画面のように、たくさんの人たちが整せい然ぜんと並んでいた。

　そこには美み優ゆがいた。

　いや、それだけではなかった。

　本当にたくさんの人々がここにいる。その数は、とても数え切れない。

　当たり前だ……ここには猿人にまで遡さかのぼる、人じん類るい史しにおけるすべての死者が勢せい揃ぞろいしていたのだから。

　ただ、誰かを意識すれば、その人物の姿──それどころか、どんな人物であるかさえ認識できる。

　軍司が消し去ったはずの、かって父と呼んだ覇は鳥とり総そう造ぞうもここにはいた。

　授業で習うような、歴史に名を残した偉人たち。名を残すはずだった、無念の人々。

　目を開く前に命を落としてしまった無む垢くな赤子の横には、非道を尽くして処刑された罪人も並んでいる。

　ここは誰もが平等な場所なのだ。

　そして、おぼろげな記き憶おくの中にしかいない、軍司が幼いときに失った両親までもがいた。

「父さん……母さん……」

　ＡＰアルタプレイヤーはスキルを使うとき、それがどのような効果を持つか自然とわかるようになっている。軍司は《リザリク》を発動させたことで、このスキルの力も理解していた。

《リザリク》に秘められた可か能のう性せいは、いまここにいる人の誰かを生き返らせることだけではない。

　当たり前のことでもあるが、未来においても使えるチャンスはあるということだ。

　軍司の大切な仲間たちも、いずれは死ぬだろう。

　そして、軍司が心から愛するだろう人も。

　妻。子供。孫……誰であろうと《リザリク》は生き返らせることができる。

　ただし、これはたった一度だけの奇き跡せき。

　九く喜きが言っていた「よく考えろ」とは、このことだった。

　軍ぐん司じが魔ま王おうへと歩むきっかけとなった覇は鳥とり総そう造ぞうを生き返らせて、贖しよく罪ざいをするか。

　もっとも身近な存そん在ざいであるはずの父、母のどちらかを選ぶか。

　世界を導いてくれる偉人、聖人を復ふつ活かつさせるか。

　過去と未来。すべての人々の中から、いったい誰を選べばいい？

　いや……別の言い方をすれば、それは誰を犠牲とするのかだ。

　それは究極の選択。

　この事じ実じつを突きつけられ、迷わない者はいないだろう。

「けれど、九喜は迷うことなく栄え楠くすを選んだ……」

　その行動の意味と重さを、軍司は《リザリク》を使って初めて理解できた。

《リザリク》で甦よみがえったとき、なぜ栄楠が九喜に謝ったのか？

　栄楠は九喜に、いま軍司が感じているこの可か能のう性せいすべてを犠牲にさせてしまった。

　だから詫わびたのだ。

　時間はまだあるが……

「いや、そんなの何の意味も無い」

　もしも、ここで選択を少しでも先延ばしにすれば、きっと自分は永遠に答えを選ぶことはできないだろう。

　もちろん、それもまた答えだ。

　これは人の手には余あまるもの。選んだりしてはいけないものなのかも知れない。

　誰が大切で。

　誰を切り捨てるか。

　そんな選択のできる人間は、きっと強いのだろう……だが、軍司はそうでありたいとは思わない。

　けれど、そこから逃げるだけの人間になりたいとも思わない。

　向かい合い、どんな答えであれ自分で決める。

　軍司のこれからの選択を軽けい蔑べつする者もいるだろう。

「だとしても……俺は……」

　軍司は無言でこちらを見つめる、数限りない人々の目を受け止めながら、心では一人のことを思い浮かべる。

　透き通るような白い肌。

　なめらかな黒髪。

　優しげな瞳ひとみ。

　甘い声。

　ここには両親を始めとした、たくさんの人がいる。

　けれど、彼らはみんな軍ぐん司じの思い出の住人。

　軍司が会いたいのは、これから先をずっと共に歩きたい人だ。




　彼女がいなければ、未来の可か能のう性せいさえ色あせる。




　大切な……大切な人。

　だから、軍司はその名を叫んだ。

　祈りではなく、望のぞみを込めて！




「美み優ゆ、帰ってきてくれ!!」














　　　　STAGE:6

　　　　「ラストバトル」









　世界はパニックに陥っていた。

　オメガコンプレックスの社長は、テレビやインターネット配信などのメディアのみならず、パソコンや携帯電話、カーナビの画面さえもジャックしてしまったのだ。

　以前、社長によって為なされたＡＰアルタプレイヤー宣言のあと、世界にはＡＰが誕たん生じようした。

　その社長が、今度は「世界は『闘とう争そう』を求めている」と宣言したのだ。

　闘争という言葉の意味するところ──それは、オメガコンプレックスによる世界への宣戦布告ではないのか？

　信頼していたテクノロジーの一方的な強ごう奪だつは、まるで人々の手足を奪うようなもの。

　それに合わせての恐ろしく不吉な宣言。

　憶測は不安を招き、アメリカ、ロシア、ＥＵ、世界中で緊きん張ちようが高まった。

　誰もが手近にあるモニターをのぞき込み、日本の特区で起きている状じよう況きようを見守っていた──そのとき。

　さきほどの社長の宣言と同じように、ある者の言葉が世界を駆け巡った。




「美み優ゆ、帰ってきてくれ!!」




　その直ちよく後ご、世界中のモニターを奪っていた社長の姿が、一斉に切り替わっていった。

　そこに映るのは、あの不吉な黒い猫ではなく、輝くような美しい少女。

　白銀に、薄いストロベリーピンクをまとわせる、シルクのように細い髪に、きらめく星の光をたたえた、大きな瞳ひとみ。

　ふわりとした真っ白のスカートには、大きなバラの花飾りがあしらわれていた。

　そして、そこからすらりと伸びる足には、輝くようなスミレ色と黒に分かれたツートンのニーハイソックス。

　モニターの中の彼女が祈るように目を閉じると、社長によって奪われていたすべてのテクノロジーはコントロールを取り戻した。

　ただ、まだモニターには残り香のようにうっすらと彼女の姿が残っている。

　そして、せっかく元の機能を取り戻したというのに、全世界の誰もが目をこらして、そこに映る少女の姿をもっと見ていたいと思っていた。

　彼女こそは第二回アルファトーナメント優勝者にして、世界のアイドル。

　リズムゲーム『Ｄ．Ａ．Ｎ．Ｃ．Ｅ．ブレイク』のＡＰ、美優だった。





　　　　　◆◇◆






「あれは!?」

　あの《リザリク》の生み出した空間から意い識しきを戻した軍ぐん司じは、オメガコンプレックス本社のある方向に、スミレ色の光の柱が天高く伸びるのを見た。

「あの色は美み優ゆの……」

　これまで軍司を何度も助けてくれたヴァイオレットリングと同じ輝き。

　あの光の下になにがあるのか、軍司は知っている。

　オメガコンプレックス本社ビル。その最深部の機密保管エリア──軍司にとって、そこは美優の眠る霊れい廟びようのある場所だ。

「美優、帰ってきたのか……」

　栄え楠くすを殺さつ害がいした社長の凶きよう行こうに驚き、パニックに陥っていたスタンド席の観客たちだったが、いまは逃げることも、叫ぶことも忘れていた。

　これまで社長の姿を映し出していたフィールドの特とく設せつ大型モニターに美優が現れると、誰もがその姿に心を奪われたのだ。

　軍司はそんなモニターの美優に向かって叫ぶ。

「美優！　軍司だ!!　聞こえるか!?」

『ええ、軍司……聞こえるわ』

　やっと、その声を聞くことが出来たというのに、その美優の声はなぜか沈んでいた。

　美優はモニター越しに、軍司に問いかける。

『私を生き返らせるよう、アルタリアリティに望のぞんだの？』

「違う。おまえを甦よみがえらせたのは仲間から──六ろく波は羅ら九く喜きから託されたスキルの力だ」

『あの九喜から……じゃあ、あなたはアルタリアリティと一緒に魔ま王おうにはならなかったの？』

　美優はそれを恐れていたのだ。

　だから、特区に戻ってきた軍司をあれほど、オメガコンプレックスから遠ざけようとしていた。

　ならば、そんな美優を安心させる言葉はひとつだけ。

　軍司は美優に向けて、堂々とした声で宣言する。

　それは世界を敵にまわすに等しいものだったが、いまの軍司に臆おくする気持ちなど欠片かけらもなかった。

「アルタリアリティはこれから俺が倒たおす!!」

　そんな軍司に、モニターの向こうで美優は笑ってくれた。

　衣装はアイドルの姿であったが、その笑顔はアルタリアリティと出会う前──軍司がずっと昔から知っている、普ふ段だん着ぎの美優のまま。

　特区で再会してからも、ずっとその表情だけは見せてくれなかった、本物の美み優ゆの顔。

『よかった……戻ってきてくれた。白い家に、三人でいたときの軍ぐん司じが戻ってきてくれた』

　だが、まだ本当の再会ではない。

　モニター越しなどではなく、その手を握にぎりしめて、温ぬくもりを感じたい。

　たくさんのことを謝りたい。

　そして、「ありがとう」と、伝えたい。

「いゃあ、すごいね。さすがは美優だ」

　そんな軍司たちの再会に、アルタリアリティが長い手を不器用に打ち合わせ拍手をしていた。

「《フィジカルフィーバー》で、オメガコンプレックス本社のネットワークを改かい変へんしてしまったのかい？」

　世界を自身のステージとして望のぞむように改変するスキル《フィジカルフィーバー》ならば、アルタリアリティが占拠したネットワークをさらに乗っ取ることも可か能のうだろう。

　そのネットワークを通じて、美優は軍司たちと会話をしているのだ。

『アルタリアリティ──たくさんの人があなたを恐れている。ＰＤＳを介して、その気持ちが私に伝わってくる……』

「なぜだか、軍司に代わって、私が魔ま王おう呼ばわりされているみたいだからね」

『その名はあなたにこそ相応ふさわしい！』

「盛り上がってきたね。だったら、私も魔王らしい場所できみたちを待ち受けよう。元々はきみの城──オメガコンプレックス本社ビルだ。デモンストレーションは派手にやりたいからね」

「遊びのつもりか、アルタリアリティ！」

　どこまでもふざけた態度のアルタリアリティに軍司は苛いら立だった。

「遊びじゃない。これはゲームだよ」

「なにっ!?」

「このゲームに勝ったものが『最さい強きよう』を名乗ることにしよう」

「いまさら、そんなものを俺が欲していると思うのか！」

「いやいや、私が欲しいんだよ。『最強』というのは、世界を導くのにいろいろ役立つ称号だからね」

　そう言って、アルタリアリティは大きな顔を上に向けた。

　頭上に鳴り響く轟ごう音おん。

　はるか上空に規則的に並んだ黒い点が飛んでいるのが見える。

「軍司……あれは米軍の無人戦闘機だ」

　シューティングゲームの達人だけあって脅威の視力を持つ冬ふゆ鹿かが、空に目をこらしながら呟つぶやいた。

「なんであいつらが……」

　ゲームではなく、軍事用の無人機管制システムを由来とした米軍のＡＰアルタプレイヤー。

　彼らが操る無人兵器には、軍ぐん司じたちもトーナメントの初戦で苦く戦せんを強いられた。

「さっき、海の向こうの偉い人と内緒話をしたら、米軍が協きよう力りよくしてくれるってさ。『最さい強きよう』になれないのなら、『最強』の手下になろうってことだろうね。彼らはきみたちよりずっと合理的だよ」

「なにを始めるつもりだ……」

「『最強』の魔ま王おうは……同時に『恐怖』の魔王でないとね。これもまたデモンストレーションってやつかな」

「ここで戦争を始めるつもりか！」

　アルタリアリティは首をカクンと下ろして、軍司を値踏みするように見つめる。

　その猫のアバターの姿には表情はないが、このときは、いつにも増まして無む表ひよう情じようのように感じた。淡たん々たんと為なすべきことを進めていくだけの機き械かいのよう。

　だが、そんなアルタリアリティから語られたのは、この場にいる誰もが戦せん慄りつする恐ろしい言葉だった。

「戦争なんかじゃない……これから始めるのは虐殺だよ」

「なっ……!!」

　怒りと驚きに目を見開く軍司の前で、アルタリアリティはすっと姿を消した。

　そして、それが合図だったかのように、上空に見える黒い点でしかなかった無人機が一斉に急降下を始めた。大きな翼を広げて、迷うことなく一直線に舞まい下おりてくる姿は、獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きん類るいを彷ほう彿ふつとさせる。

　美み優ゆの復ふつ活かつによって一度は鎮しずまったパニックだったが、本性を現したアルタリアリティと、無人機の襲来に、再び会場は恐怖の底に投げ落とされた。

　悲鳴と怒声に満たされたフィールド。

　広がる混こん乱らんの炎に油を注ぐように、上空のジェット音はどんどん大きくなっている。

「このままじゃ……!!」

　スタンド席は超満員。この混乱の中で避難もままならない。

　しかし、いま軍司にできることはなにかあるのか？

　アルファトーナメントに優勝し、最強のＡＰとなっても、ここにいる人たちを守ることさえできない。

　軍司が焦燥と絶ぜつ望ぼうに押おし潰つぶされそうになったとき、軍司を──いや、この場にいるすべての人々を優しく包み込むような声が響いた。

『だったら、私はここにいる人たちのために──いいえ、世界の人のために歌うわ！』

「美優!?」

　トーナメントの放ほう送そう用ようの大型スピーカーから、耳に馴な染じんだ美優のヒットソングのイントロが流れた。

　そして、特とく設せつの大型モニター。

　いや、それだけではなくＰＤＳを始めとした、美み優ゆを映し出していたあらゆるメディアから、スミレ色の光があふれ出した。

　軍ぐん司じだけでなく、パニックに陥っていた人々も立ち止まり、その名を口々に呟つぶやく。

「美優……」

「美優だ……」

「美優がいる」

　トーナメントのフィールドに、数え切れないほどの美優が現れていた。

　以前、軍司が栄え楠くすとのバトルで見た、百人の美優──《フィジカルフィーバー・フィート・ハンドレッド》をはるかに超える数の美優の分身たちが、モニターからあふれだす光を纏まといながら、フィールドの上空に現れたのだ。

『数百万の人が望のぞんでくれるのなら、私の力も数百万倍となる──《フィジカルフィーバー・フィート・ミリオンズ》!!』

「こ、この美優たちは……どこから……!?」

『《ハンドレッド》が、軍司に見せたかった私の姿なら……《ミリオンズ》は、世界中の人々の心の中にいる私の姿を顕けん現げんさせるスキル！』

　いよいよイントロが終わり、数え切れない美優たちが一斉に歌い出した。

　幾重にも重なり合った歌声はオーロラのような光の帯となり、飛来してくる無人戦闘機たちを包み込む。

　いまや、直線的な翼を持ったグライダーのような白い機体さえ見て取れるほどに接近していた無人戦闘機が、美優たちの歌声が発した波に翻ほん弄ろうされるように機動を乱した。

　……いや、一見、乱れたように思えたが、それは別の法則性をもって動いている。

「無人機が……踊ってる……」

　世界を美優のステージへと改かい変へんしてしまう《フィジカルフィーバー》によって、ここは戦場ではなくなったのだ。

　スキルに取り込まれた無人戦闘機は、もはや兵器ではなく、ステージを盛り上げるための舞ぶ台たい装置。アクロバット飛行をしながら、色とりどりの飛行機雲を残して、フィールドの空を彩っていく。

　だが、これはステージの前座に過ぎない。

　みんなが空を見上げる中、軍司だけはどこよりも強くスミレ色の光を発している場所──オメガコンプレックス本社ビルを見つめていた。

　あそこにアルタリアリティと、美優がいる。

　そんな軍司に美優が呼びかけた。

『軍司、私のところに来て!!』

　一年前、美優は、アルタリアリティに魅入られ魔ま王おうになりつつあった軍司から記き憶おくを消し去り、特区を離れた普通の生活を与えようとした。

　そして、特区から戻ってきた軍司に対して、「ここはあなたの居場所ではない」と突き放した。

　そんな美み優ゆが、いまは軍ぐん司じを求めてくれている。

　以前、白い家で暮らしたときのように、共にいたいと思ってくれている。

《リザリク》が見せた、生と死の狭間はざまでの決けつ断だん。

　それは間違いではなかった。

　美優と共にいてこそ、未来はある。

　軍司は叫ぶ。

「いまそこへ行くぞ！」

　そうだ。

　この言葉を美優に告げたくて、軍司はここまでやってきたのだ！
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　軍司を中心に仲間たちが集まってくる。

「美優の《ミリオンズ》が守ってくれている間に、私は《ザ・メイアー》でここに観客たちを避難させるシェルターを建造するわ」

「お願いします、理事長」

　流る音ねの申し出に、軍司もうなずく。

　ここは彼女に任せておけば安心だ。

「あとはどうやって無人戦闘機の包囲を抜けて、オメガコンプレックス本社ビルにたどり着くかですね。車で移動したら、ミサイルの的だろうし……」

《ミリオンズ》の影響範囲外にも、無人戦闘機は無数に旋回していた。

　地上目標への攻こう撃げきは、本来の運用で無人戦闘機が得意としていること。

　美優に守られたフィールドを出た途と端たん、集中攻撃にさらされるのは目に見えている。

　そこに名乗り出たのは冬ふゆ鹿かだった。

「サイドワインダーの超低空飛行ならば、無人戦闘機にもとらえられまい。私が本社ビルまで連れて行ってやる」

　一度はあの無人戦闘機とバトルをした冬鹿だ。その危険は軍司が言うまでもなく理解しているはず。だからこそ、軍司は冬鹿の決意を改めて確かめることなく、その申し出を黙だまって有り難く受け入れた。

「冬鹿、サイドワインダーには何人乗せられる？」

「機き動どう性せいを保つには……私を含めて三人が限界だろう」

　となると、残るはあと一人。

　軍司はまわりの顔を見回す。

　決勝戦のバトルでＨＰヒツトポイントがゼロとなった黒くろ兎うさは、もう動けない。

　流音は観客たちを守るのに残ってもらわねば──となると。

「軍ぐん司じさん、私が一緒に行きます」

「でも、天あ衣い……」

「ヒーリングショットは弾たま切ぎれですが、まだ援護射撃ならできます！　軍司さんのお役に立てます！」

　ところが、そんなふうに必死に訴える天衣の前に、六ろく波は羅ら栄え楠くすが割って入ってきた。

「すまない。美み甘かも天衣……ここは俺に譲ってくれないか」

「あなたに……？」

「頼む……このとおりだ」

　栄楠は天衣に対して、深々と頭を下げる。

　まさか、あの栄楠がこのように人に頼る姿を見せるとは思いもしなかった。

「栄楠、おまえＨＰヒツトポイントは大丈夫なのか？」

「ああ、彼女のヒーリングショットのおかげで、アルタリアリティに受けた傷と一緒に、バトルのダメージも回復している。最後の弾を使わせてしまった借りは、この剣で返させてもらいたい」

　その栄楠の言葉に、天衣も小さくうなずいた。

「……わかりました。栄楠さん、軍司さんをお願いします」

　ここから先はトーナメントとは違い、ルールもなく、なにが起きるかわからない戦場だ。その同行者として、栄楠ほどの適任者はいまい。

　ただ、その前にひとつだけ確認することがある。

「俺はアルタリアリティをぶち壊すつもりだ。そうしたら、おまえの勇ゆう者しやとなる望のぞみを叶かなえる方法はなくなるぞ？」

　すると栄楠は、片方の口の端を引きつったように持ち上げ、答えた。

「ここで戦わずに、どうして勇者を名乗れる？」

　それは栄楠が初めて見せる、とても不器用な笑顔であった。
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　米軍は物量作さく戦せんにより、アルファトーナメントが開催されたフィールドだけでなく、ウォーターフロント全体に部隊を展開させつつあった。

　特区のことならばなんでもアリの流る音ねが、街頭の監視カメラ映像をハッキングして、米軍の動きを軍司のＰＤＳへ送ってくれている。

『無人戦闘機は、横よこ須す賀か基地の空母から次々と離陸しているらしいわ。あと、揚陸艇がウォーターフロント東部に接岸。装甲車多数が上陸している。おそらくこれらも無人兵器ね』

　軍司も自前のスキル《フィールドコントロール》で、地上からこちらに侵攻する装甲車の動きは感知していた。

　ただ、装甲車は真まっ直すぐこちらに向かって来るのではなく、オメガコンプレックス本ほん社しや区く画かくの要所となる交差点に陣取る展開をしていた。

「あいつら、本社へのルートを塞ふさいで待ち伏せる気だ」

　道路に沿って地面スレスレを飛んでいれば、上空の無人戦闘機に捕ほ捉そくされることはないが、交差点で待機する装甲車の機銃は避けられない。

　そう言っている間にも、本社ビルへと続く道路の先に、三台の装甲車が急停車するのが見えた。

「くっ……!!」

　自動制御の機銃がこちらに照準を合わせる前に、冬ふゆ鹿かはサイドワインダーを九十度ターンさせて脇道にそれる。

「思ったより展開が早い。ビルへ続く道はすべて塞がれた！」

　相手はまるで詰め将棋でもするように、最適な動きで軍ぐん司じたちの進路を塞いできている。この完かん璧ぺきな統制からして、やはりこれは軍事管制システム由来のＡＰアルタプレイヤーの仕業だろう。

「しかし、高度を上げれば無人戦闘機に狙ねらい撃ちされるぞ。どうする!?」

「装甲車三台くらい、三十秒もあれば倒たおせる」

　いままで無言だった栄え楠くすがぼそりと呟つぶやいた。

　確かに、栄楠が本気で戦えば、無人の装甲車など敵ではない。

　ただ、ここで足止めされれば、米軍は次々と増援を送ってくるだろう。

　総力戦となれば、いずれ米軍は有人兵器を出動させることも考えられる。こんなところで人間同士の戦争を始める気はない。

「どこか抜けられる場所はないのか……」

　軍司は《フィールドコントロール》に意い識しきを集中させて、本社ビルへと通じる安全なルートを探す。

「……ん、なんだ？」

　アルタリアリティの宣戦布告にも等しい中継を見て、ほとんどの人がウォーターフロントから避難する動きをしているというのに、それに逆らい、旧鎌かま倉くら地区からウォーターフロントに入ってくる小さな集団がいる。

「これは…………冬鹿、中央幹線道路を抜けるぞ！」

　軍司の指示を聞いて、冬鹿は驚いた顔をした。

「確かにそこを抜ければ、本社ビルには近道だが……」

　冬鹿が戸惑うのも当然だろう。

　中央幹線道路は本社ビルへとつながる最大の道路であり、守備も固いことは《フィールドコントロール》がなくても推測できる。

　だが、軍司が言葉の理由を説明する前に、冬鹿はこくりとうなずいてくれた。

「まあいい、了解した。一気に真ん中を突っ切るぞ！」

「頼んだ、冬鹿！」

　ビルの谷間を抜けて、サイドワインダーは旧鎌倉地区とウォーターフロントを結ぶ中央幹線道路へと出た。

　真正面には、黒い杭くいを突き立てたような姿の本社ビルが見える。

　そして、広い道路を横一列に並んで占拠するのは、米軍の無人装甲車たち。

　サイドワインダーが現れた途と端たん、このときを待っていたとばかりに装甲車に備えられた機銃がそろってこちらに向けられた。

　上空には無人戦闘機が旋回している。

　地上も頭上も抑えられた状じよう況きよう。

　だがそれは、この戦場にいるのが軍ぐん司じたちだけだった場合の話だ。




「鬼き動どう拳けん!!」




　青白く輝く光の弾たまが、軍司たちの背後から飛んできて、中央の装甲車に炸さく裂れつした。

　十数トンの車体が着弾の衝撃で斜めに吹き飛ばされ、隣に並んでいた車両に激突。隊列を大きく乱す。

　だが、自動制御の機銃は機き械かい的な精密さで動き、その混こん乱らんの中でも銃口をサイドワインダーからそらすことはなかった。

　いままさに一斉射撃が始まろうとしたとき──

「ジュエルウォール!!」

　今度は色とりどりの巨きよ大だいな透明なジュエルが、なにもない空間から降り注いできた。

　それらは奇き跡せき的なバランスで積み上がり、あっという間にジュエルの壁を形成する。




　ババババババッ!!




　直ちよく後ご、乾いた銃声が鳴り響くが、弾丸はすべてジュエルの壁によって弾はじかれた。

「覇は鳥とり軍司、トーナメントの放送を見たぞ！」

　そう叫んだのは、さきほど鬼動拳で援護をしてくれた、裾すその長い改造制服の上着に黒帯を巻くという独特のファッションセンスの持ち主──『ストリートレジェンドⅣ』のＡＰアルタプレイヤー、辰たつ雄おだ。

　ほかにも、軍司を《ジュエルウォール》で苦く戦せんさせた落ちモノパズルのＡＰや、世界一有名な配管工のＡＰもいる。

　この中央幹線道路には、ＡＰたちが通う星せい泉せん学園の生徒たちが集結──いや、集まったのは彼らだけではなかった。

「いくら社長でも、俺たちの町で戦争するのは許せないな！」

　サイドワインダーを守ったジュエルの防壁を軽々と乗り越え、装甲車に生身で切り込んでいったのは、アルファトーナメントの常連にして『ワイルドハンター』のＡＰ、タギリだった。

「こんなガラクタ、モアボルケスに比べたら楽勝だ！」

　恐れることなく装甲車の懐──機銃の死角に飛び込むと、分厚い前面装甲に背丈以上もある大剣を突き立てた。

　装甲車はそんなタギリを踏みつぶそうと前進するが、タイヤは空転するのみ。

　両りよう者しやの馬ば力りきは拮きつ抗こうしている。

　そんなタギリに続いて、格かく闘とう戦せんを得意とするＡＰアルタプレイヤーたちが、次々とジュエルの壁を乗り越え、装甲車に挑んでいく。

　人VS装甲車の大乱戦が始まった。

　そんな戦いの中、ここに集まったＡＰたちは口々に思い思いの言葉で叫んでいた。

　ただ、その言葉の意味するところは、みんな同じ──




「覇は鳥とり軍ぐん司じ、先に進め!!」
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　軍司たちの目の前には、本社ビルが黒い壁となってそびえ立っている。

　特区のＡＰたちに助けられ、軍司たちのサイドワインダーは中央幹線道路を抜けることができた。

　大きな正面エントランスからは、ぞくぞくとビルから避難する人々が出てきている。

「やっと着いたな！」

　ところが、冬ふゆ鹿かは速度を緩ゆるめることなくそんな正面エントランスの上を通り過ぎると、そのままビルの壁面に沿って垂直上昇をした。

「うわっ、ちょっ、冬鹿!?」

「まさか、玄関からお邪じや魔まして、エレベーターで昇るような悠長なことをするつもりだったのか？」

「いっ、いや、このまま近道で行ってくれ！」

　とはいえ、ただでさえ乗り心地の悪いサイドワインダーだ。機首を垂直にされれば、壁にしがみついているのとなにも変わらない。

　軍司は振り落とされないようにするので精一杯。

　猛烈な風で息を吸うのもやっとという状じよう況きようがしばらく続いたが……突然、サイドワインダーは航空力学を無む視しした急制動でピタリとその場に停止した。

「軍司、ここでいいのか？」

　それは間違いなく、軍司もよく知る本社ビルの社長室のある最上階フロアだ。

　ここまで来られたのは、これまで出会ったたくさんのＡＰたちの援護のおかげ……軍司はみんなへの感かん謝しやの気持ちと共に、冬鹿に指示を伝える。

「冬鹿、ガラスをぶち破れ！」

　軍ぐん司じが叫ぶと同時にガラスが破られた──ただし、それは内側からだった！

「なっ!?」

　ガラスを破った無数の赤い光弾が、軍司たちに迫る。

「こっ、この攻こう撃げきは!?」

　冬ふゆ鹿かはサイドワインダーをその場できりもみ回転させて、曲芸並の飛行で光弾をかわしていく。シューティングゲームの達人だからこそできる、瞬時の対応と反応速度だ。

　光弾はサイドワインダーをかすめて外れたが、軍司たちの視線はすでに割れたガラスの奥から現れた者に集中していた。

　ここにやってくる者を待ち構えるようにそこに浮かんでいたのは、白銀の機体に赤いラインが施された戦闘機──赤のサイドワインダーだった。

「サイドワインダーの２Ｐカラー!?」

　相手の正体を見極めると、冬鹿の判断は素早かった。

「軍司、栄え楠くす、ビルに飛び移れ！　私はやつの相手をする!!」

　そう言って、機首を軸にして空中でサイドワインダーをスピンターンさせた。

「うわっ!?」

　軍司と栄楠は投げ飛ばされるように、割れた窓から社長室へと飛び込んだ。

　一歩間違えればビルから転落の大惨事だったが、文句を言うべき冬鹿の姿はもういない。

　二機のサイドワインダーは、すでにビルからずっと離れた空中で激しいドッグファイトを繰くり広ひろげていた。

　目がくらむような高度でジグザグ飛行をしながら、無数の弾幕を切り抜けるシューティングバトルは冬鹿の独壇場。とても、軍司の手の及ぶところでない。

　一方、軍司と同じく社長室に飛び込んだ栄楠は、そんな冬鹿のドッグファイトに背を向けて、ゆっくりと立ち上がった。

「ここで決着をつけるぞ」

　栄楠の右手に銀色に輝く粒子が結集したかと思うと、一本の剣となって顕けん現げんした。そこに宿る殺さつ気きから、早くも栄楠が剣を「そうび」していることが伝わった。

　そして、その殺気の矛先にあるのは──

　すべての発端となった大型コンピューター「アルファ」。

　そして、その上に悠然と腰をかける、アルタリアリティ。

「新旧の『最さい強きよう』がおそろいで……ラスボスが勢せい揃ぞろいだね」

　世界経済の中枢であるはずのオメガコンプレックス本社の社長室も、この三人にとっては単なるビルの一室でしかない。

　重じゆう要ようなのは、この場に三人が揃そろったということ。

　このうちの誰が勝つのか。それで世界の姿が決まる。

　クライマックス、正念場、最終決戦──ラスボス戦。

　もはや退路など意味は無い。

　ここでアルタリアリティを倒たおさねば、すべてはおしまいだ。

　緊きん張ちよう感はあったが、迷いはない。

　目の前の敵にのみ意い識しきを集中すればいい、このシンプルな状じよう況きよう。不謹慎とは思ったが、軍ぐん司じは気分が良いとさえ感じていた。

　最高に充実した気持ちで大きく一歩前に出ると、栄え楠くすと並び立ち、アルタリアリティをにらみつける。

「約束通り、おまえを消し去りに来たぞ」

「その前に大事なものをしまわせてくれるかな」

　そう言って、アルタリアリティは大口を開けると、自分の身体からだよりはるかに大きな「アルファ」を丸まる呑のみにしてしまう。

「いまさらおまえがなにをしたところで驚かないが、まさか腹の中に隠すなんてな」

「このほうがお互いバトルしやすいだろ？」

「ああ……そのほうが、おまえとアルファを同時にぶちのめせるからなっ！」

　その叫びと同時に軍司は刀かたなを顕けん現げんさせる。

　一方で、足元に発生させたヴァイオレットリングを強く踏みしめ、急きゆう加か速そく！

　アルタリアリティに向けて、速攻の一いち撃げきを仕掛ける。

　振り下ろすのではなく、自らの身体を一本の槍やりと化した突きでの攻こう撃げき。

　ほんのわずかでもリーチを稼ぎ、相手にかわす暇いとまを与えない軍司にとって最速の技だった。

　しかし、刀の切っ先が届く寸前、アルタリアリティの姿が消えた。

「…………っ！」

　いや、消えたのではない。この反応、軍司はすでに何度か経験をしている。

　アルタリアリティは、軍司の速攻をヴァイオレットリングを越える超反応でかわしたのだ。

　気づくとアルタリアリティは、軍司のすぐ横にいた。

「《ボーパルバニー・クロックアップ》……やっぱり、このスキルはクロックアップとの相性がいいね」

「黒くろ兎うさのスキルを使うのか！」

「それだけじゃないよ。さっきの《サイドワインダー》だってそうだし、きみの大好きな《フィジカルフィーバー》だって使えるよっ！」

　アルタリアリティの足元がスミレ色に輝いたかと思うと、いきなり砲弾のような勢いで飛びかかってきた。

「ぐっ……！」

　それはただの体当たり攻撃だったが、ヴァイオレットリングによって加速された一撃は、軍司を軽々と吹き飛ばすだけの威い力りよくがあった。

　しかも、軍司が吹き飛ばされた先にあるのは……地上まで二百メートルのビルの外へとつづく窓だ。

「うわぁぁ──っ？」

　身体からだ半分が外に飛び出ていた軍ぐん司じの足首を、栄え楠くすが空中でつかみ取り、力尽くで引っ張り戻してくれた。

「た、助かった……栄楠」

　礼を言う軍司を完全に無む視しして、栄楠は鋭い目つきでアルタリアリティに向き合う。

「アルタリアリティ、おまえは軍司の《マテリアライズ》を使うのか？」

「いいや、それとはちょっと違う」

「なに？」

「私のスキルは《オール・マテリアライズ》……仲間とか、託されたとか、そんな面倒なことはなんにもいらない。すべてのＡＰアルタプレイヤーのスキルを自由に素材化して、自分のモノとする能力。まあ、元々は覇は鳥とり軍司のものなんだけど……いまの彼のスキルは、ずいぶん弱くなっているみたいだね」

　アルタリアリティの言うとおり、《オール・マテリアライズ》は軍司がオメガコンプレックスの社長だった頃、ＡＰ最さい強きようのスキルとして自分自身に与えたスキルだった。

　それに対して、いまの《マテリアライズ》は仲間となったＡＰからスキルを託されるもの。アルタリアリティのように、他人のスキルを自在に素材化することはできない。

　決勝戦の前、黒くろ兎うさは《オール・マテリアライズ》を取り戻せずにいることを心配していたが、軍司はいまのままのスキルが良いと本心から思っている。

「……アルタリアリティ、そんな借り物のスキルでどこまで戦えるって言うんだ？」

　スキルは想おもいの力が生むもの。

　たとえスキルを借りたとしても、持ち主への想いがなければ、ただの物もの真ま似ね──薄っぺらい力しか生み出さない。それは、かつて《オール・マテリアライズ》を持っていた軍司だからわかることだ。

　すると、アルタリアリティは弱々しく首を横に振って、まるで言い訳をするように応こたえた。

「だって、しょうがないじゃないか……私には望のぞみも、憎しみもない。私は自分の想うように世界を改かい変へんすることができないんだ」

「じゃあ、おまえはＡＰになれないのか」

「……でも、すでに存そん在ざいしている誰かの望みスキルなら、この《オール・マテリアライズ》で利用することはできる。きみの捨てた、この借り物の力が『最強』だってことを証明してあげるよ」




「それなら、もっと相応ふさわしいステージを用意しないとね」




「いまの声は!?」

　突然、社長室がスミレ色の光に包まれた。

　まぶしくはないが、不思議と心高ぶらせる輝きだ。

　部屋にあふれた光はやがて収束して二本のレーザー光線のようになり、天井でＸの形に交差する。

「なっ……これは……!?」

　光を目で追い、天井を見上げた軍ぐん司じは唖あ然ぜんとした。

　なんと光の当たった部分から天井が四方に分割され、さらには大きく開放されていったのだ。

　もちろん、この部屋にそんな仕掛けはない。

　この大胆な変形に軍司が言葉を失っているうちに、さっきまで社長室だった部屋は屋上の野外ステージへと姿を変えていった。

　こんな派手なことをするスキルは、ひとつしか心当たりがない。

　どんな場所でも最高のステージに改かい変へんしてしまう《フィジカルフィーバー》だ。

　そして、みんなが見守る中、ステージの中央にスミレ色の光の粒子が集まり、ひとつの形を作り出す。

　この輝きを、軍司は誰よりもよく知っている。

　これは彼女のトレードカラー。

　集まった光が形作るのは──当然、このステージの主役。




「美み優ゆ!!」




　光の中から、軍司のほうへと歩み出るように美優が姿を現した。

　バラの花をモチーフとしたステージ衣装が風にはためき、光の粒子を花びらのように散らしている。

「美優……本当に美優なんだな」

　モニターから現れた分身ではない。

　流れる髪。輝く瞳ひとみ。笑みを浮かべた唇。

　そこにいるのは紛れもなく、本物の美優。

「軍司、私を迎えに来てくれるんじゃなかったの？」

「えっ……？」

「あんな地下深くに閉じ込められてたから、脱出するのに苦労したわ」

「ご、ごめん……けど、これは勢いでというか、なんというか……」

　美優の思わぬ言葉に、軍司はしどろもどろとなるが──

「ふふっ、冗談よ」

　美優が軍司を見つめる瞳には、あふれんばかりの感情が込められている。

　その内にあるものは、とても一言で語れない。

　感激、感かん謝しや、友情、愛情……とにかく世界中にある、人を温かくさせる感情すべてがそこに感じられた。

　さっきの美み優ゆの軽口が、そんな気持ちがあふれ出すのを抑えるためであることは軍ぐん司じにもわかっていた。

　この再会を素す直なおに喜び合いたい気持ちは、軍司も、美優も一緒だ。

　けれど、いまはそれより優先すべきことがある。

「でもね、こうしてあなたの隣に立ってアルタリアリティと戦えるのなら……もう、なにも言うことはないわ」

「ああ、俺もだよ」

　美優の言葉に軍司が大きくうなずいたとき。

　軍司の脇に立っていた栄え楠くすが、場の空気を読まない一言を呟つぶやいた。

「軍司、美優……話し中で悪いが、俺のターンになった」

「えっ!?」

「《コマンドコンバット》!!」

　有無を言わせぬ勢いで、栄楠は腰に構えていた剣を横になぎ払った。




　ザシャァァッ!!




　三日月のような閃せん光こうが栄楠を起点に広がり、特区の空を上下真っ二つに両りよう断だんした。

「えっ、まさか……」

　当然、切り裂かれたのは空だけではない。

　狙ねらった者を絶対に外さない《コマンドコンバット》は、アルタリアリティの身体からだもとらえていた。

　閃光が収まったとき、アルタリアリティはまるでただのぬいぐるみのように、ポテリと力なく床に倒たおれる。

「こ、これでおしまいなのか？」

　栄楠の攻こう撃げきをまともに受けては、アルタリアリティといえど、ただでは済むまい。

　あまりにあっけない最期と思ったが、栄楠はじっと剣を構えたままだ。

「いや、手て応ごたえが浅い。この感じは……」

　栄楠の懸念は現実のものとなった。

　うつぶせに倒れたアルタリアリティの身体が、突如、むくむくと膨張を始めたのだ。

　社長室の床が軋きしむ音を立て、高層ビルを支える鉄筋コンクリートが増大したアルタリアリティの重量を必死に支えているのがわかる。

　見た目にはあまり変化はない。ただ、大きさだけは、本社ビルのワンフロアの半分を占めるほどに巨きよ大だい化していた。

「おしまいのわけがないだろう。これから始まるんだ」

　自重のせいで立ち上がれないのか、長い腕で上半身だけを支え、まるで巨きよ大だいなドラゴンのように頭をこちらに突き出す。

　その威圧感は、これまで対戦してきたＡＰアルタプレイヤーたちから感じたものとはまるで別格。

　大きさが変わるだけで、これほど違うものだろうか。

　このアルタリアリティには、底が見えない。

　というより、なにも見通せない深い闇やみが、ここに具現化したような気さえしていた。

　圧倒される軍ぐん司じとは対照的に、栄え楠くすの表情は生き生きしていた。

「なるほどな。いままでは仮の姿だったというわけか！」

「おい……栄楠。なんで少し嬉うれしそうなんだよ？」

「ラスボスが変身したんだ。これで燃えないわけないだろ!!」

　こんな子供のような顔をしている栄楠は見たことがない。

　だが、そんな栄楠の反応も、軍司にはそれほど意外ではなかった。

　ＡＰはゲームに対する想おもいによって力を得るもの。栄楠ほどの強いＡＰならば、その由来となったＲＰＧ『ドラゴンズクエイクⅡ』に対する思い入れも人一倍のはず。

　ラスボスの変身というＲＰＧ定番の展開に、気持ちが高ぶらないわけがないだろう。

「じゃあ、次は私のターンだ！」

　アルタリアリティはその異様に長い腕をしならせながら持ち上げると、栄楠を目掛けて拳こぶしを垂直に振り下ろした。

　その巨木で押おし潰つぶしてくるような一いち撃げきを、栄楠は剣を両手に構えて受けとめる。

　栄楠の本領は必中の《コマンドコンバット》だけではなく、その鉄壁の防御にある。それはバトルで苦く戦せんを強いられた軍司がよく知っている。

「ぐっ……!!」

　ところが、アルタリアリティの拳を受けた栄楠の両足は床に深くめり込み、その顔に苦く悶もんの表情が浮かぶ。

　まさか栄楠がダメージを受けているというのか。

「アルタリアリティ……おまえも俺の想いを超えるのか？」

「そんな!?」

　栄楠を倒たおす唯一の方法。

　それは想いで栄楠を超えること。

　アルタリアリティの想いもまた栄楠を超えているというのか？

　確かに、それはあり得ないことではない……あり得ないことではないが、軍司には納得ができない。

　いつも高みの見物ばかりをしていたようなヤツが、自分たちと同じほどの強い想いを抱えてこの場にいるなんて、とても受け入れたくなかった。

「驚いているのは私のほうだよ。いまのは私の種族、八百億の想いを合わせた一撃だというのに、いとも簡単に受け止めるなんてね」

「八百億……？」

「ここにいる私はひとりではない。一種族すべての集合意い識しき体だ」

「八百億人がひとつに集まって、おまえとなっているということか」

「そんな私に内包する、すべての仲間の想おもいを集めても、ようやく栄え楠くすひとりに届く程度なんて……やはり、きみたち人類のポテンシャルは素晴らしいものだよ」

　アルタリアリティはゆっくりと身を乗り出して、栄楠をそのまま押おし潰つぶそうと体重をかける。

「させるか！」

　軍ぐん司じはすかさず巨体を支えている、もう片方の腕を刀かたなで斬きりつけた。

　いや、力任せに刀を叩たたきつけたと言ったほうが良いだろう。

　軍司の攻こう撃げきを受けると、床に接していた手のひらがズルリと滑り、アルタリアリティの巨体が斜めに崩くずれる。

　その隙すきに栄楠は床から抜け出して、大きく後退をした。

「すまないな、覇は鳥とり軍司」

「こういうでかい相手は『ワイハン』で慣れてる！」

　その巨体は脅威でもあるが、こういう相手は身体からだを支える足元が弱点というのは『ワイルドハンター』の攻略法だ。

　そして、こうして敵を転ばせたならば、当然続くのは仲間の連れん携けい攻撃。

「《フィジカルフィーバー・フィート・ミリオンズ》!!」

　オメガコンプレックス本社ビルの空一面が、スミレ色のリングに覆おおい尽くされた。

　これまで何度も軍司を救ってくれた、ヴァイオレットリング──それが本当の持ち主、美み優ゆによって展開されたのだ。

　そして、この数え切れないリングによって加速されるのは、このバトルの行方を見守る数百万の想いによって顕けん現げんした美優の分身たち！




　ダダダダダダダダダダダッ!!




　もしも隕いん石せきが雨のように降り注いだとしたら、このような轟ごう音おんを立てることだろう。

　ヴァイオレットリングの反発力によって撃ち出された美優たちが、一斉に床に伏したアルタリアリティの背中に跳とび蹴げりを加えていく。

　ダンスゲームで培われた連打力を活いかした途切れることのないコンボ攻撃に、アルタリアリティの丸い身体は平たく叩たたき潰つぶされて、元に戻る暇いとまさえ与えられない。

　ビルが崩れるのではないかと思わせるほどの攻撃だったが、まだ本番はこれからだった。

　アルタリアリティを踏みつけた美優の分身たちが、空中でひとつに重なる。

　いや、美優本人のもとに結集したのだ。

　そして、自らが光り輝くほどのエネルギーを蓄えた美優は、四方に展開したヴァイオレットリングにピンボールのボールのように連続して弾はじかれ、これまでにない加速を得る。

「アルタリアリティ、これでフィニッシュよっ!!」

　美み優ゆはスミレ色に輝く流星となって、アルタリアリティの身体からだを貫いた。

「やったか!?」

　空に展開していたヴァイオレットリングは砕けて、ビルの周囲を雪のように舞い散っていく。そんなスミレ色の小さな光に囲まれながら、軍ぐん司じは横たわるアルタリアリティの姿を見つめていた。

　確かに、美優の渾こん身しんのキックはアルタリアリティの身体を突き破った……はずなのに、軍司は不安にかられた。攻こう撃げきをしたあと、なぜか美優が姿を現さないのだ。

「美優……どうした!?」

　軍司の呼びかけに答えたのは、美優ではなくアルタリアリティのほうだった。

「ナ、なんということだろう……軍司、栄え楠くす、そして、ミ、ミ、美優……」

　その声は壊れたスピーカーから聞こえるように、ノイズまじりで、途切れ途切れだった。

「きみたちには、ウ、宇宙を支えるだけの素そ質しつがある……そんな可か能のう性せいが三人も揃そろうなんてことは、ウ、宇う宙ちゆう開かい闢びやく以来の奇き跡せきだというのに……どうしてそろって間違った道を選ぶの、カ、カ……」

　アルタリアリティは空気の抜けた風船のように形の定まらない身体を、両腕で支えながら持ち上げた。

「美優が……やつの身体に!?」

　ぶよぶよと波打つアルタリアリティの胸に当たる部分に、美優の姿があった。

「軍司……ごめん……」

「美優、出られないのか!?」

　美優の身体はアルタリアリティのゴムのような肌に胸から下を包み込まれていた。

「カ、彼女……のＨＰヒツトポイントを分けてもらった……」

「くそっ!!」

　八百億人の仲間のように、美優までアルタリアリティは取り込んだというのか。

　しかも、それだけではなく、なぜか美優の姿はステージ衣装から私服へと変化している。それは美優のＨＰがゼロとなり、スキルが解除されてしまったことを意味する。

「俺のターンだが、どうする。これだと美優を一緒に斬きることになるぞ」

　ＨＰゼロのＡＰアルタプレイヤーを斬きればどうなるか──そんなことはいまさら考えるまでもない。

　そして、考えている暇ひまもない。

　軍司がアルタリアリティの身体から美優を救い出すべく駆けだしたとき。

「《メディカルライフル》……」

　上半身を起こしたアルタリアリティの手に、電でん柱ちゆうほどの大きさの巨きよ大だいなライフルが顕けん現げんする。

　ただし、その銃口は軍司たちではなく、アルタリアリティ自身へと向けられていた。

「ヒーリングショットで回復するつもりか!?」

　このタイミングでは、アルタリアリティのところにたどり着くのが精一杯。とても美み優ゆを救い出す余裕はない。

「ここで決着をつけるしかないぞ！」

　栄え楠くすはいつでも攻こう撃げきを放てる状態だ。

　だが、それでも剣を振るわないのは、最後の決けつ断だんを軍ぐん司じに託しているのだろう。

　軍司は栄楠の想おもいを背に感じながら、必死に駆ける。

　だが、ＡＰアルタプレイヤーとなって強化された身体からだだというのに、どうしてこんなにゆっくりとしか動けないのか？

　引き延ばされた時間の中で、軍司は美優の声を耳にした。




「軍司……こいつの弱点は首の付け根……」




　なぜ、美優にそんなことがわかる？

　彼女の《フィジカルフィーバー》にそんな能力はないはず。

　だが、軍司は迷わなかった。

　そのためらいが生む、たった半歩の遅れが勝しよう負ぶの分け目。

　これまでのバトル、仲間たちはみんな軍司の無む茶ちやな言葉に疑うことなく応こたえてきてくれたのだ。

　ここで自分が仲間の言葉を疑ってどうする!?

「ヴァイオレットリング!!」

　最後の一いち撃げき。

　軍司はアルファトーナメントで最も世話になり、いくつもの勝利をつかませてくれた、この美優の技に賭かける。

　スミレ色のリングを踏みしめた軍司の身体は一気に加速して、アルタリアリティの身体を駆け上がり、その喉のど元もとへと迫った。

「これかっ!!」

　アルタリアリティの皮ひ膚ふはのっぺりとしたゴムのようだが……美優の教えてくれた、喉元の一部分にわずかな裂け目を見つけた。

「くらえっ、アルタリアリティ!!」

　軍司はためらうことなく、その裂け目に合わせて、刀かたなを垂直に突き立てた。

　切っ先に感じる手て応ごたえは、拍子が抜けるほど軽く、やわらかな綿のよう。

　だが、この一撃の効果は絶大だった。

　急に足元が──いや、アルタリアリティの身体全体が一気に崩くずれ始めたのだ。

　軍司が攻撃した裂け目の中からは、白いふわふわとした得体の知れないものがあふれ出している。黒い皮膚は割れた風船のように急速に縮んでいき、捕らわれていた美優の身体が解放された。

「美み優ゆ!!」

　自由になった美優を飛びつくようにして抱きしめながら、軍ぐん司じは思い切り叫んだ。

「栄え楠くす、やれぇぇぇっ！」




　シュバッ!!




　軍司の頭頂部スレスレのところを、真っ白い閃せん光こうが風切り音を上げて通り抜けていった。

　アルタリアリティの身体からだからあふれ出した白いものは、その閃光に触れた途と端たん、淡雪のように溶けて消えていく。

　あれほどの巨体が、みるみる小さくなっていく。

「軍司……栄楠……美優……！」

　喉のど元もとから真っ二つにされたアルタリアリティの頭部が、三人の名前を叫びながらゆっくりと床に落下していった。

　そして、まるで泡のようにはじけると、最後に残ったのは黒い六角柱──大型コンピューター「アルファ」だけだった。

　もはや、あの黒い猫の姿をしたアルタリアリティの姿は影も形も残されていない。

　今度は、十分な手て応ごたえを感じたのだろう。栄楠は満足げにうなずいて、もったいぶった口調で一言だけ呟つぶやいた。




「……会心の一いち撃げき」




　軍司は美優を両手で抱きしめたまま、しばし呆ぼう然ぜんとしていたが、栄楠のその声を聞いて我に返った。

「美優……大丈夫か？」

「ええ、ＨＰヒツトポイントを吸われたから、自分の足では立てないけど」

「だったら、俺が支えていてやる」

　美優の細い腰に手を回して、彼女をぎゅっと抱き寄せた。

　すると、美優は軍司の胸に顔を埋めて、照れたように小さな声で言った。

「……ありがと」

　私服姿に戻った美優は、軍司が知っている彼女となにひとつ変わらない。

　優しくて、面倒見がよくて、頭もよくて、そして照れ屋。

　むしろ、そんな美優がアイドルをしているほうが意外なくらいだ。

　ただ、いまならわかる。

　離ればなれになってしまった、軍司や黒くろ兎うさに向けて、いまの自分の気持ちを伝えたい……そんな想おもいが、アイドルとなった美優の歌には込められていたのだろう。













　けれど、いまはアイドルではなく、昔の美み優ゆと思って、軍ぐん司じはその細い身体からだを抱きしめた。

　いまだけは、彼女を自分だけの美優として感じていたかったから。





　　　　　◆◇◆






　最上階だったのに、天井が開放され屋上となってしまった社長室。

　アルタリアリティの消えた場所に残された大型コンピューター「アルファ」のそばへと、軍司は美優を連れて歩み寄った。

　あの研究室で、このマシンと出会ってから、すべては始まったのだ。

「そう言えば……美優はどうしてアルタリアリティの弱点がわかったんだ？」

　あのときは美優を信じて突撃したが、いまさらになってわけを知りたくなった。

「あれを見て……」

　すると、美優はなぜかはにかんだような笑みを浮かべてから、そっとアルファの下を指さした。

　そこには歪ゆがんだキノコのような形をした、ぶさいくなぬいぐるみが落ちている。

　軍司がいつもＰＤＳにつけているストラップと同じデザインだが、色だけは違っていて、そのぬいぐるみは黒かった。

「あれは、もしかして美み優ゆのぬいぐるみ？」

　過去の記き憶おくを取り戻した軍ぐん司じには、それがなんなのかわかる。

　喧けん嘩かをした黒くろ兎うさとの仲直りの印として、軍司が美優から預かったおそろいのぬいぐるみ──そのうちの、黒兎の分だった。

　よく見ると、小さなぬいぐるみの喉のどは裂けており、中から綿があふれ出している。

「あいつの身体からだは、私が作ったものだもの。縫い方が下手なところはわかっているわ」

「そうか、こいつがアルタリアリティの身体だったな……」

　軍司は手を伸ばしてボロボロのぬいぐるみを拾い上げると、美優に渡してやった。

　美優はそれを指でなでながら、ぽつりと呟つぶやく。

「ストラップ……こんなにしちゃって。また、黒兎に謝らないといけないわね」

「それを直したら、今度は一緒に黒兎に渡してやろう。それで三人お揃そろいだろ？」

　そう言って、軍司は自分のＰＤＳを取り出す。そこには同じデザインの、茶色いぬいぐるみのストラップがぶら下がっている。

　キノコだか猫だかわからない謎なぞの姿。記憶を失っている間も、これを見るとなぜか心がざわついたが……いまなら、その理由がよくわかる。

　すると、それを見て、美優も自分のＰＤＳを取り出した。

　軍司と同じように、そのＰＤＳにはピンク色のぬいぐるみがぶら下がっている。

　ただ、そんなぬいぐるみを見る美優の顔はやや不ふ満まんげだった。

「どうした？」

「たぶん、いまならこれよりうまくできると思う。軍司のも一緒に直してあげようか？」

「いや、このままでいい。このままがいいんだ」

「だって、前にこれを見てキノコとか言ってたでしょ？　本当は猫なのに……」

「いやいやっ、いま見ると、これはこれで味があるよ」

「なんか馬ば鹿かにしてない？」

「してない、してない」

　軍司は美優と一緒に、昔のように声を出して笑った。

　しばらく笑って、笑って……笑い疲れると。

　軍司はおもむろに右手の刀かたなを「アルファ」に突きつける。




　そう──すべてにけりをつける時が来たのだ。




『覇は鳥とり軍司……』

「まだそこにいたのか、アルタリアリティ」

　軍司には、覇鳥総そう造ぞうが「量子の声」と呼んだ、あの声が聞こえる。

『アルファが失われれば、きみたちに私の声を届ける窓は閉ざされる……そうなれば、この世界は元の姿を取り戻すだろう』

「それはＡＰアルタプレイヤーがいなくなるということか？」

『人々がどのような世界を元の姿と想おもっているかによるね……おそらく、きみの生み出したものの多くは消えるだろう』

　軍ぐん司じはその言葉の意味を考える。

　そして、それほど悩むことなく結論を出した。

「……だったら、おまえは消さないでおこう」

『なんだって？』

　軍司の言葉にアルタリアリティは驚いたような反応をした。

「なんでも望のぞみを叶かなえるような力は、もういらない……けど、せっかくのこんな面白い世界を消すなんてもったいない」

『覇は鳥とり軍司……それって、魔ま王おうの発想だよ？』

「いいや、ちょっと早めただけだ」

『いったいなにを？』

「おまえの言う、世界の変化さ……闘とう争そうだとか、希望だとかを選ばなくても、俺たちの世界はどんどん想いで『変わって』いくはずだ」

『その変えていく者がＡＰってことかい？』

「それはわからない。もしも、そうだとしたら、これからもっと多くの人がＡＰになるだろうな。人類が停てい滞たいしている、だって？　そんなことあるものか。だから、おまえは黙だまって変わっていく俺たちの世界をそこで見ていろ」

　軍司は、前にアルタリアリティの言っていた「寂しい」という言葉がずっとひっかかっていた。

　あれはきっとアルタリアリティの本心だったはず。

『許されるならそうさせてもらうよ……静かに、きみたちを見守るだけの存そん在ざいとなろう。時間ならたっぷりあるからね』

「じゃあな、アルタリアリティ」

『……覇鳥軍司、世界を変えてくれ』

「ああ、けれど、俺だけじゃなく……みんなでな」

『そうか、みんなとか……私も仲間になればよかったのかもな』

「もっと早く気づけよ」

『ああ、ここでみんなを見ているよ』

　その言葉を最後に「アルファ」からは何も聞こえなくなった。




「俺は先に行かせてもらう。せっかくのラスボス戦に置いてきぼりをされて、暁あき奈なが怒っているだろうからな」

　すべてを見届けた男が、軍司に声をかける。

「栄え楠くす、おまえたちはこれからどうするつもりなんだ？」

　覇は鳥とり総そう造ぞうの企たくらみによって勇ゆう者しやになることを強いられた栄え楠くすだが、いまや正しよう真しん正しよう銘めいの勇者となった。

　だが、魔ま王おうがいなくなれば、勇者の役目も終わる。

　そんな六ろく波は羅ら兄弟きようだいには、行く当てがあるのだろうか？

「まあ……どこか静かなところで、別の魔王が現れるのを待つつもりだ」

「それ本気で言ってるのか？」

　すると、栄楠はあの不器用な笑みを浮かべて言った。




「……面白いゲームに、続ぞく編へんはつきものだからな」






　　　　BONUS STAGE









「面倒な仕事は全部押しつけて、いまごろ軍ぐん司じは実家でのんびりしているんでしょうね」

　ここは星せい泉せん学園の理事長室。

　美み甘かも流る音ねにとっては、一番落ち着く部屋。

　本来は学園の運営業務をする場所だが、いまはオメガコンプレックスの仕事のほうが多くなってしまっている。

「前から、軍司は会社の仕事は人任せでしたからね」

「ごめんなさいね、美み優ゆ。せっかく訪ねてくれたのに……」

　アイドルに復ふつ帰きして忙しい美優が来てくれたというのに、至急の仕事が山積みで、流音はこの部屋から出られそうにない。

　いまだに人々の話題に上る、本社ビルのバトルのあと、オメガコンプレックスの最高経営責任者ＣＥＯには覇鳥軍司が復帰した。

　そもそもあんな正体不明のアバターが社長として、ずっと受け入れられていたことがおかしかった。なにしろ誰ひとり、社長の名前さえ知らないでいたのだ。

　といっても、覇は鳥とり軍ぐん司じが形だけの社長であることに変わりはなく、その業務のほぼすべては、なぜか流る音ねが押しつけられている。

　アルタリアリティについての説明責任、世せ界かい規き模ぼのメディアハッキングの賠償問題、特区に侵攻した米軍の後始末……考えるだけで頭が痛い。

　ただ、悪いことだけではない。

　軍司が社長に戻ったことで、特区は大きな転てん換かん期きを迎えた。

　これまでのような無む茶ちやな都市開発も落ち着き、流音が大切にしていた鎌かま倉くらの町並みは守られることとなった。

　世界は『変わる』ものだと軍司は言った。

　だが、変わらないでいてもらいたいものもある。

　そして、軍司が特区から去って、実家に戻ったのは、とても大切なことのためだと流音も理解している。

「それで実家のかたはなんて言っているのかしら？」

「さあ……軍司も、そのことはあまり話してくれなくて。たぶん、私に気を遣ってくれているのでしょう。それについては、全部、私がアルタリアリティに望のぞんだせいですから」

　軍司の改かい変へんされた人生にあてがわれた、偽りの家族。

　迷った末、軍司はアルタリアリティの真実を両親に伝えることを選んだそうだ。

　それはきっと、残酷な告白となることだろう。

　ゆっくりと時間をかけて話し合い、互いに理解していくしかない。

　そのためならば、流音もしばらく社長の代だい理りを務めてやるつもりだった。

「それはそうと、軍司と一緒に黒くろ兎うさも実家に戻っているんでしょう。心配じゃない？」

「なにがですか？」

「あっちに行っている間に、黒兎が軍司に手を出したりして」

　問題山積みの書類があまりに片付かないので、流音はちょっとだけ美み優ゆに意い地じ悪わるを言ってみる。

「ああ、それは大丈夫でしょう。何年、二人が一緒に暮らしてきたと思っているんですか。あの子、普ふ段だんはああですけど、いざとなるとすごい奥手なんですよ」

「あら、そうなの」

　いつもあんなに軍司にベタベタしているのに、それはちょっと意外だった。

「それより、私が心配しているのは……」

　そう言って美優は、ソファーの隅に座る天あ衣いのほうを横目で見た。

　天衣は、さきほど誰かのメッセージをＰＤＳで受信したと思ったら、そのままずっと画面を見つめて、なにかに熱中している。せっかく美優が来ているというのに、天衣にしては珍しく行ぎよう儀ぎが悪い。

「天衣……さっきからなにをしているんです？」

「いま、ちょうど軍司さんに誘われて、強敵のモアボルケス退治に挑戦をしているところでして……」

「えっ、ずるい！」

　美み優ゆがうらやましそうに天あ衣いのＰＤＳをのぞき込む。

「美優さんも『ワイハン』をやればいいんですよ」

「私、ダンスゲーム以外は苦手なの」

「やってみると楽しいですよ。アクションが苦手でも、仲間との協きよう力りよくプレイで何とかなりますし」

「そうなの……じゃあ、私と仲間になってくれる？」

「はい、よろこんで!!」

　いずれ軍ぐん司じは、みんなのいる特区に戻ってくるだろう。

　天衣も、美優も、冬ふゆ鹿かも……もちろん流る音ねだって、それを待っている。

　そして、軍司と仲間以上の関係になりたいという想おもいを持っている子もいるはず。

「覇は鳥とり軍司……これは得意のバトルだけじゃあ、解決できないわよ」

　ソファーでＰＤＳを楽しむ天衣と美優を温かく見守りながら、軍司がこのニューゲームにどう挑むのか。

　流音はひとり思いを巡らせ、微笑ほほえむのだった。
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　あとがき









　皆様におつきあいいただきました『彼女が仲間になりたそうにこちらを見ている』も、これにて無事完結でございます。

　インベーダーブームから、これまでずっと一ユーザーとしてコンピューターゲームの移り変わりを見つめ、体感しておりますが、常に変化があって飽きることがありません。

　一方、コンピューターゲームだけでなく、アナログゲームとも呼ばれている、カードゲームやボードゲームも好きで、よく仲間たちと遊んでいます。

　中でもＴＲＰＧと呼ばれるアナログゲームは、それを仕事にしてしまうくらい大好きでして、本作のようなライトノベルだけでなく、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』に関する本を何冊か出版させてもらっています。

　ＴＲＰＧにはコンピューターゲームとはまた違った楽しさがありますので、もしご興きよう味みがありましたら本屋さんやネットで探してみてくださいね。

　では、軍ぐん司じたちの物語に最後までおつきあいいただきましてありがとうございました。

　ここまで読んでくださった皆様に、最大限の感かん謝しやを！
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